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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　イラスト／ｐａｋｏ






魔法使いと夏の海




　　　　１




　夏の、白い雲。


　不思議なぐらいに、海は蒼あおかった。


「うっわ──────────あっ！　海だ海だ海だあ！　行こっ、白びやつ虎こ、青せい龍りゆうっ！」


　嬉うれしくてたまらないといった声をあげ、思い切りみかんが飛び出していく。スクール水着に浮うき輪を抱かかえ、白虎と青龍を連れての猛もうダッシュである。


　が、砂すな浜はまを数メートル走った途と端たん、凄すごい悲鳴をあげて、こちらへ舞まい戻もどってきた。


「熱い、熱い、熱い熱い熱い！　き、気をつけて、お兄ちゃん社長っ、罠わなだよっ、砂がめちゃくちゃ熱いようっ！」


「う、うん。分かったから。落ち着いて、みかんちゃん」


　困った顔で、頭を撫なでてやったのは、無論伊い庭ばいつきである。


　隣となりでは、麦わら帽ぼう子しをかぶった穂ほ波なみが微び苦く笑しようしている。いつも魔ま法ほう使つかい然とした少女も、今日ばかりは明るい色のパレオとビキニ姿である。


　強きよう烈れつな陽ひ差ざしに帽子のつばを押さえ、泣きべそをかくみかんの前へしゃがみこむ。


「みかん、そやから皆みなが来るまで待つって約束したやろ」


「だ、だって、せっかく海に来たんだもん！


〈アストラル〉の慰い安あん旅行だよ?!　それに、海だってとってもとっても綺き麗れいだし！」


「ああ、はいはい。いいから、まずサンダル履はいて」


　いつきが取りなそうと足元のサンダルを差し出したところで、


「──本当に。日本にも、こんな綺麗な海があったのですわね」


　鈴すずを振ふったような声が、それに唱和した。


　振り返って、いつきは目がくらむかと思った。


　あでやかな金きん髪ぱつが惜おしみなく潮風になびいている。その髪かみを芸術品のような指がかきあげ、大だい胆たんに露ろ出しゆつした白い背中を陽光にさらした。


「どうしましたの、イツキ？　それとも、少しでも見み惚とれていただけたかしら？」


　ほんのわずか、英国英語クイーンズ・イングリツシユになまった発音で、異国の少女が微笑ほほえむ。


　アディリシア・レン・メイザース。


〈アストラル〉と同じ魔術結社──〈ゲーティア〉の首領にして、七十二の魔神を駆く使しするソロモンの末す裔えである。


「なんで、アディが……」


　穂波が、軽くこめかみを押さえる。


「あら、ご挨あい拶さつですわね。慰安旅行の代金を出資したのは誰だれだと思ってらっしゃるの。それと、今〈アストラル〉の大株主が誰か思い出していただけます？」


「そ、そやなくて、あたしは〈ゲーティア〉の首領としての資質を問うてるの！　いくら大株主になったからって、首領が自分の結社を放置してええわけないやろ」


　そうなのであった。


〈アストラル〉と何度も対立していた〈ゲーティア〉の首領が、先月に起きたある事件から〈アストラル〉の大株主となる事態に陥おちいっていたのだ。激げき烈れつな変化だが、この魔女はあっさりと環かん境きように馴な染じんでいた。


　そしてつい三日前、


『やっとイツキが全快しましたし、慰安旅行なんていかがです？　親しん睦ぼくを深めるにも良いと思いますの』


　と、この旅行を提案した次し第だいである。


　実際、アディリシアの出資のおかげで、危あやうく破産しかけていた〈アストラル〉の財政はすれすれで救われたのだが──


「それこそ最初に言いましたわ！　大株主になった以上、〈アストラル〉との関係を深めておくのは呪じゆ術じゆつ的にも必要な行こう為いです。魔法使いの関かかわる組織には、必ず相そう似じ形の意味が発生しますもの」


「そんなん、あくまで同一の要素を整えた組織の話やろ！〈アストラル〉と〈ゲーティア〉じゃ成立せえへん！　学院時代からそうやったけど、類感魔術に関してはちょっと強ごう引いんなんちゃう？　それは〈王命の喚起（Evocation Of Solomon）〉やったら少々呪式に難があっても、成功するやろうけど」


「……聞き捨てなりませんわね。まるで、私の呪式が魔術特性に頼たよっているような言いぐさですわ」


「ような、ちゃうやろ。呪力に物言わせるようなやり方で、〈アストラル〉を運営してもらったら困るんやけど」


　という、ふたりの争い──時に本格的な魔術戦せん闘とうを伴ともなう──も、毎日のように繰くり広げられるようになったのだった。


「………………はあ」


　ほとんど顔をくっつけたふたりの舌ぜつ戦せんを見つめ、いつきは大きくため息をついた。


（どうして、こうなるかなあ）


　と、真しん剣けんに悩なやむ。


　海である。夏である。水着である。普ふ通つうに考えれば、高校生・男子として喜んでいい状じよう況きようのはずだ。なのに、どうしてこんなにも心労ばかりが積み重なるのだろう。


（神様、前世の僕はそんなに悪いことをしたんでしょうか？）


　ついでに、前世の業カルマを問うのは一部の錬れん金きん術じゆつと仏教呪術とインド魔術だったなあとか余計なことまで思い出すのが、ちょっと悲しかった。勉強の成果は、ほんの少しずつだが確実に脳のう髄ずいを侵しん食しよくしているのである。


　もう一度、ため息をつこうとしたところに、


「いつきくん？」


　と、囁ささやき声がかけられた。


　ふよふよ、とその目の前に、冷たそうなペットボトルが浮ふ遊ゆうしてきた。


「──お疲つかれ様。事務所で淹いれてきたハーブティーだけど飲む？」


「黒くろ羽はさん」


　半はん透とう明めいの霊エーテル体──黒羽まなみが、心配そうに見上げていたのである。


　こちらもこちらで、可愛かわいらしいワンピースの水着姿だった。腰こしのあたりにフリルがちょこんと泳いでいる。自我の認識アイデンテイテイを変へん換かんすることで、他人からの認にん識しき──見た目も変えることができるという、穂波の特訓の成果である。


　いつきに直視されて、もじもじと髪をいじくりつつ、


「あ……に、似合わないかな？　一応、いろいろ雑誌見たり、穂波さんとも相談したりして決めたんだけど」


「う、ううん。すごく似合ってる」


　自分でももうちょっと芸はないのかと思ってしまう台詞せりふだったけれど、黒羽はぱっと顔を輝かがやかせた。


「なら、良かった」


　両手を合わせて、安あん堵どの吐と息いきをこぼす。


　なんだか照れくさくなって、いつきは頰ほおを搔かきながら、ペットボトルを受け取った。ウォータークーラーで冷やした表面は、触ふれただけで心地ここちよかった。


「ありがと。いつものと同じやつ？」


「え、いえ。日焼けで体力消しよう耗もうするかと思って、ハイビスカスとローズヒップを加えてます。夏バテによく効くそうなんです」


　黒羽のハーブティーは、穂波の直伝である。もともとの性質もあってか、最近は、つい早めに淹れてしまう穂波よりも、黒羽の方が高い評価を得ていた。


「皆みなの分も持ってきたんですけど……いつものですか？」


「うん、まあ」


　ふたりして、穂波たちの方を見やった。


　浜はま辺べの舌戦は、いまだ続いていた。


　ばかりか、眼帯の下に、鈍にぶい痛みまできはじめていた。呪力を集め始める一歩手前である。


　ごくり、と唾つばを飲み込む。


「あ、あの、あたし、なんとか止めてきます」


「だ、駄だ目めだよ」


　あわてて引き留める。魔ま法ほう使つかい同士の喧けん嘩かの仲ちゆう裁さいなんて、いくら幽ゆう霊れいでもどうなるかしれたものじゃない。


　が、確かに放ほうっておくわけにもいかなかった。


（……仕方ないか。せっかくの慰い安あん旅行だし……社長なんだし）


　いつきなりに、悲ひ壮そうな覚かく悟ごを固めてみる。


　ちょっとだけ顔をひきしめて、足を踏ふみ出そうとした。


　そのときだった。


「お、社長。お待たせさま」


　最大の驚おどろきは──そこで待ちかまえていたのである。


「ね、ね、ね、ね、猫ねこ屋や敷しきさんっ?!」


「は、何か？」


　素すっ頓とん狂きような叫さけび声に、穂波とアディリシアも喧嘩を止やめて、振ふり返った。


　そして、ふたりともども絶ぜつ叫きようしたのである。


「猫屋敷さん?!」


「ば、馬ば鹿か陰おん陽みよう師じ！　何を考えてますの?!」


「むう。──何を考えているのと言われましても、これこそは日本の心ですよ」


　ぱたぱたと扇せん子すで、自分を扇あおぐ。


　案外ひきしまった上半身に、幾筋かの汗あせが流れている。問題は、その下にあった。


　ひらひらと風にそよぐ、一枚の布きれである。


　──ふんどし、と俗ぞくに言う。


「古来、日本男児の水着といえばふんどししかないでしょう！　まさに心意気！　わびさび！　レッツ武士道！　あまりの機能美に猫まっしぐらの完かん璧ぺきなる姿！　ええ自信を持って言えますとも！　猫たちの肉球と同じく、ふんどしこそは日本男児に欠かせない装備だったのだと！！！」


「…………」


　今回ばかりは、誰だれも応こたえられなかった。全員の思考が凍こおりついたのである。いっそ皆殺しにされたという方が正しかったかもしれない。


「「「「にゃあああ～あ」」」」


　合唱する猫たちの鳴き声が、いかにも空々しく夏の浜辺に響ひびいた。





　　　　２




　夕暮れになって、浜辺は紅くれないに染まっていた。


　海も岩も、一様に赤い夢を見ている。ともすると、世界中が燃えているような──そんな錯さつ覚かくにもとらわれる。


　その波打ち際ぎわで両手を振る黒羽も、霊エーテル体の水着に夕ゆう映ばえを透すかしていた。


「穂波さんとアディリシアさんは？」


　と、訊きかれる。


「ダブルノックアウトのまま。今、旅館でみかんちゃんと猫屋敷さんが氷ひよう囊のうをとっかえひっかえしてる」


　と、いつきはなんともいえない顔で腕うでを組んだ。


　あの後、穂波とアディリシアはむきになって張り合ったあげく、ビーチバレー、遠泳、素す潜もぐり──果ては貸し出しのジェットスキーまで競きそい合い、ついにふたりともが熱ねつ中ちゆう症しようで倒たおれてしまったのである（ちなみに、みかんが大はしゃぎで煽あおっていたことは言うまでもない）。


　つきあわされたいつきも、節々に痛みを感じていた。きっと、明日は地じ獄ごくのような筋肉痛に苛さいなまれているはずだ。


「……ご、ごめんなさい。あたしが、ちゃんと止めてたら」


「いや、あれは止められないし。ナンパしようとしてたのが、ぽんぽん跳はね飛ばされてた」


　黒羽も苦く笑しようした。ジェットスキーに突つき飛ばされた男たちの姿を思い出したのである。


「ほんっと、ふたりとも滅め茶ちや苦茶頭いいのに、なんで喧嘩になるとあんなに子供っぽくなるんだろ」


「ふたりともが、頭いいからじゃないかな？」


　岩場に腰こしかけた黒羽が、首を傾かしげて笑った。


「頭がいいから？」


「穂波さんとアディリシアさん、イギリスの学校からの友達なんでしょう？　それも、ふたりだけでずーっと首位を奪うばい合ってたぐらいの」


　紅あかいさざ波が、黒羽の足元に揺ゆれる。白い素足であった。だけど、海水は黒羽の足に一ひと滴しずくの跡あとも残さぬまま、退ひいていった。


「そんな対等な相手だから、あんなに喧けん嘩かできるんだと思うな。でなかったら、喧嘩するのも馬鹿らしいもの」


「う～ん、そういうもんかな」


「そういうもんだよ。──あたしにも、そんな天敵いたのかな？」


「あ……」


　今度は、分かった。


「いたらいいなって、ちょっとだけ思うな」


　そう。


　黒羽には、生前の記き憶おくがないのだった。


　彼女の最初の記憶は、病院でひとりぼっちでいるところから始まる。自分が幽霊であることは分かったが、どうして死んだのか、自分が何者なのか、そういった思い出はすべて失われていた。唯ゆい一いつ覚えていたのは、『黒羽まなみ』というその名前だけだったのである。


　穂波の話では、幽霊にはままある事態だということだったが、だからといって喪そう失しつ感かんが薄うすまるわけでもあるまい。


「……ごめん」


「あ、い、いつきくん。気にしないでね。ちょっと思っただけなんだから！」


　うなだれたいつきに、黒羽があわてて顔の前で手を振ふった。


「でも、思い出すようなこと言ったから」


「あの、その、そんなことないし！　あたしが勝手に変な連想しただけだし！」


　動転した黒羽が、ますます頰ほおを赤くする。いかにも、年とし頃ごろの少女らしい素直な反応である。


「じゃ、じゃあ、あの人ふな形だまを返すのは？」


　途と端たん、いつきの表情が曇くもった。


「そっちは……えーと……僕らでやってくれって。場所が分かるよう、猫屋敷さんが白虎も貸し出してくれて……あ、でも黒羽さんが嫌いやだったら後でも……！」


「ふにゃあ」


　と、うろたえるいつきの足元で白虎が鳴く。


「そっか。よろしくね、白虎くん」


　黒羽が頭を撫なでた。手は触ふれられずに空を切るだけだったけど、白虎は嬉うれしそうにもう一度鳴いた。


「うん。じゃあ、行こっか。いつきくん」


「あ……や、やっぱり……行かないと、駄だ目めかな？」


「いつきくん、これも『仕事』でしょ」


　困った風に、黒羽が笑った。


　すぐ隣となりに、赤い鳥居が立っている。


　その向こうで、小さな洞ほら穴あなが、黒々と闇やみを満たしていたのであった。





　　　　＊





　御み凪なぎ鎬しのぎ。


　以前いつきたちとも縁えんのあった女神かん主ぬしが、ある船ふな魂だまを預かったことが、今回の依い頼らいのきっかけだった。


　船魂とは──航海の安全を祈いのり、特に江え戸ど時代から明治時代にかけての和船に多く用いられたまじないの品である。


　帆ほ柱ばしらを支える筒つつの中へ、麻あさと五ご穀こくとさいころ二個、そして人の髪かもじと人形を入れておく。そうすれば、気象の変化や海難の訪おとずれをこの船魂さまが教えてくださると、かつての船乗りたちはそう信じていたのだ。


『どうも、霊れい験げんあらたかな神社にさえ預ければよかろうと思ったみたいでね。──船魂には専門の神社があるんだけど』


　相変わらず伸のばしっぱなしの黒くろ髪かみをがりがり搔かいて、鎬は笑ってみせた。


『海難に遭あった船から、この船魂さまだけが浜はま辺べに流れ着いちまったそうだ。船乗りとしては縁起が悪い。が、祟たたりがありそうで捨てることもできない。オレが調べたところでは、船魂をつくった神社に供えるのが正式らしいんだが、困ったことに、その神社がもうつぶれちまってるらしくてな』


『悪いけど、依頼料はちゃんと出すから、ちょいとこの子を供えてやってくれないか。何、神社の裏にある洞どう窟くつに持ってくだけでいいからさ』


　というわけで、慰い安あん旅行の場所も自動的に決まったという次し第だいであった。








「わ、わ、わ、わ～～～～～～～～～～～～～～～」


　がくがくと膝ひざを震ふるわせながら、いつきが洞窟を進んでいく。


　半ば海に浸しん食しよくされた、岩場の洞窟である。


　懐かい中ちゆう電灯と抜き足差し足で、かろうじて足場を確かく認にんする。海かい藻そうでぬとぬとの足場を足裏でこすり、それから、えいやっとばかりに前に進むという、その繰くり返しである。


　しかも、時折、その腰こしが抜ける。


　ひゅごー、ひゅごーと潮しお騒さいに混じって、かすれた風の音が洞窟に響ひびく。その音のたびに、いつきが悲鳴をあげて、壁かべにへばりつくのである。


「いつきくん、いまだに怖こわがりだったんだ」


「し、し、知ってるでしょ──？」


　実に情けない抗こう弁べんが、少年の口から漏もれる。


「ごめん。だって、知ってても面おも白しろいんだもん」


　唇くちびるを押さえて、黒羽がくっくと背中を曲げた。こちらは水着姿のまま、岩場から数センチのところをふわふわ浮ふ遊ゆうしている。


「海かい賊ぞくのお化けでも出そう？」


「だ、だ、だから言っちゃ駄目だってば～」


　耳を塞ふさいだ拍ひよう子しに、いつきが足を滑すべらせる。ばしゃあんと派手に飛沫しぶきを散らして、そのまま海面に落っこちた。それでも人形だけは落とさないのは、見上げた仕事根こん性じようといえるが、実際は女神主に言われた台詞せりふが怖こわいだけだ。


『おお、気をつけて運んでおくれな。なんせ神様として拝まれてた人形だから、それなりにプライド高いぞ』


　そう言われたおかげで、手の中の人ふな形だまはびくびく震えている気さえする。


　小さな、女によ性しようと思おぼしい雛ひな人にん形ぎようだった。首元には小指の先ほどの鈴すずがついている。目立って壊こわれていた部分は女神主の手で繕つくろわれているが──海流を耐たえ抜いたのが信じられないくらい華きや奢しやな品だった。


　おっかなびっくり進んでいると、やがて、


「ふにゃあ」


　と、白虎が鳴いた。


　その途と中ちゆうに、人の腰ほどの高さの、海藻まみれの神かみ棚だなが鎮ちん座ざしていたのである。


「これ……かな？」


「そうみたいだね」


「じゃ、じゃあ、入れるね」


　意を決して、いつきが神棚を開いた。海水で朽くちた扉とびらは抵てい抗こう無く開き、人形の体を受け入れた。


「うん、これで終わり」


　黒羽が、神棚に納まった人形を嬉うれしそうに見つめた。


「黒羽さん、この人形、気に入ってたの？」


「なんとなく……あたしと、似てるような気がして」


「似てる？」


「ううん、帰ろっか」


　首を横に振ふって、黒羽がふわりと地面を浮ういた。何か言いたげだった表情も、そのときには元通りになっていた。





　りん、りん──





　ふと、そんな音が、聞こえた。


「え？」


　黒羽の振り返るのと、別の音が洞窟を圧するのは、どちらが早かったか。


　怒ど濤とうが、洞窟の先から巻きあがったのだ。凄すさまじい量の飛沫を散らし、ぐんぐんと迫せまってくる。ありえない量の海水であった。


「にゃあ！」


「うえっ?!」


「鉄てつ砲ぽう水みずっ──いつきくん、早く！」


　手が、伸ばされる。


　だけど、それはいつきの手に触ふれず、突つき抜けた。


　たちまち、黒い怒濤がいつきと白虎の背中を呑のみ込み、濁だく流りゆうの中へ何もかもを閉じこめた。
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　──世界は白かった。


　空気とミルクが撹かく拌はんされたみたいな乳白色が、視界のほとんどを覆おおっている。頰ほおでべたつく潮風からすると、どうやら海には違ちがいないらしい。高く低く、潮騒が鼓こ膜まくを叩たたいている。


「──起きたか、坊ぼう主ず」


「いつきくんっ──？」


　目が、覚めた。


「え……っ？」


　痛む上半身を持ち上げ、あわてて左右を振り返る。


　船の上だった。


　汚よごれた甲かん板ぱんである。個人用漁船と思おぼしい、小さな空間の向こうには、分厚い霧きりが広がっていた。


　そして目の前に、ふたつの顔があった。


「いつきくん……良かった……」


「おお。案外元気だな。そこの猫ねこと漂ひよう流りゆうしてるのを見つけたときは、もう土ど左ざ衛え門もんかと思ってたがよ」


　涙なみだをにじませた黒羽の顔と──見慣れない、日焼けした漁師の顔。


「ほれ、ご主人様が起きたんだから、挨あい拶さつぐらいしてやれ」


「ふにゃっ」


　ぼさぼさの頭を搔かくと、漁師は濡ぬれた白虎の首をつまみあげた。どうやらこちらは、先だって目覚めており、男の手から鯖サバ缶カンをもらっていたようだった。


「ここは……海……っ」


　ぐらぐらする頭を押さえ、愕がく然ぜんといつきは目を見張った。


　濃のう霧むに閉とざされ、海岸は朧おぼろにもうかがえなかった。


「そんな……っ。沖おきまで流されたの……？」


　漂流していたっていうからには、さっきの鉄砲水で、洞どう窟くつの向こう側へと流されたのか。


　ありえないことじゃない。むしろ、岩に頭をぶつけたりしなかった分、幸運といってもいいだろう。この漁師が助けてくれたというならなおさらだ。


　だけど、この霧は？


　そもそも、今は昼なのか、夜なのか？


「あの……ここは……？」


「それは俺が訊ききてえな」


　漁師が鬚ひげもじゃの顎あごを撫なでる。


　黒羽には目を向けない。どうやら、存在に気がついてないようだった。もとより、魔ま法ほう使つかい以外の目には、黒羽のような希き薄はくな霊エーテル体は映らない。


「俺は兵ひよう藤どうってんだ。別になんてこともねえ漁師だよ。三日ほど前に、ここに来ちまうまではな」


　自分の胸を親指で差し、兵藤が肩かたをすくめる。


「それが、この前の漁で、妙みような霧に囲まれちまった。それ以来、ずーっとここから逃にげ出せねえ。しかもよ──見ろよ」


　顎をしゃくった。


「…………っ！」


　いつきは、息を飲んだ。


　ちょうど、濃霧の中に、朧な船せん影えいが映りこんでいたのである。だが、驚きよう愕がくの理由はそれではなかった。


　それらの船影の形式が、すべてバラバラだったのだ。


　あるいは、大航海時代を思わせるガレオン船。


　あるいは、歴史の教科書で見たような遣けん唐とう船。


　あるいは、巨きよ軀くに探照灯や機き銃じゆうを打ちならばせた駆く逐ちく艦かん。


「霧の向こうに見えるばかりで、まともに肉眼で見たことは一度もないんだがよ。皆みなあんな映画かテレビでしか見ねえような船ばっかりだ。一時は、気が狂くるいそうになっちまった」


　飄ひよう々ひようと語るが、当時の絶望はいかほどのものだったろう。


　時折、そんな海域が伝説になる。


　現代でも、一年に百隻せきからの船が行方ゆくえ不明となるバミューダ・トライアングル。オペラにもなった、さまよえるオランダ人フライング・ダツチマンをつくりし喜き望ぼう峰ほう。誘さそった船を帰さぬ魔の海域。


　ここが、そうなのか。


「で、はじめて魚以外のものを見つけたと思ったらお前らだ。……まったく、救われねえよな」


　首の裏を、兵藤が叩いた。


　いつきは、声もなく、白い霧を見つめていた。
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　船室で兵藤が眠ねむった後、いつきは甲板へ出た。


　染しみこむような霧きりに身体からだを抱だき、ひざまずいて、足元の白虎へ囁ささやきかける。


「──猫屋敷さん。返事してください、猫屋敷さん」


「ふにゃあ？」


　だが、当然のように、白猫は首を傾かしげただけだった。


　白虎は、猫屋敷の猫の中でも呪じゆ力りよくの同調に長たけた──遠えん隔かく地ちでも猫屋敷と五感を共有することのできる使い魔アガシオンである。


　なのに、その白虎からも返事がない。


　それはすなわち、この場所が、猫屋敷の魔術をも凌りよう駕がしていることを表していた。


「やっぱり駄だ目めか……」


　肩を落としたいつきが、空を見上げる。


　暗くはなかった。


　昼も夜も、ここにはないようだった。霧に覆おおわれた空は全体がぼんやりと光り、どこに太陽があるともしれぬ、不思議な光景を保っていた。


「睦むつ美み……」


　ふと、かすれた声が聞こえた。船室からである。


「睦美……すぐに帰るからよ……」


　男の声は、哀かなしいぐらいかぼそかった。


「…………」


　黙だまったまま、いつきはもう一度、上を向いた。


　すると、乳白色の空から、半はん透とう明めいの少女が降りてきたのである。


「いつきくん……」


「どうだった？」


「駄目。飛べるだけ飛んでみたけれど、いつのまにかここに帰ってきちゃう。これってやっぱり……」


「……うん。呪波汚お染せんだと思う」


　いつきが、うなずいた。


　変質した呪力が引き起こす、現実への侵しん蝕しよく。どんな魔法使いにも予測不能だという、多種多様な怪かい奇き現象。〈協会〉からの依い頼らいにも頻ひん発ぱつする、魔術の副作用。


　強度の呪波汚染であれば、場合によっては、こんな霧をつくりだすこともありえるだろう。


　だが、どうしてそんなところに、自分と黒羽が流されたのか。


「う～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ん」


　大きく唸うなって、いつきは頭を抱かかえた。


（呪波汚染を潰つぶすなら……『核かく』を潰すのがセオリーだって穂波は言っていたけれど……）


　いつきは思い出す。


　最初に、病院で黒羽を助けたときのことだ。いつきたちは、呪波汚染の『核』となっていた焼しよう却きやく炉ろを破は壊かいし、黒羽を救い出した。


　でも、あのときには穂波と猫屋敷がいた。経験不足ないつきを補ってくれる、頼たのもしい社員たちがいた。


　──今は、いない。


　ここにいるのは、未熟な新人社長と、見習い社員だけだった。


　そのふたりで、どうやって呪波汚染に対すればいいのか。ましてや、正体も分からない現象の『核』をどう探さぐり当てればいいのか。


　冷や汗あせがにじむのを、いつきは感じた。


　胃と胸を凍こおりつかせる悪お寒かん。


　吐はき気に近い──恐きよう怖ふ。


　唇くちびるを嚙かんでこらえていると、目の前にじっと影かげが直立していた。


　黒羽が、ひどく真しん剣けんな顔つきで、見つめていたのだった。


「あたし……代わりになるから」


「え？」


「あたし、頑がん張ばってみるから。穂波さんやアディリシアさんみたいにはできないかもしれないけど、それでもやれるだけやってみるから、だからいつきくん、あたしにも『仕事』をさせて」


「黒羽さん……」


「だって、あたしだって、〈アストラル〉の社員だよ。あたしだって、貸し出し魔法使いレンタルマギカなんだよ」


　きゅっと胸の前に拳こぶしをつくって、黒羽は訴うつたえた。


「だったら、あたしもいつきくんを助けたい。皆みなに胸を張れるようになりたい。ちっぽけな役にしかたたなくても、ちっぽけな役にはたつんだって、そう思いたいもの」


（……そうか）


　誤解していたと、いつきは思った。


　記き憶おくをなくしたから、行き場所がないから、黒羽は仕方なく〈アストラルうち〉にいるのだと。


　でも、違ちがう。


　黒羽は、まぎれもなく〈アストラル〉の社員だった。


　気がついて、いつきは大きく息を吸い──それからできるだけ厳いかめしい声で、こう尋たずねた。


「じゃあ、黒羽さんは……ううん、黒羽は、何か気がついたことある？」


「あ……うん！」


　黒羽が勢いよくうなずいた。


「あの……前に、猫屋敷さんと話していたんですけど、呪波汚染ってたくさんの種類があるけれども、大別すればおおよそ三種類に分けられるって。確か、呪波汚染の範はん囲いが過去に戻もどる〈回かい帰き〉と、範囲の物質や生命に魔ま術じゆつ的要素を与あたえてしまう〈付ふ与よ〉と、汚染した元の魔法が肥大した〈呪じゆ詛そ〉の三つです」


「〈回帰〉と、〈付与〉と、〈呪詛〉……」


　だとすると、〈回帰〉とは思えない。こんな不可思議な海が、かつて存在したとも考えにくいからだ。


「〈呪詛〉だったら……何かの魔法の変質になるけれど……そんなはっきりした呪力の流れは見えないよ」


　眼帯に、いつきは触ふれた。


　いつきの右目は、この眼帯越ごしでも、呪力の流れを見み極きわめられる。だけど、霧きりにこもった呪力はひどく曖あい昧まいで、流れといえるほどの動きは存在しなかった。


　ならば、残るのは……


「何かが、〈付与〉しているのか」


　いつきが呟つぶやく。


「もうひとつあります。〈付与〉だったら、呪波汚染の範囲は『核』と縁えんの近いものに限られます。内側にとりこむものだって、自然と縁のあるものに」


「縁……」


　思考をめぐらせる。数秒。いつきの中で、いくつかの光景が明めい滅めつした。


「すると、兵藤さんには……」
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　霧は、ますます濃こくなっていた。


　同じ船の中ですら、船首から船せん尾びが見み渡わたせないぐらいの、濃く深い霧。拳を握にぎれば、手のひらがじっとりと滲にじんでしまいそうなぐらいだった。


「兵藤さん」


「あん？」


　網あみを握ったまま、兵藤が振ふり向く。


　彼の言葉によれば、魚はほどほどに釣つれるそうであった。白虎に缶かん詰づめをやる余よ裕ゆうがあったのも、それゆえといっていい。後の問題は水であるが、幸か不幸か、タオルを霧の中に数時間放置するだけで、十分な量の水分が確保できた。


「なんか用か？　坊ぼう主ず」


「いえ、少しお話が聞きたくて。もしかして……なんですけど、この船、昔、変わった魚を釣ったりしませんでしたか？　それか、進水式とかに特別な儀ぎ式しきをしたりしませんでした？」


　四角い目が驚おどろきに見開かれた。腰こしが浮うき、食いつかんばかりの勢いで手が伸のびて、細いいつきの身体からだを持ち上げた。


「なんで、そんなことを?!」


「い、いえ……あの……僕……そういう関係のバイトをしてまして……オカルトとか……そういうのなんですけど……」


「おかると？」


「あの、魔法とか……呪まじないとか……そういうのを。だから……ひょっとしたら……何かこの霧の手がかりがあるかもって……」


　万力のような拳が開いた。


　どすん、といつきが甲かん板ぱんへ落っこちる。尻しりに激痛が走ったが、涙目でいつきは耐たえた。


　その少年を見下ろし、


「……手がかり、な」


　と、兵藤は呟いた。


「なあ。本当に、俺の船に手がかりがあると思うか？」


「はい」


　いつきがうなずくと、兵藤は逡しゆん巡じゆんし、目を伏ふせた。


　決意は一いつ瞬しゆんだった。


「本当は、跡あと取り以外には話すなって言われてたんだがな。──うちは代々の船乗りでよ。ご先祖様は、人魚を釣っていたんだと」








　人魚。


　アンデルセン童話において、美しくはかなく語られる『人魚姫ひめ』も、日本においてはいささか様子を違ちがえる。


　その肉を喰くらえば不老不死になれるという、八や百お比び丘く尼に伝説。『日本書紀』では、近おう江みの国くにに流れ着いたという、人とも魚ともつかぬ異形のもの。また別の史料では、胸より上が猿さるで、胸より下が魚の怪かい物ぶつだともいう。


「釣ってたのが、本当に人魚だったかどうかは知らねえ。だけど、えらく美味うまい上に、薬としても最高だったらしい。餓ガ鬼キの頃ころ、うちに残ってた最後のひとかけを食わされたことがあるがよ。こじらせてた肺はい炎えんが、あっという間に治っちまいやがった」


　両手を広げて、兵藤がごつい肩かたをすくめた。馬ば鹿か馬鹿しい話だと、そう表明している風でもあった。


　いつきは、至し極ごく真ま面じ目めな顔でうなずいた。


「だったら、きっと本当なんです」


「どうだかね。──ただ、確かに美味かったぜ。今でもはっきり味を覚えてら。そんで、人魚を釣れるようにってことで、船をつくるときや跡あと継つぎに譲ゆずるときも、毎回大層な儀式してた。こうな、船底に血を塗ぬりつけるのさ。それも人の血をな。笑える話だろ。人間に食われる人魚は、その実、向こうも人間を食うんだとさ」


　それが、人魚を釣るための秘ひ訣けつらしかった。


　人血という撒まき餌え。人を食う人魚。人に食われる人魚。まるで自らの尾おを喰らう蛇ウロボロスのごとき、忌いまわしき因果。


　ＺＡＺＡＺＡＺＡＺＡＺＡＺＡ


　潮しお騒さいが、不ふ吉きつな響ひびきを湛たたえて鳴った。


「睦美さんっていう人は？」


「ああ？　また、寝ね言ごとででも唸うなってたか？」


「…………」


　いつきが黙だまっていると、


「死んだ娘むすめだよ」


　ぽつり、と兵藤が言った。


「娘さん？」


「別れた女によう房ぼうとのだがね」


　と、豪ごう放ほうに男は笑った。


「なんせ、瀕ひん死しの娘をおいて、ずーっと海に出っぱなしだからな。遠洋漁業でもなきゃ普ふ通つうは一日ごとには帰るってのに、こちとら一週間も海にいたまんまだ。海と家と、どっちが故郷だか分かりゃしない。帰らないうちに、睦美は死んじまっててな。そりゃ女房も愛あい想そをつかすだろうよ」


「もしかして……人魚を釣つるために、海に出ていたんですか？」


　今度は、答えがなかった。


　ＺＡＺＡＺＡＺＡＺＡＺＡＺＡ


　黒羽に似ていると、いつきは思った。


　無くしたもの。無くした記き憶おく。無くしたいのち。


「…………」


　二度と返ってこない──だけど大事なものを思い出すとき、どうしてこんなに、人は悲しくなるんだろう。


「だったら……ご先祖様の言い伝えの中に、この場所のことはありませんでしたか？　何でもいいんです」


「何でも……？」


「ええ、何でも」


　兵藤が、かすかに眉まゆを寄せた。


　日焼けで真っ黒になった顔が歪ゆがみ、軍手のように荒あれた手が自らの額を押さえた。硬かたい土から何かを掘ほり出す行こう為いにも似て、兵藤はしばらく動かず、やがてその口からぽつりぽつりと言葉が漏もれだした。


「この場所……白い霧きり……古い船…………………………人魚……ひい爺じいさんが……昔言ってた……この言い伝えを……一度忘れて思い出したら……」


　確かに、男の瞳ひとみへ、何かに気づいた光が宿った。


　そのときだった。


　前まえ触ぶれもなく、いきなり船が大きく傾かしいだのだ。


「うわああああっ！」


「な?!」


　波は濤とうであった。


　突とつ然ぜん、巨きよ大だいなそれが船を襲おそい、もてあそぶごとくに揺ゆさぶったのだ。


　いつきも兵藤も無様に倒たおれ、特にいつきは、したたかに背中を打った。肩けん胛こう骨こつから肺まで突つき通った衝しよう撃げきに、熱い息をこぼす。


　瞬しゆん間かん、


「──いつきくん！　外！」


[image: ]


　黒羽の悲鳴が、甲かん板ぱんを走った。
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「え──っ」


　転がるようにガラスにへばりついて、いつきは目を見張った。


　重く霧の這はう海面に、朧おぼろな人ひと影かげが直立していたのである。


「あ……あ……あ……」


　女だ。


　いいや。


　女たちだ。


　数十人にものぼる大勢の女たちが、長い髪かみをすき、血のように赤い唇くちびるをちろちろと舐なめていたのである。


　だが、その胸から下は人ではなかった。ぬめっとした楕だ円えんの鱗うろこが幾いく百ひやくと連なり、海面下まで続いていた。そして、赤い唇からはにんまりと牙きばがはみ出していた。この距きよ離りで分かるはずはないのに、生なま臭ぐさい潮の臭においがその口から吹ふきつけるようでもあった。


『思い出したね』


　と、誰だれかが言った。


『思い出したね』


　と、全員が言った。


「人魚……」


『思い出したら、食べてしまおう』


　女たちが、一いつ斉せいに船へと群がった。その速度。その腕わん力りよく。


　人魚たちの手が船の一いつ端たんに触ふれるや、それだけで船が二十度も傾かたむき、甲板を海水に洗わせた。


「ああああっ」


　濡ぬれねずみになりながら、かろうじていつきが壁かべに手をかける。


　その隣となりで、舵かじに突っ伏ぷした兵藤は、眼前の光景へ喉のどを嗄からしていた。


「まさか……本当に……人魚だってのか……」


　当然といえた。


　いかに物語として聞いていようが、それは現実とは異なる。たとえ、その物語をよすがとして海を彷徨さまよったものであろうと、実在する化け物と出で遭あった衝撃はとてつもなく大きかった。


「兵藤さんっ」


　立ち直ったいつきが、瞬まばたきする。


　漁師のたくましい肩かたは、これ以上なく震ふるえていたのだ。


「いいや……思い出した……」


　顔を覆おおい、兵藤は首を横に振ふった。


「そうだ……俺が思い出すのを……こいつらは待っていたんだ……。人魚の伝承……確かに聞いていたのに……」


「……その伝承だと……どうなるんですか」


「皆みな……渦うずに巻き込まれて死ぬ。……だけど、ご先祖様だけは……特別な方法を知ってて……免まぬかれたんだ」


「じゃあ、その方法は」


　もっともないつきの質問に、しかし、兵藤は首を横に振った。


「……駄だ目めだ」


「だ、駄目って？」


「足りないんだよ……」


　と、男はぐったり首を落とした。


「ご先祖様は……船ふな魂だまを捧ささげて、自分の身代わりになってもらったんだ」


　呪的逃とう走そう、という。


　生け贄にえを捧げることで、神や自然の怒いかりを避さける慣習のことだ。


　だが、


「捨てちまったんだよ……」


　声は、苦く渋じゆうを含ふくんでいた。


「あの人ふな形だまは……あいつがつくった人形でよ……。あいつを守れなかった俺に……あいつに守ってもらう資格なんざねえ。だから……ここに来る前に海へ捨てた。それでも……何もやることがなかったから……ずっと人魚を探してたんだ……」


「あ……」


　いつきが、言葉を失う。


　だから、あの船魂がいつきたちのところへ来たのだ。行方ゆくえ不明になった船は沈ちん没ぼつしたものと疑われ、それでも船を守らんとした船魂は、いつきたちをここに招いたものか。


　ごおん。


　また、船が震えた。計り知れない腕力を前に、黒い海水の上で傾かしぐ。


『男を出せ』


　と、誰かが言った。


『我らを食った男を出せ』


　と、全員が言った。


「呼んでやがる……あばよ……俺がいなくなったら……きっとここも出られる」


　兵藤が、ふらふらと舵を離はなれた。操あやつられるようにその足はまっすぐ船室の扉とびらへ向かった。


「兵藤さん！」


　いつきの声も届かず、兵藤は震える足取りで甲かん板ぱんへ出ようとした。


　その足が、止まった。


「ふにゃあ」


　足元に、白虎がいた。


　そして──兵藤には見えなかったが──黒羽が、その前に両手を広げて立ちはだかっていたのである。


「あの船魂でしたら……あたしがなんとかできるかもしれません」


　と、黒羽が口にした。いつきにしか聞こえない声で。


　その一言を、いつきは引き受けた。


「僕らが、なんとかします！」


「なんとか、するだと？」


　愕がく然ぜんと、兵藤が眉まゆ根ねを寄せた。


「すみません。だからもう少しだけ、もう少しだけ、待ってください」


「なんとかって……どうにもならねえだろ、あんなもん！」


「それでも……きっと、なんとかします」


　自分には視みるしかできない。


　拳こぶしも届かない相手に、振るえる魔ま法ほうも魔術もない。


　だけど、自分の社員を信じることは、いつきにもできる。


　それこそが、社長いつきの『仕事』であった。








「……ありがと、いつきくん」


　いつきが兵藤を制止するのを見て、黒羽はすっと瞼まぶたを閉じた。


　意識を、集中する。


　穂波との特訓で示し唆さされていた能力を、呼び覚ます。


（要は、海岸のときの水着と同じ）


　自分への認にん識しきを変えることで、他人からの認識──見た目も変える。その延長上の能力。


　世界と自分とを区別せず、自分と世界とを区別せず、その境目を幻げん視しして、想像通りの物体を作り出す。


　いわく、『顕現現象アポート』。


　自らの霊エーテル体を用い、新たな存在を作り出す異能。


　だが、その代だい償しようは──


（穂波さんや、猫屋敷さんの代わりになるって言ったんだから）


　黒羽は、思う。


（あたしだって貸し出し魔法使いレンタルマギカだって言ったんだから）


　それは、涙なみだが出るぐらい嬉うれしいこと。


　憧あこがれていた、自分もいつかそうなりたいと思っていた目標。


　だから、黒羽にとって、そうなるために身を削けずることは、けして苦痛ではなかった。


　やがて、少女の手の中に、ぼうと暖かい光が灯ともりはじめた。


『顕現アポート』が──始まった。








「黒羽……」


　いつきは、それを視ていた。


　白虎の言葉は聞こえなかったけれど、視るだけで理解できた。何をしようとしているか、それがどれだけ危険なことか、身にしみて分かった。


　やがて、霊エーテル体の光は、形を伴ともないはじめた。


　滑なめらかな黒い髪かみ。


　小さく愛らしい顔。


　花をあしらわれた美しい着物。


　首元からさげられた、小さな小さな鈴すず。


「ああ……おお……」


　兵藤が呻うめいた。声には郷きよう愁しゆうが揺ゆれていた。


　彼の目にも見えるほどの、濃のう密みつな霊エーテル体だったのである。そして、それは紛まぎれもなく彼が捨てたはずの船ふな魂だま──あの雛ひな人にん形ぎようであった。洞どう窟くつの神かみ棚だなに供えたあの人形の記き憶おくから、同じ人形を黒羽は作り出したのである。


　だが、代償は明らかだった。


　わずかに手のひらほどの人形をつくるため、少女の半はん透とう明めいの身体からだは、今や消えてしまいそうなほどに霞かすんでいた。いつきの右目でさえ、その姿をとらえるのが困難なぐらいであった。


　それでも、黒羽はにっこりと笑った。


　全力を尽つくし、確かな何かを得られたものだけの笑えみ。


「いつきくん……」


「……うん」


　人形へ触ふれ、いつきはそっと取り上げた。実際に質量があるわけではないが、人間の精気に反発して持ち上げられているのだ。


　甲かん板ぱんへ出る。


「……坊ぼう主ず、お前」


　声がかかった。


「兵藤さん、今度こそ、帰ってくださいね」


　そう言い残して、いつきは海面を見み据すえた。


『出せ』


『我らを食った男を出せ』


　黒い渦うずを従えて、人魚たちが近づいてくる。


　その中心へ、いつきは人形を放ほうり投げた。


　可か憐れんな船魂は、平へい凡ぼんな放物線を描えがいて、霧きりの海へと落ちていった。


『来た』


『来た』


『食うぞ』


『食うぞ』


　すると、人魚たちはたちまちその人形へと群がり──凄すさまじい悲鳴があがった。


　海が沸ふつ騰とうし、霧が渦うず巻まいた。遠くで鈴の音がした。その音が、洞窟で鉄てつ砲ぽう水みずにさらわれたときと同じものだと、すでにいつきは分かっていた。


「いつきくん──！」


　黒羽の声がした。





　りん、りん──





　そして、もう一度、鈴の音が鳴った。
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　柔やわらかな潮しお騒さいが、耳みみ朶たぶを叩たたいた。


　頰ほおに触れる砂の熱さを感じながら、いつきは目を覚ました。


「イツキ、イツキッ──！」


　小走りに、金きん髪ぱつの少女が駆かけてくる。


「アディリシアさん……」


「一体、どうしてましたの！　さっき洞窟に行ったはずなのに、いきなり砂すな浜はまで倒たおれてるってあの陰おん陽みよう師じが言うのですもの！」


　夕暮れの、砂浜であった。


　地平線では、太陽の最後の一いつ片ぺんがようやく沈しずみ込もうとしている。


「さっき……洞窟に……？」


「ええ！　つい三十分ほど前ですわ。船魂を供えにいくだけと言うから安心してましたのに」


　ふにゃあ、と賛同するように白虎が鳴いた。猫屋敷にＳＯＳの念を送ったのは、こちららしい。


（ああ……）


　と、いつきは気がつく。


　鉄砲水に呑のみ込まれてから今まで──およそ二日はあった海域での出来事は、現実では数分にも満たなかったようだった。


「……あはは、ごめん。熱ねつ中ちゆう症しようは大だい丈じよう夫ぶなの？」


「そんなの一度に吹ふっ飛びましたわ。……で、それより、いつまで抱だきしめてらっしゃるつもりです？」


「へ？……わっ、く、黒羽！」


　隣となりを見て、いつきが飛び跳はねた。


　厳密には抱いているわけではなかったものの──そう見える格好で、黒羽も倒れていたのである。


「……え？　あ、い、いつきくんっ？」


「黒羽？　いつのまにか、呼び捨てになってますのね」


　目を細めて、アディリシアが不ふ機き嫌げんそうに指し摘てきする。


　ばかりか、もうひとつ、実に不ふ穏おんな声こわ音ねがあがったのだ。


「そのへん、あたしも詳くわしく聞かせてほしいんやけど」


「ほ、穂波」


　こちらも水着姿のまま、穂波が蒼氷色の瞳アイスブルー・アイを凍こおらせていたのである。


「今、鎬さんから携けい帯たいに連れん絡らくがあったんやけど、沈ちん没ぼつしたはずやった──さっきの船ふな魂だまの船の──兵藤とかいう人が帰ってきたんやって。社長、ちょっと余計なことしたんちゃう？　それも、依い頼らいと関係あらへんところで」


「…………」


　反論の余地がない。


　ぱくぱくと口を開閉するいつきが、たらりと冷や汗あせを流した。


「身に覚えはあるみたいやね。うちの財政でタダ仕事をする見解を、ぜひ聞かせてほしいんやけれど──」


　近づいてくる。


　足音からして、怒ど気きに満ちていた。思わず身体からだをすくめたが、怒いかりはある地点で急速に退ひいていった。


「でも、今日はやめといたげるわ」


「へ？」


「だって、その人形、嬉うれしそうやもん」


「人、形？」


「──うん。分からへん？」


　微笑ほほえんで、穂波が人差し指をあげた。


「あ」


　黒羽もまた、それに気がついて唇くちびるをほころばせた。


　波打ち際ぎわに、あの人形が──船魂が揺ゆれていたのだった。





　りん、りん──





　船を守り通した船魂の鈴すずが、もう一度鳴った。


　なぜだかその人形の顔が、会ったこともない睦美という娘むすめに似ているように、いつきには思えた。


　長く、遠く、いつまでも潮騒が鳴っていた。














〈アストラル〉業務日誌５





　えええっと……いつきくん……じゃなくて社長、お疲つかれ様でした！


　黒くろ羽はまなみです。


　なんか今回は、驚おどろくことばっかりで大変でした。いきなり海に飛ばされたときは本当にどうしようって思いましたし、船ふな魂だまのことも兵ひよう藤どうさんのことも、まさかあんな風につながってるなんて考えもしませんでしたし──。





　あ、業務報告しますね。


　兵藤さんは、地元の港に船ごと流れ着いているのが確かく認にんされたそうです。なんでも奥さんとよりを戻もどされたらしくて、船も新しくしたそうです。そのとき、新しい船魂もいれたらしくて──はい、鎬しのぎさんに聞いたんですけれど──兵藤さんたっての希望で、前と同じ顔の、可愛かわいい女の子の人形だそうですよ。


　いいですよね、家族って。


　ちょっと、憧あこがれちゃいます。


　あたしにもそんな家族がいたんでしょうか……ってこれは全然関係ないですね。仕事なのにごめんなさい。


　あれから穂波さんにもアドバイスをもらって、顕現現象アポートの練習も魔ま法ほうの授業にいれてもらいました。穂波さんにはいろいろ怒おこられちゃいました。単に精神力だけを使う騒霊現象ポルターガイストと違ちがって、顕現現象アポートは幽ゆう霊れいにとって致ち命めい的てきなぐらい危険なのにって。


　……怒られて嬉うれしかったっていうのは、ちょっと変でしょうか？


　必要だってそう思ってもらえるのは、すごく嬉しいです。誰だれかに心配してもらえると、ここにいていいんだってそう思えます。





　いつのまにか、業務と関係ないことばっかり書いちゃいましたね（汗）


　これからも、皆みなさんよろしくお願いします。




黒羽まなみ




　ＰＳ、それと……アディリシアさん、良かったら、あの水着どこで買ったのか教えてくださいませんか？










魔法使いと学校の怪談




　　　　１




　なんとなく、外国の夢を見てるという認にん識しきがいつきにはあった。


　見たこともない景色。


　見たこともない空の色。


　──どうやら、学校らしかった。


　霧きりに包まれた建物。蔦つたのからまるチャペルに並んで、瀟しよう洒しやな洋館が二、三、うっすらと浮うかんでいる。


（イギリス……？）


　そう思ったのは、霧のロンドンなんて言い回しからの、単純な連想である。


　ただ、学校らしいと思ったのは、通学する子供たちのせいだった。


　おそらく八歳かそこら。今のみかんと同じぐらい。


　そんな中で、ひときわ目を惹ひいたのが、栗くり色いろの髪かみの女の子であった。


　目鼻立ちからして、ほかの子供とは違ちがう。どうやらハーフらしい。日本人っぽい繊せん細さいな顔立ちに、蒼氷色の瞳アイスブルー・アイが不思議と似合っていた。


　その女の子が、きゅうっと小さな拳こぶしを握にぎり、唇をへの字にして、


「できるもん！」


　と、叫さけんでいたのだ。


「あたし、絶対できるもん！　樫の木の賢者ドル＝ウイドの魔ま法ほうだって覚えてみせるもん！　詩だって歌だって全部暗記できるもん！」


　そして、そんな少女を、周囲の子供たちがはやしたてている。そちらは聞かなくても分かる。無理だとか、馬ば鹿かとか、どこにでもある単調な罵ば詈り雑ぞう言ごん。


　──いや。


　ひとりだけ、笑ってない少女がいた。


　あでやかな金きん髪ぱつを縦ロールにして、胸には銀の五芒星、身体からだには黒いサテンのドレスを纏まとった少女だった。


（……うわ）


　いつきでさえ、その召めし物が半はん端ぱじゃない呪物フエテイシユだと一目で分かる。なにより、少女自体の存在感が際きわだっていた。どんな舞ぶ踏とう会に招かれても、この少女は主役になるだろう。むしろ、主役以外はさせられまい。わずか八歳の少女の優美さに、どんな紳しん士しも淑しゆく女じよもかなわないからだ。


（……なんで、この子だけ……）


　いつきは、振ふり返る。


　まわりが馬鹿にしている中で、その少女だけは、ひどく真しん剣けんに栗色の髪の女の子を見つめているのだった。


（この……ふたりは………………僕は…………どこかで……………………）





　　　　＊





「──おい、イバイツ！　起きろこら」


　肩かたを強く揺ゆさぶられて、いつきは夢から引きずり戻もどされた。


「食堂まで来て寝ねてんじゃねえ。起きろ、頼たのむから起きろ」


　ぐりぐりとこめかみをねじられる。ひきつれた皮ひ膚ふが、激しい痛みを訴うつたえる。そのやり方で誰だれか分かった。


　小学校時代からの数少ない友人──物理部の山やま田だである。


「あいたたたたた！」


　飛び起きる。


　薄うす皮かわをかぶせていたような視界が、やがてくっきりと復帰した。見下ろしていた山田の碁ご盤ばんのような面が、たちまち破顔する。


「おお、起きたか。というわけで、ちょっとあれなんとかしてくれ。お前しか止められん」


「──は？　あれって？」


（というか、僕……なんで寝てたんだっけ？）


　嫌いやな予感がした。


　儀ぎ式しき場に引き出された、生け贄にえの羊のような感覚。


　ガチガチと、機械みたいにぎこちなく、いつきの首が回る。


　その視線の延長上で、







　──金髪の妖よう魔まと。


　　　蒼氷色の瞳アイスブルー・アイの魔女が。


　　　火花を散らし、世界を極ごつ寒かんに閉とざして、対たい峙じしていた──







「あら？　ずいぶん不思議なことをおっしゃいましたわね、ホナミ」


　金髪の妖魔──アディリシア・レン・メイザースの吐と息いきは、絢けん爛らんなる業ごう火かにも似て、


「なんも変なことは言うてへん。同じ学校の怪かい談だんでも、イギリスのはアディに似て、陰いん険けんで性質タチが悪いんが多いって言うただけや」


　蒼氷色の瞳アイスブルー・アイの魔女──穂波・高たか瀬せ・アンブラーの舌ぜつ鋒ぽうは、その炎ほのおさえ切り捨てる。


　明らかに、そこだけが別世界である。


　平和な昼休みの食堂の雰ふん囲い気きなど、欠片かけらたりとも残ってはいない。空気はいや増す呪じゆ力りよくに震ふるえ、ふたりを中心に荒あれ狂くるっている。


　まさに地じ獄ごく絵え図ず。


　ほかの学生たちも、いつきを除いては遠巻きに散らばっていた。呪力や会話の内容は分からずとも、ふたりの争いは分かるのだ。すでにこの学校での対戦歴も両手の指を超こえるようになり、生徒側にも対処のノウハウができあがっていた。──触さわらぬ神に祟たたり無し。


「やはり、耳がおかしくなったようですわね。そもそも日本の学校の怪談は──花はな子こさんにせよ、動く人体模型にせよ──イギリスから輸入されたものがほとんどですわよ。その性質が悪いとおっしゃるのでしたら、日本も同様ではありませんこと？」


「輸入されたんは明治時代から大正時代やろ。百年もあれば、もう独自の文化と見なすべきや。それに、日本の怪談は、昔から納のう涼りように使うもんやもん。イギリスみたいに冬に聞くような、へなちょこなんやあらへん」


「怪談は、あたたかい暖だん炉ろのそばで聞いてこそのものでしょう！　冬の寒さと恐おそろしさを体感していてこそ、怪談に現実味が宿るものじゃありませんか！　むしろ夏に怪談こそ邪じや道どうの極きわみです！」


　ああ、そうだ。


　いつきは納なつ得とくする。


　最初は学校の怪談なんて、それなりに平へい凡ぼんな話題だったはずなのだ。悪友の山田が、怖こわがりのいつきへ嫌がらせに持ち出したものである。


　が、その怪談が、穂波とアディリシアの耳に入るや、化学変化を起こした。


　いわく、あんな怪談を怖がるとは解げせません。イギリスにはもっと詩情と恐きよう怖ふに満ちた話がありますのに。


　詩情と恐怖？　どちらかというと陰険と辛しん気きくささやと思うけれど。たいがい妖精の悪さか、亡ぼう霊れいの泣き言やんか。


　つまり──いつのまにやら、昼休みはふたりの怪談合戦へと姿を変え、その恐ろしさに、いつきはいち早く気絶したわけなのだった。


（…………）


　どんな怪談だったかと思い出しかけて、いつきは即そく座ざに思考を停止した。


　うん、きっと心臓に悪い。というか止まりかけた。


「あ、あの……穂波？……アディリシアさん？」


　精せい一いつ杯ぱいの勇気を出して、声をかけてみる。


「…………」


「…………」


　まるで、気がつきもしなかった。


　ふたりの美少女は、食堂の机を挟はさんでにらみ合ったまま、ぴくりとも動かない。


「……そういえば、前の〈夜〉では、私が譲ゆずったせいで決着が有う耶や無む耶やになってしまってましたわね。学院以来、私の三十二勝三十一敗百二十八分ですけれども」


　と、アディリシアが呟つぶやいた。


「数え間ま違ちがいやろ？　三十二勝はあたしの方や」


「でしたら、数え間違えないようにしてさしあげましょうか」


　微び笑しようとともに。


　ぎゅるり、と呪力がさらに一段ギアをあげる。もう一段あげれば、普ふ通つうの人間にも視みえそうなぐらいだ。眼帯の奥で、いつきの右目が悲鳴をあげだす。


「ちょ、ちょ、ちょっと、ふ、ふたりとも！」


　瞬しゆん間かん、ふたりの間に入ったいつきの身体からだに衝しよう撃げきが走った。


　落らく雷らいをくらったようだった。





「──いつき！」「イツキ！」





　名前を呼ばれるのを感じながら、いつきの意識は遠ざかっていった。





　　　　２




「それはまあなんというか……無む謀ぼうですねえ。いくら純じゆん粋すいな呪力でも、それだけ集中してれば、霊的な衝撃力を伴ともないますよ。まして生身の肉体は、霊エーテル体の状態にひきずられるもんですし」


「……よく分かりました」


　呆あきれた風な猫屋敷に、いつきががっくりとうなずいた。足元では、白猫ねことぶち猫──白虎と青龍が、面おも白しろそうにじゃれついている。


〈アストラル〉事務所である。


　いつきの背中には、まるで湿しつ布ぷみたいにたくさんの符ふが貼はられていた。霊エーテル体も打ち身をするということだが、まさかこんな風に符を貼るとは思わなかった。


　あの後、なんとか午後の授業だけをこなしたいつきは、ほうほうの体ていで事務所まで帰ってきたのである。


　ちなみに山田は、いつきの昏こん倒とうをふたりの殺意に負けたものと解かい釈しやくしたらしかった。こんなとき、自分の怖がりっぷりが浸しん透とうしているのが、ちょっと便利で──かなり哀かなしい。


「穂波さんも穂波さんです。一いつ般ぱん人の学校で何してるんですか」


「う……ついアディの顔見るとムキになってもうて。……反省してる」


　珍めずらしくも、穂波がしゅんとうなだれる。


「よろしくお願いします。私し闘とうで呪波汚お染せんなんか引き起こしたら、うちなんか罰ばつ金きんで即そく時じ倒産ですよ」


「と、倒産」


　いつきが目を丸くする。


「呪波汚染に関しては、〈協会〉も厳しいですからね。……で、アディリシアさんはどうなさったんですか？」


「アディは、いつきの無事だけ確かめてからまっすぐ帰ったけれど？」


「おや残念」


「？」


　疑ぎ問もん符ふを浮うかべた穂波の前に、半はん透とう明めいの少女──黒羽と、もうひとつ、別の物体がふよふよと浮かび上がったのだ。


　小こ包づつみである。


「これは？」


「ええ。アディリシアさんへの届け物みたいなんですけど。先方が〈アストラル〉の株主として認にん識しきしてるらしくて……それでこっちに届いちゃったみたいなんです。ひょっとしたら急ぎの品かもしれないので……」


　困ったように、黒羽が首をすくめる。


　まあ、確かに言いにくいだろう。


　この中で、アディリシアの住所を知っているのは、ひとりしかいないのだ。しかも、それが誰かというと……


「じゃ、じゃあ穂波から住所だけ訊きいて僕が……」


「そういうわけにいかへんやろ」


　圧力に負けて手をあげたいつきの後ろから、大きなため息が漏もれた。


　もちろん──穂波だった。


「……一いつ緒しよに行くわ。社長だけやと心配やし」








　──おおよそ一時間後。


「う、わあ……」


　穂波の横で、思わず声をあげて、いつきはその館やかたを見上げていた。


　アディリシアの自宅は、隣となり町まちの郊こう外がいにあった。見かけからして上品な建物の建ち並ぶ、いわゆる高級住宅地である。


　そんな中で、アディリシアの館は、なお美しかった。


　──〈アストラル〉事務所と同じ、西洋屋や敷しき。


　ただし、共通点はそれだけだ。


　敷地の大きさは十倍近く、外装の華か麗れいさは百倍でもきかない。


　薔ば薇らを中心に、色とりどりの花がさざめく英国式庭園。大理石の彫ちよう像ぞうや噴ふん水すいまでが設営され、太陽の光に煌きらめいている。それでいて浮うわついた空気がないのは、どこか一本の筋が通った、繊せん細さいな雰ふん囲い気きのためだろうか。


「いらっしゃいませ、穂波さま。そちらは〈アストラル〉の伊庭いつきさまでございますね」


　硬こう直ちよくしたいつきと穂波に、そう声がかけられた。


　鉄てつ柵さくの向こうで、スーツ姿の女性が一礼していたのである。


「……あ、あなたは？」


「メイド長のダフネさん。やっぱり来てたんやね」


「ご無ぶ沙さ汰たしております。私の居場所は、お嬢じよう様さまのおられるところですので。日本語だと、家令と呼んでいただく方が嬉うれしく思います」


　その日本語さえ、非の打ち所のない発音であった。唯ゆい一いつ、足りぬとすれば、年ねん齢れいだろうか。家令という古めかしい言葉に似合わず、女性の年は二十半ばぐらいにしか見えなかったのだ。


「お嬢様にご用ですね。どうぞお入りくださいませ」


　もう一度、ダフネが一礼すると、鉄の門は音もたてずに開いた。古式ゆかしい館と見えて、使うべきところには最新の設備が用いられているらしい。なんとなく、そんなところも、アディリシアの屋敷らしかった。


「……どうかなさいましたか？」


　先導しながら、ダフネがいつきに促うながした。


「あ、いや、その、あんまり広いから驚おどろいちゃって」


「本家の十分の一ぐらいですが」


　自じ慢まんというわけでもなく、ごく当たり前のことを述べる口調で、ダフネが言う。実際、そうなのだろう。


「お嬢様が日本に来られるということで、急きゆう遽きよ購こう入にゆうした屋敷です。いろいろと工く夫ふうはこらしましたが、歴史と風格がメイザース家に折り合わないのは致いたし方ありません。……ですが、いずれは時間が解決するでしょう」


「……ははあ」


　こうなると、ため息しか出てこない。


　金持ちだと知ってはいたが、まさかこれほどとは。


　やがて、庭を抜ぬけた玄げん関かん先さきに、金きん髪ぱつの少女が佇たたずんでいた。


「イツキっ？」


　アディリシアが目を見開いた。


「ど、どうしてここに？」


「いや、その……届け物で。アディリシアさんの荷物が、〈アストラルうち〉に間ま違ちがって届いてたみたいだから」


「あ、ありがとうございます」


　あわててアディリシアが頭を下げる。


　その横で、こほん、と咳せき払ばらいがおきた。


「あたしもいるんやけど」


「あ──ホナミ」


　これはなんとも渋しぶい顔で、アディリシアが振ふり返った。


　一いつ瞬しゆんだけ、視線が交こう錯さくする。


　が、今回はすぐに穂波が退ひいた。


「ええよ。あたしはいつきの付き添そいで来ただけやもん。ダフネさんとお茶でももらっとく」


「ひ、人のところのメイド長を好きに使わないでくださいません？」


　その言葉に応じる様子もなく、少女は、勝手知ったる他人の家とばかり、ダフネ・メイド長と館に消えていった。


　後に、ふたりだけが残された。


「…………」


　なんとなく、どちらも言葉を失う。


「と、とりあえず私の部屋にご案内しますわ。──いらっしゃいませ、イツキ」


　漆しつ黒こくのドレスの裾すそをつまみ、アディリシアがいつきの手を取った。このとき、かすかにアディリシアの頰ほおが染まったのだが、いつきは耳の先まで赤面──プラス動転していたので気がつかなかった。


　二階へ直接つながる螺ら旋せん階段は、やはり大理石でつくられていた。


　教室ぐらいありそうなアディリシアの部屋は、淡あわく太陽が差し込み、何かクラシックが流れていた。何か、としか識別できないのは、いつきの知っている音楽分野が非常に狭せまいせいだ。


「荷物、開けさせていただいてよろしいですか？」


「あ、うん」


　うなずくと、銀のペーパーナイフが紙を切り裂さいた。すぐに赤い表紙が露あらわになった。


　アルバムだった。


「──卒業アルバムですわね」


　と、アディリシアの唇くちびるがほころんだ。


「イギリスの、学院の？」


「ええ。向こうでは九月からが新学年ですので。結局、私は中ちゆう途と退学したので忘れていましたけれど、そろそろ届く時期でした」


　アディリシアと穂波が、ともに通っていた学院。それぐらいはいつきも、なんとはなしに聞いている。


　ぱらぱらとめくっていく写真の一枚に、いつきの目が引き寄せられた。


「それ……」


「え？」


　いまどき珍めずらしいモノクロの集合写真だった。皆みな、小学校低学年と思おぼしい年格好で、手に手に蠟ろう燭そくを持ち、背中にはフード付きのマントを羽織っている。その真ん中に──あの夢で見た──ふたりの女の子が並んでいたのである。


「それって……」


　途と端たん、アディリシアは難しい顔になった。


「ホナミと私……入信儀礼イニシエーシヨンのときのものですわ」


「入信儀礼イニシエーシヨン？」


　聞き返すと、アディリシアは気がついたように瞬まばたきした。


「そういえば……あれも一応、学校の怪かい談だんということになりますわね」


「か、怪談っ？」


　いつきが息を飲み込む。


　その少年に、悪戯いたずらっぽくアディリシアが微び笑しようした。優美な顔立ちに、どこか悪あく魔まっぽい趣おもむきが宿る。


　そして、


「──聞きたいですか？　イツキ」


　そう、柔やわらかく問いかけたのだった。





　　　　３




　──八年前の初夏のことだ。


　学院の側そばの、切り立った丘おか。


　当時八歳のアディリシア・レン・メイザースにとって、そこは特別な場所だった。


　いつも霧きりに包まれている学院の周囲で、そこだけは朝焼けを見み渡わたせる場所だったからだ。


　昔は、ドルイドの聖地だったとも言われている。


　もっとも、イギリスにおいても、ドルイドの歴史については定さだかではない。古代にいたとされるケルトの民たみの、祭さい祀しを司つかさどる魔法使い。


「ふう……ふう……」


　幼い頰につたう汗あせを拭ふき、丘の上を見上げる。


　いつもどおり、朝日の破は片へんが、頂上からはこぼれていた。淡いもやに黄金の光が反射して、虹にじの粒つぶを放縦に撒まき散らす。


「あ……」


　声が漏もれた。


　丘の上に、見覚えのある女の子が座っていたのである。


　驚おどろきよりも、その光景にアディリシアは目を見張った。


　魅み入いられた、と言ってもよい。


　イギリス人ではなく日本人でもない、雪花石膏アラバスターの横顔。


　朝あさ映ばえの光の中、ひたむきに地平線を見つめる蒼氷色の瞳アイスブルー・アイ。その懸けん命めいさと、不思議な憂うれい──たかが八歳の少女には似合わぬ組み合わせが、アディリシアの胸を打った。


（確か、名前は……）


　穂波・高瀬・アンブラーとか言ったか。


　記き憶おくにはある。学院長の肝きもいりで転校してきたというハーフの女の子だった。そのくせ、まだまともな魔法ひとつ使えない落ちこぼれということで、周囲からは完全に孤こ立りつしていた。


　それともうひとつ、アディリシアには忘れられない特とく徴ちようがあった。


「ホナミさん」


　声をかけようとしたとき、女の子が立ち上がった。アディリシアに目もくれず、丘をすたすたと降りていく。アディリシアなど存在しないと言わんばかりの黙もく殺さつぶりであった。


「な、な、なんですの──！」


　一いつ瞬しゆん、激しい怒いかりがこみあげたが、アディリシアはすぐに抑おさえた。


　そんな暇ひまなどない。


　なにしろ、明日は夏げ至しなのだ。


　一年で最も短い魔法の夜マギ・ナイトに、やっと入信儀礼イニシエーシヨンがはじまるのだから。








　アディリシア・レン・メイザースは、ソロモンの末す裔えである。


　それは、生まれながらにして、魔法使いの中の魔法使いたることを、すでに定められているということだ。


　魔法とは、そういう狂きよう気きである。


　人を食くらってその力を増していく、純じゆん粋すいなる奇き形けい種。はじまりの異形を延々と『続けて』いくために存在するもの。


　わけても、ソロモンの血は別格であった。


　三千年前、古代イスラエルを統治した、偉い大だいなる魔法使いの血だ。


　七十二の魔神は、その血に従う。通常であれば、一流の魔法使いが数人がかりでやっと使し役えきしうる魔神たちを、ソロモンの血はそれだけで喚かん起きするのだ。


　だが、それゆえに、魔神を制せい御ぎよする能力をも要求された。血の盟約によって魔神たちを縛しばるゆえに、メイザースの当主はすべて──アディリシアもまた、魔法使いになることを義務づけられていた。


　……嫌いやではなかった。


　むしろ生まれる前から目的のあることを嬉うれしくも思っていた。


　高貴なる責務ノブリス・オブリージユなどと気取らなくても、アディリシアにとって、自分を切せつ磋さする道は誇ほこらしいものだった。言ってしまえば、自らを高められるのであれば、別にどんな道でも良かったのだ。特別であり、より特別であろうとするその意志こそが、アディリシアという人間そのものであった。


　──ただ。


　ただ、どうせこなすなら、より完かん璧ぺきで、より困難な方が面おも白しろいだろう。


　子供のくせに生意気だと、そう思うやつには思わせておけばいい。結局のところ、自分の敵は自分である。有う象ぞう無象がどう思おうが、メイザースの当主が揺ゆらぐものでもない。


　だから、この学院に入る前から密ひそかな目的を持っていたのだ。


　まずは入信儀礼イニシエーシヨンから、その完璧さを披ひ露ろうしてみるのもなかなか一興じゃないか、と。








「──いまさら、入信儀礼イニシエーシヨンについて、説明する必要があるとは思えませんが──」


　翌日の夕暮れ、赤い霧きりに紛まぎれ、教師の声はひどくかぼそかった。


　広場では、数十人の新入生候補たちが、必死で耳を澄すませている。見ようによっては、幼いなりのけなげな光景ともとれるだろうが、内実は遥はるかに切実であった。


（……入信儀礼イニシエーシヨンですものね）


　アディリシアは、にんまりと目を細める。


　愉たのしくて仕方ないのである。


　入信儀礼とは、無む垢くなるものが魔ま術じゆつ結社に入る際の、一連の儀ぎ式しきのことだ。この儀式が終わると、はじめて学院の正式な新入生と認められる。いわば魔法使いとしての、生き残りを賭かけたテストといっていい。


　儀式の形態は、さまざまである。


　たとえば、神の名のもとに身を捧ささげる洗礼。たとえば、自らの霊れい力りよくを示すため、熱湯の中の小石を素す手でで取る盟神探湯くがたち。国により、時期により、数えきれぬほどの多た岐きにパターンが分かれている。


　この学院の場合は……


（旧校舎での……肝試しでしたわね）


　横目で、森を見つめた。


　鬱うつ蒼そうと茂しげった、暗い森。


　ヨーロッパの内でも、特に古く濃こい霊気をまとわりつかせる森のただ中に、旧校舎は築かれていたのである。


　人によっては、その佇たたずまいを見ただけで腰こしを抜ぬかすだろう。呪じゆ力りよくに敏びん感かんなほど、後こう遺い症しようも強いはずだ。


　入信儀礼イニシエーシヨンでは、この旧校舎に一時的な呪波汚お染せんをつくりだす。その中で一晩耐たえ抜くことが新入生候補たちに与あたえられた試練だった。


（……大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。絶対大丈夫だから）


　一呼吸して、幼いアディリシアは、まるまっちい手で胸の五ご芒ぼう星せいを押さえた。


　自分ならいける。


　後は、教師の合図を待つだけだ。そうすれば、完全・完璧にことを為なしてみせましょう。


「──ただし、今回の入信儀礼イニシエーシヨンには、特別な規定を設けます」


　いきなり、その教師が妙みようなことを言い出した。


「…………え？」


「旧校舎への移動、内部での行動はすべてふたり一組で行います。片方が一晩耐えられなければ、両者失格です。相手は聖別された籤くじによって決定されますので、名前を呼んだ方から前に出てください」


「────！」


　予想外だった。


　その動どう揺ようは、籤を見たとき、幾いく層倍にも増ぞう幅ふくした。





　──穂波・高瀬・アンブラー。





　彼女のひいた籤には、あの落ちこぼれの名前が書かれていたのだった。





　　　　＊





「──えええええええっ！」


　いつきは、思わず叫さけんでいた。


「あの穂波が、落第生だったって!?」


　かなりの大声ではあったが、アディリシアは平然たるものである。ヌワラエリアの紅茶を一口飲み、優ゆう雅がにうなずいてみせる。


「ええ。あの頃ころはろくな魔法も使えない立派な落ちこぼれでしたわ。おまけにあの子、会ったときから失礼千せん万ばんでしたし」


（…………）


　だけど、いつきはかすかな違い和わ感かんを覚えてもいた。


　単に魔法だけじゃなく、どこか、話の中の穂波は今と違ちがうような気がしたのである。言葉にできるほどの違和感ではないのだけれど、何かがひっかかっていた。


　なぜだか、それはとても大事なことのような……そんな気がしたのである。


「それで、あの、続きは……」


　つっかえながら、話の続きをいつきは促うながした。
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　長い廊ろう下かだった。


　すでに夕日は最後の一いつ片ぺんまで落ちて、旧校舎の内部を照らすのは、おのおのの生徒が持つ蠟ろう燭そくだけだ。


　だけど、揺ゆらめく朧おぼろな光の中、その廊下に立つ影かげはありえないほどに歪いびつだった。


「──私の首を知らないか？」


　首無しの貴族が、そう訊きいたのだ。


　首が無いのにどうやって喋しやべっているのかは分からない。もとより怪かい談だんなんてそういうものだ。ある貴族が薔ば薇ら戦争で首をもがれた。戦争が終わり、処しよ刑けい場の上に学校ができた今でも、貴族は自分の首を捜さがし、夜な夜な廊下をさまよっているという、英国の各地でよく聞くお話。


　アディリシアは、ひりつく喉のどをこらえながら、口を開く。


「し、知りませんわ。そんなの」


「知らない？」


　貴族の亡ぼう霊れいが、殺気を増した。


　厳密には、亡霊ですらない。呪波汚染が形作った想念の影だ。


　だけど、この一晩に限り、怪談は実像を結ぶ。入信儀礼イニシエーシヨン用につくりだされた呪波汚染は、学校の怪談さえも再現する。


　いわく、首を知らないと言われたら、貴族の亡霊は相手の首を刎はねにくると。


「なら、お前の首を寄こせ！」


　ぞんっ！


　貴族の持つサーベルが、風を巻いて、アディリシアの首筋へ流れた。


　瞬しゆん間かん、


「──フォルネウス！」


　待機していた霊エーテル体のギンザメフオルネウスが、たちまち実体化マテリアライズして、そのサーベルを嚙かみちぎったのである。


　形を失った亡霊が、呪じゆ力りよくを失って拡散する。


　完全に消え去った後、なるだけ強気に胸を張って、アディリシアは鼻を鳴らした。


「ふんっ」


　密ひそかに震ふるえる膝ひざをスカートで隠かくし、フォルネウスの頭を撫なでる。


　当時のアディリシアにとって、唯ゆい一いつ満足に扱あつかえる魔ま神じんがこのフォルネウスだった。


　戦せん闘とう用の魔神ではないが、あの程度の相手には十分だ。もとより、七十二の魔神という霊格だけで、たいていの魔物は圧あつ倒とうできてしまうのである。


「……どうして、わざわざ呪波汚お染せんを潰つぶしにいくの？　試験は一晩耐たえるだけでしょ？」


　たどたどしい英語が、背後からかかった。


　無論、穂波であった。


「そんなの決まってますわ。私の優ゆう秀しゆう性を証明するためです」


「優秀性？」


　穂波が訊き返す。


　何を考えているのか、ぶかぶかのとんがり帽ぼう子しに隠されて、表情までは見えない。


「ええ。それにはこの入信儀礼イニシエーシヨンが一番でしょう。一晩耐えるだけなんてまっぴらです！　私は、ここの核かくをたたきつぶします。そうすれば、完かん璧ぺきに証明できますもの」


「何のために？」


「もちろん、自分のためですわ！」


　堂々と、アディリシアは言い放った。


　すると、なぜだか意外そうに、穂波の顔が持ち上がった。


「な、なんですのっ？」


　とんがり帽子の下の、蒼氷色の瞳アイスブルー・アイに映されて、アディリシアは大いに動転した。


　どうも、この瞳は苦手であった。落ち着かないというか何というか、自分の底まで見み透すかされているような気がする。


「……ううん。なんでもない」


　と、穂波はかぶりを振ふった。


　ただ、ずっと身体からだを覆おおっていたきつい何かが、和やわらいだような気はした。


　だから、だろうか。


　ふと、抱かかえていた疑問を訊く気になったのは。


「あ、あなたこそ、ケルト魔術にこだわってるのはどうしてですの？」


　それは、アディリシアの気にしていたもうひとつの特とく徴ちようだった。


　この女の子が、学院の中でも孤こ立りつしている理由。ケルト魔術と呼ばれる──いまや途と絶だえた魔術を、穂波は志しているのである。


　穂波の知識量について、アディリシアは甘く見ていない。


　少なくとも、この学院の平均よりは上だと思っている。まだ英会話も完全じゃないのに、学院の授業についてきているのが、何よりの証しよう拠こだった。


　だけど、それなら、なおさらおかしい。


　ほかの魔術を志していたら、すでにそれなりの腕うでになっていただろう。それが分からないほど、間ま抜ぬけでもないはずだった。


「…………」


　すると、急にまた穂波はだんまりになった。こうなると、てこでも動くまい。


　アディリシアも、諦あきらめてそっぽを向いた。


「まあ、いいですけど。この程度でしたら、私ひとりでも十分です。あなたは逃にげずに見学してくだされば、文句はありません」


　ややも拗すねた口調で、そう呟つぶやいたのだった。








　夏げ至しの夜は騒そう々ぞうしく過ぎていく。


　その間に、アディリシアたちは、三つの怪かい談だんに遭そう遇ぐうしていた。自分たちを追ってくる血染めの手。にちゃにちゃと廊ろう下かを這はいずる内臓の標本。次し第だい次第に数を増やし、取り囲んでくる人魂ウイル・オー・ウイスプ。


　どれも、イギリスの怪談では典型的なものだ。


　ある意味馬ば鹿か馬鹿しく、しかし命がかかっているとなれば物騒極きわまりない。実際、ほかの生徒たちの気配はずいぶんと減っていた。それでいて、直接出会うことがないのは、呪波汚染にまみれた霧きりのためだろうか。


　やがて、アディリシアはにんまりと笑えみを浮うかべた。


「……あそこ、ですわね」


　遊泳していたフォルネウスが、中空でくるくると回る。


　旧校舎の中庭。


　その中央で、いかにもいわくありげに打ち捨てられた墓地に、アディリシアの目が細まる。


「ホナミも見えます？」


「うん。墓の表面に……ルーンが刻んである。普ふ通つうに使う共通フサルクじゃなくて、もっと古いオーディンの死者のルーン。それからヘブライ文字で月を刻んで、わざと呪力を反発させあってる」


「あら」


　やはり、知識はたいしたものだ。自分にもそこまでは見み抜ぬけなかった。ルーン文字自体はともかく、より特とく殊しゆなオーディンのルーンとなると、大人の専門家でも分かるかどうか。


「つまり、死の象しよう徴ちようの月と、死者の象徴であるルーンと墓とを掛かけ合わせて、一時的に呪力を過か剰じよう供給してますのね。片方が月である以上、朝日とともに効力も終しゆう了りようしますわ。なかなかいい手ですわ」


　すっと胸の五ご芒ぼう星せいを握にぎる。心臓がどくんどくんと高鳴っている。


「……どうするの？」


「無論、壊こわしますわよ。呪じゆ力りよくの元を断たたれれば、呪波汚お染せんは終わるでしょう？」


「やめたほうがいい」


　真しん摯しな声だった。


　これまでと違ちがい、心底から言っているのだと、理解できた。


　だから、従う気になれなかった。


「黙だまりなさい！　フォルネウス、あの墓を壊して！」


　命令一下、巨きよ大だいなギンザメが夜空に跳はねる。


　美しい放物線を描えがいて、墓に激げき突とつした。


　そして。


　世界が──壊れた。
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　赤かった。世界は。


　黒かった。世界は。





　どちらも、死の色だ。世界はその二色に塗ぬりつぶされ、蹂じゆう躙りんされ、陵りよう辱じよくされ、破は壊かいされていた。


　だから、目の前にあるのは、すべて死。


　さっきまで生きていた学生たちが、動物が、花々が、森の生き物が──すべて死んでいる。血の臭においもなく、内臓もひりださず、ただただただただ死んでいる──


　人の死ではなく、動物の死ではなく、植物の死ではなく、生き物の死ではなく、もっと純じゆん粋すいなる──純潔なる『死』。





　私は、知らない。


　──首を横に振ふる。


　こんな『死』は、知らない。


　──首を横に振る。


　こんな『死』を、私が犯おかしたはずがない──！


　──首を横に振る。


　逃にげよう、逃げよう、逃げよう、逃げよう、逃げよう、逃げよう、逃げよう逃げよう逃げよう逃げよう逃げよう逃げよ逃げ逃げ逃げ逃げ逃げ逃げ逃逃逃逃逃逃逃逃逃逃逃逃逃逃逃逃逃逃逃逃逃逃逃逃逃逃逃逃逃逃逃逃逃逃逃逃──





　その、瞬しゆん間かんだった。





　どこかで、もうひとつ、声が聞こえた。


「嫌いやや──！」


　と、それは叫さけんでいた。


　言葉ではない。脳のう裏りに直接響ひびく。いや、脳裏を直接ぶっ叩たたく。


「あたしはもう、見たない──！　いっちゃんの死ぬとこなんて見たない──！　そやから、あたしは──」


　あまりに、強きよう烈れつな絶ぜつ叫きよう。


「──あたしは──になるって決めたんや──！」


　その声に引きずられて。


　アディリシアは、『死』の底から浮ふ上じようしていった。
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　何かが、頰ほおで弾はじけた。


「──え？」


　目が覚めると、中庭であった。


　冷たい土に体温が吸われている。どれぐらい寝ねていたのか、よく分からなかった。


　すぐ隣となりで、穂波がくずおれていた。


　膝ひざを折って、体中の力を失ったように脱だつ力りよくしている。だけど、意識はあるようだった。ぼろぼろとこぼれる涙なみだの破は片へんが、アディリシアの頰にも当たったのだった。


「ホ、ホナミ……」


　呼びかけて、言葉は口中にとどまった。


　世界は、死んでいた。


　窓ガラスを透すかして、学生たちが倒たおれていた。いや、きっとここだけじゃない。内部には、きっともっと多くの人間が倒れているに違いない。


「大だい丈じよう夫ぶ。死んでない」


　と、声があがった。


「──ホナミ？」


「分かる。あたし、もっとひどいの、見たことあるから。嫌なのに、思い出した」


　簡潔な言葉に、アディリシアは目を剝むいた。


（──これより、ひどい……）


　想像もつかなかった。魔ま法ほう使つかいとは『死』に近い存在だ。ずっと馴な染じんでいたはずなのに、まるで初めて聞く言葉のようだった。


「私は……今のは……」


「アディリシアが墓を壊こわして、魔法が半はん端ぱに壊れた。死者のルーンだけが壊れて、月が象しよう徴ちようしてる『死』だけがふくれあがった」


　穂波が説明する。


　なんとか、その意味は分かる。


　つまり、自分のせいということだ。止められたのに、意地になって我がを通して、その結果まわりまでも巻き込んだ。


（なんて……情けない……）


　きゅん、と喉のどの奥が熱くなる。


　泣きそうになるのを、必死でこらえた。


　泣けば、きっと八歳の子供に戻もどってしまう。


　戻ってしまえば、きっともう何もできなくなる。責任も何も、取ることができなくなる。そんなことできるはずがなかった。


「もう一度すればいい。同じこと」


　穂波が、ぐっと目め尻じりをこすって言った。


「同じことっ？　あなた、さっきの見たでしょう。私の魔神では、あのヘブライ文字が壊せなかったから、こうなったんですのよ。それに……」


　フォルネウスが分解してしまっているのを、アディリシアは察知していた。


　基本的に、魔神は不死である。


　だが、こうして分解してしまえば、再構成には長い時間がかかる。呪じゆ力りよくが豊富なら早くはなるが、とても一晩で直るものではなかった。


「できる」


　と、穂波がはっきり言った。


「それとも、アディじゃ無理？」


　ぐっと、アディリシアは言葉に詰つまる。


「あたしは、アディの手伝いがあればできる。でも、アディはできない人？」


　片言の英語だけに、かえって腹が立った。到とう底てい我が慢まんできるものではなかった。


「か、勝手に人を愛あい称しようで呼ばないでくださいませ！　案があるというなら、それぐらいは聞いてさしあげます！」


　結局、まんまと、挑ちよう発はつに乗ってしまった。


（ああ、憎にくたらしい！）


　何が腹立たしいって、結局、穂波に踊おどらされてるってことだ。


　涙はもうこみあげてこない。笑いかけてた膝は元通りだ。これが穂波の意図でないと思えるほど、アディリシアは愚おろかではなかった。


　これまでの穂波からは考えられない、狡こう猾かつで効果的なやり方だった。


　しかも、こっちの方が本物だろうと、力強い蒼氷色の瞳アイスブルー・アイから感じ取れてしまったのだ。一体これまで、どれほど厳重に猫ねこをかぶっていたというのだろう。


（ううん……）


　即そく座ざに、アディリシアは自分の考えを否定する。


　──それも違ちがう。


　勘かんだけれども、それは多分違う。


　今の穂波こそが本来の彼女だとは思う。だけど、これまでの彼女だって偽にせ物ものってわけじゃない。ただ、こういう場合でもなければ、元に戻れないような何かが、彼女の過去にあったのだ。


　多分それは、今と同じような──おそらくは今よりも、ずっとひどい状じよう況きよう。


　自分なら、考えたくもない事件。


「…………ふう」


　五ご芒ぼう星せいを握にぎり、深呼吸した。


「で、どうすればいいんですの？」


「方法は、とても単純」


　穂波がひとつうなずく。


「呪力を撒まき散らしてほしい」


「なっ……」


　アディリシアは、呻うめきを漏もらした。


「形になってない呪力を撒き散らしてどうしますの！　ホナミは呪波汚お染せんを悪化させたいんですか?!」


「かまわない。とにかく、大量に撒き散らしてほしい。アディぐらいの魔力強度じゃないと意味がない」


「…………」


　言葉もない。


　あれだけけなした後、あっさりともちあげてくる。


　絶対、こいつは首領向きだと、アディリシアは思う。いずれ〈ゲーティア〉を統すべるときにそなえて、今後の学院生活では存分に学ばせてもらおう。


「分かりましたわ。絶対、遠えん慮りよしませんからね」


　そっぽを向く。


　合図はなかった。


　身み振ぶり手振りも必要なかった。


　ただ、穂波の眼まな差ざしだけで、アディリシアは動いた。


「──I do strongly command thee, by Beralanensis, Baldachiensis, Paumachia, and Apologle Sedes; by the most Powerful Princes, Genii, Lichide, and Ministers of the Tartarean Abode; and by the Chief Prince of the Seat of Apologia in the Ninth Legion──」


　ソロモン王の魔ま術じゆつ──喚かん起き呪文。


　だが、アディリシアに今喚起できる魔神はいない。無理すればできるかもしれないが、求められたのはそれではない。


「O THOU wicked and disobedient spirit N, because thou hast rebelled, and hast not obeyed nor regarded; they being all glorious and incomprehensible……」


　どっと、呪力が巻きあがる。


　黄金色に輝かがやく、アディリシアだけの呪力だ。魔法円も喚起する魔神もなく、その呪力は中庭を荒あれ狂くるう。いずれは呪波汚染に干かん渉しようされ、呑のみ込まれるだろう。


（どうしますの──?!）


　横目を使い、アディリシアは息を飲み込んだ。








「我は願うハイル」


　言葉スペルは、ささやかだった。


「我は願うハイル」


　中庭の雑草が揺ゆれ動いた。


「森よ、森よ、森よ、森よ──」


　ざわ、と校舎の向こうで、梢こずえが震ふるえた。


　風ではない。頰ほおにあたる風は、遠慮深い微び風ふうばかりだ。なのに、旧校舎の外の小さな森は、嵐あらしのごとくにざわざわと梢をうごめかせていた。


　その内側から、豊ほう潤じゆんな呪じゆ力りよくが溢あふれ出す。


「樹よ、葉よ、枝よ、幹よ──我が声に応こたえうる、あらゆる緑の大地の子よ」


（その、魔法は──）


　アディリシアは知っている。


　それは、世界を変容させる魔法だ。


　今行われようとしているのは、その魔法の基本中の基本。


　世界に訴うつたえかけ、世界から呪力を受けるという魔術特性。


　アディリシアが巻き起こした呪力も循じゆん環かんし、アディリシアという個別の色をなくして──穂波の内へと吸い込まれていく。


　すなわち。


　樫の木の賢者ドル＝ウイドの、ケルト魔術──！





　後になって、アディリシアは思い出す。


　結局、彼女が穂波に脅きよう威いを覚えたその理由。


　それは、途と絶だえたとされたケルト魔術を、膨ぼう大だいなフィールドワークの末に編へん纂さんしなおしたことではない。


　通常なら二十年かかるといわれる詩句や歌の暗記を、わずか二年で為なしたことでもない。


　その──一いち途ずなまでの集中力。


　世界に同化できてしまうほどの、純じゆん粋すいな願い。


　それこそが、ケルト魔術の魔術特性──〈霊樹の末裔（Descendant of Taliesin）〉。





「月の光のもと、力の円えん錐すいのもと、我は乞こう！　地にも天にもあらざる宿り木の矢をもて、すなわち南西の死を穿うがて！」


　最後の詠えい唱しようとともに、穂波の手が走った。





　一筋の、ヤドリギの矢が、墓石に向かって打ち出された──
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「……そ、それで、一体どうなったんですか?!」


　椅い子すから腰こしを浮うかし、いつきが大きく身を乗り出す。


　が、アディリシアはすげなくかぶりを振った。


「残念。時間切れですわ」


「えっ?!」


「──なんか楽しそうに話してたみたいやけど」


　いつのまにか、部屋の扉とびらが開いていたのである。


　その向こう側では、栗くり色いろの髪かみの少女が、つつましく首を傾かしげていたのだ。


「穂波」


「遅おそいから、迎むかえに来たんやけど。迷めい惑わくやったみたいやね」


　つんと澄すました顔で、穂波が唇くちびるをとがらす。


「あ、いや、その、そういうわけじゃないんだけど」


「別にかまわへんよ。でも、今日の授業を減らすつもりはないから。マクロ経済学基き礎そ理論から比ひ較かく経済システム論、アフリカ呪じゆ術じゆつの興こう廃はいと心しん霊れい術じゆつとの関連をテストにするつもりなんやけど？」


　途と端たん、いつきの血相が変わった。


「わ、分かりました！　すぐ帰ります！　今用意するから！──あ、アディリシアさん、また今度！」


　一礼して、すごい勢いで飛び出していく。


　その後を追おうとした穂波に、声がかかった。


「……ホナミ。ひとつ訊きいていいですか？」


「ん？」


「あなたが──になるって決めた理由というのは……やはり、そうですの？」


「教えたげへん」


　穂波は、すこしはにかんで答えた。


　それが、十分な回答であった。


　ふたりが館やかたを出た後、アディリシアはそっといつきの座っていた椅子に触ふれた。


「──本当、忙いそがしい人ですわね」


　日本に来てからというもの、時間が何倍も早く動いている気がする。あまりに騒そう々ぞうしく、けたたましく、楽しい時間。


　いや、きっとそれはもっと昔からだ。


「ええ、そうですわ」


　アディリシアは、椅子に深々と身を埋うずめ、瞼まぶたを閉じる。


　いつだって思い出せる。


　瞼に焼きついている。


　ヤドリギの矢が、呪波汚お染せんの核かくを貫つらぬいた瞬しゆん間かん。


　それは、自分だけを敵としていた少女アデイリシアが、はじめて自分以外の目標を見つけた瞬間。





　だから──誓ちかったのだ。





　アディリシア・レン・メイザースは、穂波・高瀬・アンブラーの宿敵友であろうと。





　　　　８




「どうしたの穂波？」


　急に振り返った少女へ、いつきが訊いた。


　すでに、世界は夕ゆう映ばえの色に染まっている。


　しばらく、穂波も赤く色づいたまま、アディリシアの館やかたを見つめていたが──やがて、セミショートの髪を軽く振った。


「なんでもあらへん。ちょっと昔のこと思い出しただけ」


　さっさと、先を歩いていく。


　それから、くるりと振り返って、蒼氷色の瞳アイスブルー・アイを凍こおらせる。


「ね、社長」


「は、はい？」


「余計なこと聞いたやろ。イギリスの学院で、あたしが最初落ちこぼれやったとか」


「あ、え、あの、それは」


　いつきの顔が、なんとも情けない百面相に変わる。


　その一人芝しば居いへ可か憐れんに微笑ほほえみ、少女はこう述べたのである。


「うん。人間やればできるってことやからね。社長もそれがよく分かったやろ。というわけで、明日からはもう少しテキストを増やしてみよか？」


　そんなわけで、


「え、え、え──────────────────っ！」


　いつきの悲鳴が、遠く遠く、美しい夕暮れにこだましたのであった。





　　　　＊





　気持ちよく鬱うつ憤ぷんを晴らしながら、穂波はあることを回想していた。


　八年前のことである。





「──結局、それがあなたの地ですのね？」


　すべてが終わった後、アディリシアはそう訊いた。


　ひどく不満そうな顔だった。無理もないかもしれない。魔ま術じゆつよりも何よりも、まず誇ほこり高さから生まれたような少女である。


　穂波も、そういう少女が嫌きらいではなかった。


「そういうわけじゃない。ただ、言う機会がなかっただけ」


「…………」


　少し黙だまった後、アディリシアはいきなりこう告げた。


「これから、日本語、私に教えなさい！」


「…………はい？」


「人に合わせてもらうのは、私の好みじゃありませんの！　あなたのたどたどしい英語よりは、私が日本語を覚えた方が、よほど早くて効率的です」


　ふんっとちっちゃい腕うでを組んで、鼻を鳴らす。


「だいたい、不ふ遜そんもいいところですわ。この私をさしおいて、あんなことを目標にするなんて！」


「あ」


　穂波の唇くちびるが、綺き麗れいにＯの字になる。


「……聞こえた？」


「ええ、聞こえましたとも。呪波汚染のせいで、思考がリンクしたんでしょうね。日本語の訛なまりまではっきりと分かりましたわ。だから、黙っていられません。それは、私の方の目的ですもの」


　これ以上なく不満を露あらわにして。


　だけど、確かに嬉うれしそうに微笑んで。


　アディリシアは、穂波にこう言ったのだ。





「──一番の魔法使いになる、なんてね」





　それは、ふたりの天才が互たがいを認にん識しきしたとき。


　それは、自分だけの目標しか持っていなかった女の子穂波が、はじめてそれ以外の人に心を奪うばわれた瞬しゆん間かん。





　だから──誓ちかったのだ。





　穂波・高瀬・アンブラーは、アディリシア・レン・メイザースの友ライバルであろうと。
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　アディリシアの〈ゲーティア〉出張日誌１





　いろいろと言いたいことはあるのですが……どうして私が〈アストラル〉の業務日誌を書かなければなりませんの？


　いえまあ、大株主になったんだからとか、ホナミに言われたときは納なつ得とくしました。


　でも、今回はそもそも事件でも依い頼らいでもないでしょう。


　……社長が倒たおれたし、社員の行状を知るのも業務の内ですって？


　仕方ないですわね。私の気分次し第だいで良ければ、少しだけ書かせていただきます。


　アディリシア・レン・メイザースです。題名がおかしい？　いいえ、いずれ〈アストラル〉はイツキごと〈ゲーティア〉に併へい合ごうされるんですから、これでいいのですわ。





　さて、業務連れん絡らくですわね。


　卒業アルバムについては、確かにうちで引き取らせていただきました。なんというか、見ていると、微び妙みように腹のたってくる御ご仁じんもいるのですけれど。


　とりわけ、入信儀礼イニシエーシヨンですわね。


　あのことは……今に至いたるまで、貴重な経験とさせていただいています。私でも軽はずみに行動すれば失敗する。当たり前のことではありますが、体験するとしないでは大違ちがいですもの。


　ただ、あの後〈協会〉で聞いたところですと、入信儀礼イニシエーシヨンを途と中ちゆうで終わらせてしまったのは、私たちが最初で最後だそうです。これは、ちょっとばかり──ええ、ほんの少しですけれども爽そう快かいだったかもしれませんわね。


　他人と協力するなんて……私にとっては、あれが初めてだったのですから。





　まずは、これまで。


〈ゲーティア〉の管理もありますので、日本には一年の三分の一ぐらいしかおりませんが、よろしくお願いいたします。




Adilisiaアデイリシア＝lennレン＝Mathersメイザース







ＰＳ、クロハさん、あの水着は知人の会社につくらせたオーダーメイドです。気に入られたなら、あなたに合うデザイン案をつくるよう、申し送っておきますわ。あなたの場合、デザイン案だけで大だい丈じよう夫ぶですわね？










魔法使いと星祭り・前編




　　　　１




　風の強い、夜の山だった。





　凄すさまじい勢いで雲が流れ、飛ばされていく。木の葉が散り、時に枝ごともがれ、地面に突つき刺ささる。獣けものたちも、このような夜は巣に閉じこもって動かない。


　星だけが、美しい。


　ちぎれた雲の合間で、星と月だけが変わらず輝かがやいている。


　大地を、山を慰い撫ぶするように、遥はるかな高みから見下ろしている。


　そんな山の頂上近くに──ぽっかりと開けた円形の空間があった。


　鬱うつ蒼そうと茂しげる森のただ中で、神様の間ま違ちがいみたいに、そこだけが地じ肌はだをさらしている。おそらくは落らく雷らいか何かで樹木が薙なぎ倒たおされた後なのだろうが、あまりに丸く切り取られているので、不思議な神性を感じずにはいられない場所でもあった。


　──そして今。


　その空間が、鮮あざやかな真しん紅くに染まっていた。


　炎ほのおである。


　かがり火だった。


　空間の中央で、かがり火が踊おどっているのである。


　強風に煽あおられ、薪まきで組まれた井い桁げたの中を、狭せま苦くるしいとばかりに暴れている。


　おびただしいほどの火の粉を、ばっ、ばっ、と夜気に撒まき散らす。その度たび、爆はぜる音が風音に混じり、咆ほう吼こうのような音へと変わる。


　さらに、そのかがり火を取り囲むようにして、おびただしい蠟ろう燭そくや御お神み酒きが幾き何か学がく的に配置されていた。ごおごおと吹ふく風の中で、それらの蠟燭たちは傾かしぎながら、かろうじてか細い火を保ちつづけていた。


　あたかも、火の曼まん荼だ羅ら。


　真紅に燃え立ち、風にむせび泣き、星まで届けと祈き願がんされる炎の柱。


　──いや。


　実際、その炎は星まで届こうとしているのだ。より厳密には、星まで届くという見立てのもとで、儀ぎ式しきが行われているのである。


　星を、鎮しずめるための儀式。


（……す、ごい）


　伊庭いつきは、右目の眼帯を押さえ、息を飲む。


　その目には視みえている。


　燃えているのは、炎だけではなかった。


　呪じゆ力りよくもまた、その炎にくべられ、天空へと長い手を伸のばしている。山中から呪力が集められて、この儀式に供給されているのである。


　言うなれば、山ひとつが儀式の場となったかのような感覚。


（これ……が、星祭り……）


　思わず、たたらを踏ふむ。


　バランスを崩くずしかけたところで、そっとスーツの袖そでを摑つかまれた。


「お兄ちゃん社長、大だい丈じよう夫ぶ？」


　袖をつかんだみかんが、心配そうに少年を見上げている。ふたつに分けられた髪かみと、白く赤く清められた巫み女こ装しよう束ぞく。大きな黒い瞳ひとみには炎の照り返しが揺ゆれ、その中には少年のおののく顔も映っていた。


「あ……あ、うん。ありがと、みかんちゃん」


　こくこくとうなずいて、少年は胸むな元もとのネクタイを締しめ直した。そうしないと、立っていられない気分だったのである。


　ひとつ、深呼吸。


　呪力が濃のう密みつすぎて、いくら吸っても落ち着かない。


　それでも吸って、懸けん命めいに冷や汗あせを拭ふく。右目の痛みは取れないが、これはどうしようもなかった。


「……大丈夫、だよね？」


　もう一度みかんが、きゅっと裾すそを摑んで言った。


　ただし、今度はいつきについての言葉ではなかった。


　かがり火の前で、一心に祈念し続ける術者への言葉である。そしてもうひとつ、術者の四方を正しく東西南北に囲む四匹の猫ねこへの言葉である。


「……にあ」


「にゃあ」


「うにゃ」


「にい～あ」


　四匹の猫が鳴く。


　主人を鼓こ舞ぶするように、四つの尻尾しつぽが持ち上がる。かがり火が風に煽られ、猫と尻尾の影かげが大きく揺れる。


　その中心で、扇せん子すがゆらりと回った。


「ひとつがふたつ、ふたつがよっつ、よっつがやっつ、やっつがじゅうろく──」


　静かな、しかし強風にも負けぬ、厳おごそかな声。


「太極より両りよう儀ぎ生じ、両儀より四象に至り、四象は八はつ卦けへと変わり、八卦は六十四卦の大成卦となす。されど、我はその爻こうを押し開き、三百八十四の爻を結ばん──」


　呪力が、一定の規則とともに動き出す。


　扇子と声に導かれるようにして、ぐるぐると世界を回り出す。


「…………」


　いつきは、苦く悶もんを喉のどで押し殺した。


　右目を押さえながら、必死に術者を見る。


　炎ほのおの真しん紅くに染まった銀ぎん髪ぱつ。


　固く細く閉とざされた、切れ長の目。


　まるで舞まうように扇子を操あやつる、羽織を纏まとったしなやかな手。


　いつきの知る青年とは別人のようでありながら──しかし間ま違ちがいなく、術者はかの青年だった。





　それは──猫屋敷蓮れんであった。





　　　　２




　時間は、数日前の昼過ぎにさかのぼる。


　ビルとビルの間にぽつんと建てられた〈アストラル〉事務所を、ある人物が訪おとずれたときのことである。








「……はわ～」


　窓からの穏おだやかな陽ひ差ざしを受けて、いつきは社長席に突つっ伏ぷしていた。


　ちなみに、社長席であって社長室ではない。事務所にいつき個人の部屋をとるほどの余よ裕ゆうがないためだ。無論、社長のサボリやミスを見張る意味も大きく、この席に着く以上、いつきは常に緊きん張ちようを強しいられているのであった。


　が、今日ばかりは、どうも様子が違った。


「……………………ほへぇ～」


　突っ伏したいつきの──やや年ねん齢れいより幼い横顔も、実にゆるゆるとたるみきっている。至福の表情といってよい。


　よく見れば、いつも積み上がっているテキストもなかった。


　経済学・経営学からブードゥー魔ま術じゆつと仙術の関連・融ゆう合ごう理論まで、複雑怪かい奇きに組み合わさっていた書類や魔術書が一いつ切さい合切姿を消していたのである。


　無論、理由はある。


　つまるところは、秘書兼教師役の穂波が出張中なのだ。なんでも恩義ある魔法使いから頼たのまれごとをされたそうで、一週間ほどは戻もどれないらしい。アディリシアも、イギリス本部で〈ゲーティア〉の管理があるらしく、ここ数日は顔を見せていない。しかも、祝日を挟はさんだ連休なのだ。


　というわけで。


　いつきにとっては実に久し振ぶりの休きゆう暇かが、ついに訪れていたのであった。


「し、幸せ……」


　嚙かみしめながら、いつきが社長席をほおずりする。


　今日はこのまま帰ろう。帰ったら、どうしようか。山田あたりに声をかけて一晩中ゲーム大会でもいい。いや、ひとりでポテチを食べながらひたすらマンガを読みまくるというのも捨てがたい。いやいや待ていつき、ここは今までできなかった徹てつ夜やカラオケを決行というのはどうだろうか。


　数々の妄もう想そうを、頭の中で繰くり広げる。


　ひどく切ないものばかりな気もするが、そこは仕方あるまい。なにしろまともな休日というのは数ヶ月ぶりである。ここで鬱うつ憤ぷんを晴らさず、いつ晴らすというのだろう。


（…………）


　陶とう然ぜんとした瞳ひとみで、休暇の過ごし方を考えていると。


　突とつ然ぜん、その机に、どん、と大量の書類が積み上がったのである。


「ふえっ！」


　思わず、いつきは飛び上がった。


「く、黒羽さんっ？」


　事務所の天てん井じよう近くを見上げる。


　そこで、浮ふ遊ゆうする半はん透とう明めいの少女が、すまなそうに頭を下げていた。長い黒くろ髪かみが、反射した陽差しにさらさらとさざめいている。


「ご、ごめんなさい！　実は穂波さんから、社長がさぼらないようにお目付役を請うけ負っちゃったんです。そのテストを全部合格点取るまでは家に帰すなって」


「請け負ってたのだ～」


　ぶんぶんと、いつのまにか隣となりに来ていたみかんまで、腕うでを振ふり回す。いたずらっ子な顔を丸出しにして、いしししと笑う姿はまさしく第二の穂波である。


　たちまち、いつきの顔はひきつった。


「いやその待って！　あの……たまには休んでもいいとか思いませんか!?　ほら、テストは明日だって受けられるし……」


「その、ごめんなさい……それ、一日分なんです。穂波さんからは一週間分預かってます」


　黒羽の指が机の書類を指さす。


　おそるおそる、いつきが自分の机を見直した。


　腰こしから胸むな元もとまで、おおよそ拳こぶしふたつ分ほどの用紙が重なっている。間に実験用の機材もあるものの、どう考えても一日分のテストとは思えない。


　一週間ということは、この七倍である。


「むむむむ無理ぃ！　死ぬから！　絶対死ぬから！」


「だ、大だい丈じよう夫ぶです！　あたしも付き合いますから！　テスト、あたしの分も貰もらってますし！」


　ぐっと胸前で拳を握にぎって、一いつ生しよう懸けん命めいに黒羽が訴うつたえる。


　その懸命さは嬉うれしいが、到とう底ていついていける量ではなかった。


　すでに及および腰ごしになっているいつきは、助けを求めて首を左右に振る。しかし、側そばにいるのは「絶対お兄ちゃん社長にやってもらうからねー。安心してねー」とテスト用紙へ楽しそうに話しかけているみかんばかりである。


　──そのときだった。





　玄げん関かんの、チャイムが鳴った。





「……ほえ？」


「あ、すぐに出なきゃ！　新聞の勧かん誘ゆうなら断らないといけないし！」


　みかんが振り返った隙すきに、逃にげるようにしていつきが席を立った。


　そそくさと荷物を手に取り、早足で玄関へと向かう。


　その足元を、黒いものが阻はばんだ。


「うわっ」


「……にあ」


　玄げん武ぶであった。


　いつも眠ねむそうに瞼まぶたを閉じている黒くろ猫ねこなのだが、いつのまにやらその玄武が、どっしりと玄関前に居座っていたのである。


「ど、どうしたの玄武？　そこにいられると玄関開けられないんだけど」


「……にあ」


「にゃあ！」


　おまけにもう一匹ぴき、白猫の白虎までもが飛び上がり、いつきのくるぶしを引っ搔かく。


「うわ、白虎！　お願い、逃がして！」


　本音が口から滑すべり出る。


　半ば涙目で猫たちを引きはがしながら、扉とびらのノブへ手をやった。


　いきなり、その扉が開いた。


「へ──？」


　当然、一度ついた慣性はすぐには殺せない。プラス、〈アストラル〉事務所の扉は、そこだけがかつての栄えい華がを残して、非常に堅けん牢ろうな黒こく檀たん造りである。


　瞼に、星が散った。


　その扉に思い切り額をぶつけて、いつきはひっくり返ったのである。


「痛たたたたた……」


「──なんだ。やっぱりいるじゃん」


　顔を押さえ尻しり餅もちをついた少年を、軽けい薄はくな声が見下ろした。


「…………え」


　痛みをこらえ、薄うす目めを開く。


　扉のそばに、もうひとり、背の高い若者が立っていたのだ。


　長ちよう髪はつにブリーチをかけた、浮うわついた感じの若者だった。


　おおよそ二十歳前後。整った鼻び梁りように、どことなくゆるんだ瞳ひとみ。タイトなジャケットとジーンズを着て、手て慰なぐさみにかちゃかちゃと胸のペンダントをいじくっている。


「えーっと……あんたが〈アストラル〉の社長の伊庭いつきさん？」


　腰をかがめ、若者が訊きく。


「え……依い頼らいしにきた人ですか？」


「まあそうなるな。石動いするぎ圭けいっていうんだ。よろしく」


　若者はうなずき、手を伸のばした。


　その手を受け取る寸前に、別の場所から声があがった。


「あ……圭お兄ちゃん──！」


　みかんが顔を輝かがやかせたのである。


「ようガキんちょ。ひさしぶり」


「ひさしぶりぃっ！」


　飛びついてきたみかんを受け止め、その頭を若者がくしゃくしゃと撫なでる。


　後ろで、黒羽が目を丸くしていた。


「みかんちゃん、その人と知り合いなの？」


「あ、うん！　あのね、昔、あたしが〈アストラル〉に来る前に、猫屋敷さんと一いつ緒しよにいた人なんだ」


「猫屋敷さんとっ？」


　これには、いつきが驚きよう愕がくした。


　若者──石動圭が、おおよそ猫屋敷とは合いそうにもなかったからだ。むしろ真逆といっていい。あの独特の世界を築き上げた猫ねこ又また陰おん陽みよう師じと、この若者とではどうやっても重ならない。


　実際、玄武と白虎は若者が登場してから、距きよ離りをおいている。


（でも……ということは、この人も魔ま法ほう使つかい？）


　黒羽に会え釈しやくしているところを見ると、おそらく間ま違ちがいあるまい。黒羽の霊エーテル体はちょっとした霊れい感かんぐらいでは認にん識しきできない。彼女を視認して話せるのは、正式な修しゆ行ぎようを積んだ魔法使いか、それに匹ひつ敵てきする特とく殊しゆな才能の持ち主だけである。


　だとしたら……何の魔法使いなのだろうか。


「ねえね、圭お兄ちゃん、今日はなんで来たの？」


　みかんが訊くと、


「あー」


　言いにくそうに圭は頰ほおを搔いた。


　そして、こう告げたのだった。


「実は、〈協会〉の紹しよう介かいでな。〈アストラル〉の貸し出し魔法使いレンタルマギカに──星祭りをお願いしたくてね」


「は……星祭り？」


　訊き返すと、圭の眉まゆが露ろ骨こつに寄った。


「あん？　分からないのか？　あんた、〈アストラル〉の社長だろ？」


「いやその……」


「…………」


　微び妙みような沈ちん黙もくが漂ただよった。


　以前も、こんな沈黙に追いやられたような気がする。というか、普ふ段だんなら穂波が呆あきれながら解説してくれるところなのだが、今回ばかりは彼女も不在なのだ。


「あの……まだ不勉強でして……」


　思い切って質問しようとしたところで、再び玄げん関かんに影かげが差した。


「うにゃ！」


「にぃ～～～あ！」


　突とつ如じよ乱入してきた三毛猫とぶち猫が、争い合うようにして、圭の身体からだを引っ搔かこうとしたのである。


「うおっ、お前ら──」


「朱す雀ざく！　青せい龍りゆう！」


　いつきが目を見張った。


　すんでで圭は避さけていたが、二匹の猫が落ち着くことはなかった。


　気分屋の三毛猫・朱雀はまだしも、普段は知性派でおとなしいぶちの青龍までもが、あからさまに若者を威い嚇かくし、毛を逆立てている。


（な、なんで……？）


　さらにもうひとつ、


「こらこら！　どうしたんですあなたたち！　お客様にちょっかい出したら駄だ目めって言ってるでしょうが。それはまあ世界で猫だけは、愛くるしさゆえに許される罪ではありますが！　猫は自由！　猫は正義！　猫に罪なし！　世界に猫があればこそ、光は満ちあふれる！」


　いつもどおりの猫賛美を歌いあげながら、猫屋敷蓮が戻もどってきたのである。


　──と。


　その猫屋敷の表情が固まった。


「あなた……圭……？」


「相変わらずだな、猫屋敷」


　圭が、なんとも言えない顔で肩かたをすくめた。





　　　　３




「──じゃあ、詳くわしいところは、この資料にまとめてある。ひととおり読んだら返事をおくれな、社長さん」


　ジャケットの懐ふところからＣＤ─Ｒを取り出して、圭がいつきに押しつける。


　そのまま踵きびすを返した若者の背中へ、


「圭」


　と、猫屋敷が声をかけた。


　いつになく、真しん剣けんなものを含ふくんだ声だった。


「…………」


　一いつ瞬しゆん、沈黙が落ちる。


（……あ、れ？）


　いつきが眼帯に手をあてた。


　右目の奥に、何かむずがゆいものが走ったのだ。だがそれも一瞬でかすみ、何かの間ま違ちがいだったように消えてしまった。


「なに、猫屋敷」


　振ふり返った圭が、にこやかな顔で訊きいた。


「いえ……息そく災さいでしたか？」


「たいしたことは何も。〈協会〉の使いっ走りで小銭稼かせいでるだけだしな。猫屋敷の方こそ、猫たちは相変わらずみたいだけど」


「そうですか」


「そうさ」


　ついで、いつきの隣となりで、みかんが大きく両手を振った。


「圭お兄ちゃん、また来てね！」


「おうさ」


　今度は振り返らず、右手だけを若者はあげた。


　ただ、猫たちだけが、最後までふーっと毛を逆立てたままだった。








　数十分後。


「……なるほど、星祭りの依い頼らいですか」


　ＣＤ─Ｒからプリントアウトした資料に目を通し、猫屋敷が浅くうなずいた。


　応接室であった。


　といっても、仕事部屋を仕切りで区切っただけなのだが、一応テーブルと古ぼけたソファぐらいは置いてある。事務所の中では比ひ較かく的てき片づいた空間であることから、こうした仕事の打ち合わせにも時々使われるものだった。


　今は、依頼の検討ということで、いつきと猫屋敷だけが座っていた。


「〈協会〉からの指定とあっては受けないわけにもいかないでしょうしね……Ｄクラスの仕事だと、うちの格付けからすればマシな方ですし」


　額に手をあてて、猫屋敷が天てん井じようのシーリングファンを見上げる。


　珍めずらしく、考え込んでいる様子だった。膝ひざの玄武や足元ですましている青龍も、ちらちらと主あるじの方をうかがっている。


「あの、星祭り……っていうのは？」


　おそるおそる、いつきが訊いた。


「ん？　ああ、それは文字通りの祭りです。星を祭って鎮しずめるんですよ。効用としては──言うなれば運命をねじまげるってとこですかね。本来は陰おん陽みよう道どうよりも宿すく陽よう道どうの方が専門です。それこそ隻せき蓮れんさんあたりが上手うまかったですよ」


「…………」


　ぞくり、といつきの喉のどのあたりを苦いものがこみあげた。


「運命を……ねじまげる……ですか？」


　舌に乗せると、それはなおさら不ふ吉きつな物言いに聞こえた。


　──運命。


　けして触ふれ得ぬもの。


　人間の手にはあまるもの。


「あまるからこそ、魔ま術じゆつがあるんですけどね。もともとどんな魔術にしても、大おお本もとは運命に対する抵てい抗こうから始まってますし」


　そんないつきの表情を察したのか、猫屋敷が苦く笑しようして、補足する。


「まあ、星祭りについて穏おん当とうな言い方をすれば、不吉な星の巡めぐりを慰い撫ぶして、ましにしてもらうってあたりですか。それに、今回の場合は目的もはっきりしてます」


　ひらひらと資料を振って、テーブルに戻す。


「どんな、目的なんです？」


「この資料だと、呪じゆ力りよくの洗せん浄じようですね。呪波汚お染せんになりかけてる呪力の澱よどみを、本来の流れに回帰させてほしいとのことです。この資料だと、少し離はなれた山になります。──葦あし原はら山やま、ご存じないですか？」


「……いえ、知ってます」


　布ふ留る部べ市の北側には、なだらかな山脈がそびえている。


　今猫屋敷が告げた名前は、その山脈の半ばにあたる山であった。標高八百メートルほどのさして高くも険しくもない山だ。


　しかし、ハイキングなどに使うものはいない。


　昔から、なにかといわくの多い山だからだ。


　たとえば、牛でも一口で呑のみ込めそうな大だい蛇じやに襲おそわれた。


　たとえば、人ひと魂だまに遭あい、一週間も生死の境を彷徨さまよった。


　たとえば、奇き怪かいな猿さるに女が攫さらわれた。


　数年前、この山を穿うがち、隣りん接せつした市へつながるトンネルを造ろうという計画が持ち上がったが──これも原因不明の事故が多発して犠ぎ牲せい者しやが続出、結局頓とん挫ざしたはずだった。


　それらが、呪波汚染のためだとすれば？


（…………）


　確かにうなずける。


　いつきも、呪波汚染のまきおこす異変については、その目で幾いく度どとなく視みてきたからだ。些さ細さいな人の思念や恐きよう怖ふで、変質した呪力は異界を形成する。大蛇にしても、人魂にしても、十分ありえることだった。


　猫屋敷が、目を細める。


「まあ、もともと山ってのは、霊れい気きが強い分、呪力も凝こごりやすいところですからね。単に、呪力を祓はらうだけでしたら大げさな儀ぎ式しきは必要ありませんが、回帰させるとなるといろいろ手順が必要です。星祭りというのは、この場合の手段としては順当でしょう」


　片目をつむり、拗すね気味の朱雀の喉をあやしながら、猫屋敷が結論づける。


　どうやら、資料の説明は、これで終わりのようだった。


　実際に儀式を行う日程などを相談しながら、ふと、いつきは気になっていた質問をぶつけてみた。


「あの……もし問題があったら、無視してくれてもいいんですけど……猫屋敷さんと圭さんは、どういう関係なんですか？」


「…………」


　少し、猫屋敷の返答が遅おくれた。


　だけど、すぐに困った風な微び苦笑を扇せん子すで隠かくし、こう答えた。


「えー、俗ぞくにいう兄弟弟で子しというやつですよ。昔、同じ流派の陰陽道を学んでましてね。一応形式上は私が兄弟子、彼が弟弟子ってことになりますか」


「あの人も……陰陽師なんですか！」


　いつきがぱちぱちと瞬まばたきした。


　それこそ似合わなかったからだ。まだしも、アディリシアや穂波のような西洋魔術なら分かるが、陰陽道とか和風の魔術の使い手というのは、まるでイメージできなかった。


「じゃあ、みかんちゃんと知り合いなのも、そのせいですか？」


「ああ。みかんちゃんとはいろいろありまして……」


　これは、猫屋敷も言葉を濁にごし、こほんと咳せき払ばらいする。


「まあ、それなりに生きてるとそれなりにしがらみができるもんですからね。要するに、そういうやつのひとつですよ」


　あいまいな指示語ばかり連発し、ひらひらと扇子を振る。


　その仕草は、いつもと同じだ。


　だけど、何かが違ちがうようにいつきは感じた。


　──と。


　急に猫屋敷が、ぽんと手を叩たたいた。


「あ、そうそう。私も穂波さんから頼たのまれてるんですよ。社長用に私からもテストを出してくれということで──」


「ね、猫屋敷さんっっっ!?」


　いつきの悲鳴が〈アストラル〉の事務所中にこだましたのであった。








　十分な量のテストをいつきに課した後、猫屋敷は中庭に出た。


　ビルとビルの間に建てられた〈アストラル〉事務所だが、思いの外ほか緑は多い。というよりも、打ち捨てられた空き地を勝手に庭扱あつかいしているためである。それぞれの分担もあり、たとえば裏庭はみかんの宿題用、中庭は穂波の採集用、玄げん関かん前は全員の共用という形になっている。


　洋館にからまった蔦つたや、穂波の手ずから植えたヒヨス、マンドラゴラといった魔女術ウイツチ・クラフト用の植物の中、猫屋敷は空を見上げる。


　雲の流れが速い。


「……やれやれ」


　と、小さくため息をついた。


　案じているのは、今回の依い頼らいが〈協会〉からの指定という点だった。


　以前にも、Ｅクラスの仕事──ある肖しよう像ぞう画がの鑑かん定ていを〈協会〉から指定されたときがあった。


　書類上だけならば、それもたいした仕事ではなかった。


　だが、実際は、Ｂクラスには値あたいしようかという大事だったのである。同様に入札していたアディリシアがいなければ、自分はともかく、いつきは死の危険すらあった。


　単なる〈協会〉側のミスと片づけるには、あまりに致ち命めい的てきな欠落。


　それに──あの圭が、わざわざ自分のもとへ、素す直なおな依頼を持ってくるとも思えなかった。


「…………」


　猫屋敷は沈ちん黙もくする。


「……しかも、あの山ですからね」


　因いん縁ねん深い、というだけでは表せまい。


　ましてや、偶ぐう然ぜんの一いつ致ちなどということはもっとありえない。


　資料が確かなら、澱よどんでいる呪じゆ力りよくの元は容易に想像がつく。それも、猫屋敷に縁えんの深い呪力であった。


（何かを、仕組んでいますかね……）


　もう一度、猫屋敷は空を見上げ、羽織の内側の〈アストラル〉の社章へと触ふれた。


「あなたならどうします？　司つかさ社長」


　湿しめっぽい風が、いぶした灰色の髪かみと羽織をなぶっていった。





　雨になりそうであった。





　　　　＊





　コンクリート打ち出しの、殺風景なマンションの一室だった。


　まともな家具はパイプベッドぐらいで、後は大量のペットボトルやコンビニ弁当の残ざん骸がいが適当に打ち捨てられている。


　そのパイプベッドに座ったまま、圭は天てん井じようを見上げていた。


　上半身にポロシャツ一枚だけを纏まとい、唇くちびるに安っぽい煙草たばこをくわえ、何をするでもなく壁かべに背をもたせかけている。時々、肺にたまった煙けむりを吐はき出すことだけが、自分の仕事というようでもあった。


「…………」


　ふと、中身が残ったペットボトルを持ち上げたところで、インターホンが鳴った。


　面めん倒どうくさそうに、ベッドから立ち上がる。


「……誰だれだ？」


　ドアの覗のぞき穴あなへ目を近づけながら、不ふ機き嫌げんを隠かくさずに訊きいた。


「〈協会〉から参りました」


　レンズの向こうで、至し極ごく丁てい寧ねいに男は一礼した。


　圭の眉まゆがひそめられる。


　その男が──あまりにも特とく徴ちように乏とぼしい男だったからだ。


　のっぺりした風ふう貌ぼうは二十代半ばから四十代までのどの年にも見て取れる。着ている服も、何の変へん哲てつもない黒の背広だ。身体からだは中肉中背、眉の長さも鼻の高さも瞳ひとみの深さも唇の厚みも──ありとあらゆるものが中ぐらい。


　まるで、徹底して特徴というものを削ったかのような──確かに見えているのに、その場にいないような錯さつ覚かくさえ感じさせるような、そんな男だった。


「……あんた、名前は？」


「影かげ崎ざきと申します」


「…………！」


　圭の目が見開かれた。


　扉とびらを開く。


「ありがとうございます。ええと──本日は報告で参りまして。さきほど、〈アストラル〉から依頼を引き受けるとの連れん絡らくがありました」


「へえ」


「ついては、仲ちゆう介かいが終わりましたので、正式な契けい約やく書の提出をお願いできますか？」


「少し待ちな」


　ベッドの足元に落ちていた契約書を取りあげる。


〈協会〉の指定で紹しよう介かいしてもらった以上、これらの確かく認にん用書類の受け渡わたしは必ひつ須すであった。単にビジネス的な意味だけではなく、これらの書類の移動が、魔ま術じゆつ的な誓せい約やくにもなっている。これらの書類に噓うそ偽いつわりがないことを〈協会〉が誓ちかうという──そういう魔術儀ぎ式しきである。


（……最近は怪あやしいもんだけどな）


　伝え聞くいくつかの内情を思い出し、圭は冷れい笑しようする。


　が、表面には出さず、そのまま書類を渡した。


「なるほど……確かに。では失礼を」


　確認後、背中を見せようとした影崎が、途と中ちゆうで振ふり返った。


「……何か？」


　いつもと変わらぬ、何の感情も見えない表情だった。


「影崎の名前は聞いてるよ。〈協会〉専属の、魔法使いを罰ばつする魔法使い、だろ」


　ペットボトルに口づけたまま、圭は唇の端はしを歪ゆがめた。


　中身がこぼれ、喉のど元もとを伝わる。


　ポロシャツの襟えり元もとを汚よごしながら、若者が嗤わらう。


「今日は機嫌がいいんだ。帰る前に、少し遊んでかねえか？」


　言こと霊だまに、あからさまな挑ちよう発はつの色を乗せた。


　殺気。


　凝ぎよう縮しゆくされた不可視の呪じゆ力りよくが、狭せまい部屋に渦うずを巻き出す。魔法使いの術式を待って、少しずつその濃のう度どを高めていく。


「──遊ぶ、ですか」


　影崎が、ことりと首を傾かしげた。


「やめておきなさい。あなたにとっては、大事な祭りが控ひかえているんでしょう？」


「たとえそうでも、こう愉たのしそうな相手を見ると、たまらないじゃねえか」


　嗤ったまま、ポロシャツの内側へ、圭の手が忍しのび込む。


　だが。


「──ね」


　ぼそり、と呟つぶやきが漏もれた。


「…………！」


　それだけで、圭の動きが止まった。


「陰おん陽みよう師じとしては珍めずらしい組み合わせですが、やはりやめた方がよろしい。私としても、〈協会〉のノルマにもならない作業はしたくないですし」


　作業と、影崎は言った。
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　自分と圭がやりあうことは作業にしかならないと、そう言ったのである。強きよう烈れつな侮ぶ辱じよくに、しかし圭は何も返さなかった。


　負け惜おしむでもなく、目を細めて口にする。


「ノルマになるなら、やるってことか？」


「あなたが、私に罰せられる立場になったなら」


　それだけを答え、影崎は再び一礼した。


　今度は、振り返ることはなかった。


　通路を歩む足音が遠ざかってから、圭はばたんとベッドへ戻もどった。


「ふん……化け物ばかりで愉しいこった」


　腕うで枕まくらをしつつ、微び笑しようする。


「才能のない人間は、せいぜいせこく努力しねえとな」


　天てん井じようを見上げ、胸むな元もとのペンダントをいじくった。


　そのペンダントの裏うら蓋ぶたがわずかに開き、内側の写真がのぞいていた。


　山の上での、三人の写っている写真だった。


　石動圭と猫屋敷蓮、そしてもうひとり──長い黒くろ髪かみの女が、その写真の中で楽しげに笑っていた。





　　　　４




　翌日は、朝から雨になった。


〈アストラル〉事務所の洋館も、糸のような細い雨に打たれ、灰色の景色に同化している。


　窓越ごしに見える中庭も、今は白く煙けむっていた。


　で。


「…………う～」


　いつきは、相変わらず窓まど際ぎわの社長席で呻しん吟ぎんしていた。


　結局一日目のテストも合格点とはいかず、その保留分も含ふくめた大量の用紙が机の上に積み重なっているのであった。


　ちなみに、猫屋敷たちは星祭りの準備ということで外出中である。監かん視しがなくてもサボれないあたり、真っ正直というか気の弱いと評価するかは、難しいところだ。


「あれ？」


　ふと、その瞳ひとみが近くの床ゆかに流れた。


　事務所の木の床を、赤いアルバムがずるずると引きずられていったのである。ほんの少し視線を横にずらすと、アルバムの端をぶち猫ねこがくわえているのだった。


「うにゃ」


　青龍だった。


「こら、いたずらしちゃ駄だ目めだろ」


　仕方なく立ち上がって、にぃにぃと鳴く首根っこを持ち上げた。


　どうも青龍には、こういう茶目っ気があった。基本的におとなしいのだが極きわめてマイペースなため、時として白虎以上のいたずらものとなるのである。


「ん？」


　アルバムを取り上げて、いつきは瞬まばたきした。


　はらり、と一枚の写真が落ちたのだ。


　拾い上げようとしたいつきが、その中身に目を奪うばわれた。


「え……？」


　端はしの白い部分に、『葦原山にて』と書いてあった。


　あの山の名前である。


　しかも、山中と思おぼしいその写真には、見覚えのある人たちが写っていたのである。


　今よりも幾いく分ぶんか若い猫屋敷と石動圭がこづきあい、そしてもうひとり──見知らぬ女の人がふたりを背後から抱だきしめていたのである。


「これって……」


　いけないと思いつつも、いつきはその写真に釘くぎ付づけになった。


　今の猫屋敷からは考えにくい情景だった。


「……どしたの、お兄ちゃん社長？」


「うわっ」


　びくうっと、しゃがみこんだいつきが蛙かえるさながらに飛び跳はねる。


　その拍ひよう子しに、写真が手から離はなれた。


「あ」


　ひらひらと舞まうそれを摑つかまえて、みかんがぱっと顔を輝かがやかせた。


「──圭お兄ちゃんと朔さく夜やお姉ちゃんだ！」


「この女の人、知ってるの？」


「うん。だって、圭お兄ちゃんのお姉ちゃんだもん」


　うなずいたみかんが、写真の女性を指さす。


「お姉さん」


　言われてみると、なんとなく面おも差ざしが似ていた。目の感じとか、口元とか。


　ただ、弟の圭がどこか陰かげのある感じなのに対し、姉の方はひどく朗ほがらかな印象であった。滑なめらかな黒髪を肩かた口ぐちで切りそろえ、向日葵ひまわりにも似た笑え顔がおを浮うかべている。


「朔夜お姉ちゃんは……家出したときにはじめて会ったんだ」


　みかんが、嬉うれしそうに話した。


「家出？」


「あ……」


　口を開いたまま、みかんが唇くちびるを押さえる。


「いやそのっ、悪いこと訊きいたっ？」


「そうじゃないんだけど……えと……お兄ちゃん社長には……あたしの家の話、したことなかったよね？」


　恥はずかしそうに両手の指を組み合わせて、いつきを見上げる。


　少し躊ちゆう躇ちよした後、もじもじしながら、切り出した。


「あのね……あたしも、お姉ちゃんがいるんだ」


「ふえ？」


　思わず、間ま抜ぬけな声が出た。


　初耳である。


「その……仲は悪くないと思うんだけど……いろいろあって。……それで……ちょっと用事で山に入ったとき……あたし、そのまま家出しちゃって……」


（そういえば……）


　いつきは思い出す。


　確か──みかんは〈アストラル〉がなければ、元の居場所に戻もどらなければならないと、そんなことを影崎が言っていた。


「そんでね、ずーっとひとりで山道歩いてたんだけど……とうとう足痛くなって歩けなくなっちゃって……」


　みかんが、膝ひざ小こ僧ぞうをさする。


「…………」


　いつきは唾つばを飲んだ。


　今よりもさらに小さかったみかんにとって、山道はどれだけの苦行だったろう。そこまでして家を離れなければならない事情を、少年は想像できなかった。


「痛くて痛くて、道の近くに座ってたら、たまたま通りがかった朔夜お姉ちゃんと猫屋敷さんに会ったんだ」


　だけど、ぼそぼそとしていたみかんの声に、華はなやかなものが混じった。


　幸せな思い出が、少女の声を色づけているのだった。


　顔を輝かせて、みかんは話の最後をしめくくった。


「それでねそれでね、そのずっと後に猫屋敷さんに〈アストラル〉を紹しよう介かいされたの。これでおしまいっ」


「あ……〈アストラル〉に誘さそったの、父さんじゃなかったんだ」


　そういえば、みかんはまだ八歳なのである。


　七年前に失しつ踪そうした父親が勧かん誘ゆうしたと考えるには無理があった。


「うん。だから、あたし、〈アストラル〉の社長さんって会ったことなかったから……だからお兄ちゃん社長が来るの、すっごい楽しみだったんだよ」


「あはは……ごめんね。僕で」


「えええ！　全然そんなことない！　だって、お兄ちゃん社長いてくれてすっごい嬉しいもん！」


　激しくみかんがかぶりを振ふった。ぶんぶんと、ふたつに分けた髪かみが揺ゆれる。


「あは、ありがと……」


　その懸けん命めいさが嬉しくて──同時に、今みかんの話してくれた過去が哀かなしくて、いつきは言葉をなくした。


　何かもう少しぐらい言いたかったのだけど、思いつかない自分が悔くやしかった。


　すると、みかんがいつきをじっと見つめていた。


　年に似合わぬ神しん妙みような眼まな差ざしで問う。


「お兄ちゃん社長は……嫌いやだと思ったことない？」


「ほえ？　何が？」


　きょとんといつきは小首を傾かしげた。


　みかんは少しの間、少年を──とりわけその黒い眼帯を見ていたけれど、すぐに唇を淡あわくほころばせた。


「お兄ちゃん社長は……強いなあ」


「はい？」


「ううん、何でもない……良かった」


　幼い胸を撫なで下ろし、こくりとうなずく。


　写真をアルバムに戻そうとしたところで、ふといつきは気がついた。


「じゃあ……このお姉さんはどうしてるのかな？」


　と、いつきは訊いた。


「んー、あたしも〈アストラル〉に来てから会ってないけれど、圭お兄ちゃんと一いつ緒しよに陰おん陽みよう師じしてるはずだよ」


「へええ？　この人も……？」


　まじまじといつきが写真を覗のぞき込む。


「うにゃ～」


　そんなふたりを見ながら、つんとすました鳴き声を青龍があげたのだった。





　　　　５




　二日後の夜、葦原山には、圭が出してくれた車で向かった。


　４ＷＤのごついオフロード車が、山道を削けずるようにして進んでいく。舗ほ装そうされた道だけでなく、時には崖がけ道みちや、川辺のでこぼこした石の上も走っていった。


「わっ、わっ、わっ」


　揺れる車体に仰ぎよう天てんし、いつきが前のシートへしがみつく。


　がちん、と口の中で異音がした。


「あいったー！」


「あー、気をつけろよ。慣れないと、よく舌嚙かむからな」


「……ふぁ、ふぁきにひってくだふぁひ」


　口を押さえて、涙目に言ういつきである。


「なんか……懐なつかしいな、この車」


　その隣となりで、みかんが、きゅうっと玉たま串ぐしを抱だきしめて話していた。


「朔夜お姉ちゃんも運転してたよね。しょっちゅうあちこちぶつけてて、圭お兄ちゃんに怒おこられてたけど」


「……ああ、そうだったな」


　圭は、煙草たばこをくわえたまま、細い目になった。


「でも、圭お兄ちゃん、煙草は駄だ目めなんだよ。早死にするんだから」


「るせえ、ガキんちょ」


　くるりと煙草を回して、ミラー越ごしにじろりと睨にらむ。


「…………」


　猫屋敷は、何も言わなかった。四匹ひきの猫ねこたちもほとんど黙だまっており、猫屋敷の膝ひざや足元で丸くなっている。


　不思議な雰ふん囲い気きのまま、車は走っていく。


　しばらくして、ごく細い山道の手前で停とまった。


「車で来れるのはこのへんまでだけど。後は大だい丈じよう夫ぶかよ」


「ええ。後は私らで荷物持って行きますよ。たいした距きよ離りじゃないですし」


　それだけ答えて、猫屋敷はトランクからザックを背負った。


　それなりに重いザックだったけれど、細身の身体からだはびくともしなかった。どこか慣れた感じでもあった。


　圭に頭を下げ、いつきとみかんもあわててその背中を追った。








（……違ちがう）


　山道を数分も歩き始めた頃ころから、いつきの右目が違い和わ感かんを訴うつたえていた。


　もともと山という場所には呪じゆ力りよくが凝こごりやすいと、猫屋敷は言った。実際、いつきもかつてお化け工場と呼ばれた山中の廃はい工場で、山に起こった呪波汚お染せんを体験している。


　だが、これは別格だった。


　現象ではない。


　規模の問題である。


　以前の呪波汚染があくまで建物ひとつだとか半径百メートルだとかいったスケールだったのに対し、この呪力の澱よどみは葦原山のほぼすべてを覆おおっているのだ。


「視みすぎない方がいいですよ」


　前の猫屋敷が釘くぎを刺さした。


「視るというのは、視られるということでもありますからね。まして、社長の瞳ひとみならなおさらです。これだけ澱んでる情景を脳内で再現するわけですから、どんな副作用があってもしりませんよ？」


「さ、再現？」


「もともと呪力は網もう膜まくに映るものじゃないですから。なんとなくそういう感じとして、脳や霊エーテル体が処理しているだけです。少々の汚染なら問題ないですけど、ここまで大規模になるとちと悪あく影えい響きようが出る怖おそれもあります。──〈協会〉が浄じよう化かを頼たのむのも、一応分かりますね」


「わ、わ、分かりました」


　びくびくしながら、いつきがうなずく。懐かい中ちゆう電灯と余ったザックを持たされているせいで、よろよろと傾かたむきながらの肯こう定ていである。


　ちなみに、みかんはふたりよりも先行していた。猫屋敷の言葉で、先に儀ぎ式しき場を祓はらっておいてほしいということだった。


　とはいえ、あっさりとその言葉にうなずいて、すたすた山道を登っていったのは凄すさまじい。いつきに比べると雲うん泥でいの差である。あの年であの健けん脚きやくなのは、やっぱり写真のときに話していた、山奥での家出のせいなんだろうかと、いつきはぼんやりと考えた。


　──と。


「ところで社長、青龍がいたずらした写真は見ました？」


「へっ？」


　いきなり訊きかれて、すっころびかけた。


　たたらを踏ふみつつ、


「いや！　あのその猫屋敷さん！」


「かまいませんよ。どうせ青龍が勝手に出してきたんでしょう？　アルバムに毛がついてましたし、この子のお節せつ介かいも昔からですからね」


「うにゃ～あ」


　首根っこをつままれ、ぷらぷらと揺ゆれながら、青龍が鳴く。僕悪いことしてないもんという感じの、すねた鳴き声である。


　困った風に扇せん子すを口元にあて、猫屋敷は微び苦く笑しようした。


　それから、こう言った。


「……これから少し、独り言を呟つぶやこうかと」








　山の裏手に、圭はたたずんでいた。


　いつきたちと別れた後、車を使って、回り込んでいたのである。


　煙草たばこをふかしている。唇くちびるから煙けむりがこぼれると、すぐさま風にちぎれて消えていく。山頂では、この風はもっと強いだろう。嵐あらしに近いかもしれない。


「──さて、そろそろ始まる頃か」


　ぽつりと呟き、指先で煙草をもみ消した。


「姉さん、もうすぐ終わるよ……」


　そう言って、静かに嗤わらい、横手を振ふり向く。


　鬱うつ蒼そうと茂しげる森の中に、古ぼけた木の社が埋うもれていた。


　それは──祭さい壇だんだった。








　やがて、森を抜ぬけた。


　開けた空間に出ると、その中央でみかんが手を振っていた。


「もう、ふたりとも遅おそいんだから！　とっくにお祓い終わってるよー！」


　ぷんぷんと頰ほおをふくらませて、唇をとがらせる。風に揺れたツーテールが、少女の怒いかりを表すみたいに逆立っていた。


「いやいや。ちょっと男同士の話とかしてまして」


「む。あたし仲間はずれなの？」


　ますますみかんの目が三角になる。


「ややや、そういうわけでは。みかんさんには大事なお祓いお願いしてましたし」


　猫屋敷が両手を振る。


「じゃ、じゃあ、社長には祭壇づくりをお願いしましょうか」


「あ、はい」


　あわてていつきがザックから荷物を取り出す。


「む～～～～～～」


　白い目で見ながらも、みかんも手伝ってくれた。


　薪まきでかがり火の井い桁げたを組み、その周囲へ注連しめ縄なわを張る。


　猫屋敷の指示したとおりの場所に蠟ろう燭そくをたて、御お神み酒きを捧ささげる。強きよう烈れつな風に負けぬようにしながら、各所にちょっとずつ酒を垂らしていく。


　最後に十数分ほどの時間をかけて点火され、かがり火はごおっと燃え上がった。


「うわっ」


　あまりの火勢に、いつきが飛び退のく。


　つくまでは長かったくせに、点火した途と端たん、おびただしい火の粉をかがり火が散らしたのである。


　──何より。


　その炎ほのおと同時に、空間へ何かが吹ふき込むのをいつきは感じた。


「……え？」


　周囲を見回す。


　右目の視界だけ、竜たつ巻まきの内側にいるように歪ゆがんでいた。


　そんないつきを引き戻もどすようにして、


「お疲つかれ様、社長」


　と、猫屋敷が前へ出た。


「しばらく近づかないでくださいね」


「あ、は、はい」


「玄武、朱雀、白虎、青龍」


　四匹ひきの猫ねこの名を、猫屋敷が呼ぶ。


「……にゃあ」


「にぃ～あ」


「にゃあ」


「うにゃ」


　黒、三毛、白、ぶちのそれぞれの猫たちが呼びかけに応じて、猫屋敷の四方へと駆かけ出したのである。


　にこりと笑い、猫屋敷の扇せん子すが広がる。


　火の粉と星の光をすくいとるようにして、


「ひとつがふたつ、ふたつがよっつ、よっつがやっつ、やっつがじゅうろく──」


　扇子が、ゆらりとまわる。


　猫屋敷の口上とともに、かがり火の影かげが盛り上がった。


「太極より両りよう儀ぎ生じ、両儀より四象に至り、四象は八はつ卦けへと変わり、八卦は六十四卦けの大成卦となす。されど、我はその爻こうを押し開き、三百八十四の爻を結ばん──」


　猫が──いや、猫の影が増えていく。


　一匹や二匹ではない。玄武、白虎、朱雀、青龍、四匹の猫の姿を模した影が、ほとんど倍々ずつにその数を増し、地面を覆おおっていく。


「……う、わ」


　だが、なによりいつきを驚おどろかせたのは、それらの猫の影によって、山の呪じゆ力りよくまでもが動かされたことであった。


　よく見れば、それらの呪力は、蠟燭や猫たちの影を巡めぐっていた。そしてひとつの影を巡るたびにあるいは増ぞう幅ふくされ、あるいは削さく減げんされ、あるいは新たなベクトルを与あたえられて、曼まん荼だ羅らのごとくにかがり火の周囲を踊おどるのだ。


　いわば、呪力の回路サーキツトである。


　猫たちの影は、抵てい抗こうであり、変圧器であり、電極であった。


　それぞれの意味を持つ猫たちの影の回路を、山の呪力が流れているのだった。


「今こ宵よいの演だし物は、四神相応がひとつ──六十四卦三百八十四爻の陣じん」


　い～～～～～～～～～～～あ～～～～～～～～～～～～～～～


　芝しば居いがかった言葉とともに、猫たちと、圧あつ倒とう的な猫たちの影が鳴いた。


「わあああ……」


　いつきは、空を見上げた。


　異常なまでの呪力が、順序を踏ふんで慰い撫ぶされていく。


　ゆるゆると螺ら旋せんを描えがいて、天上へと還かえされていくのである。


「す、ごい……」


「どんな魔ま術じゆつより精密に呪力を操作できるのが、陰おん陽みよう道どうの魔術特性なんだよ」


　と、みかんが嬉うれしそうに言った。


「それでも、あれだけの呪力を操作できるのは、猫屋敷さんだけなんだから」


　誇ほこらしそうな言葉だった。


（……だけど）


　だけど、いつきは別のことを思い出していた。


　さきほどの、山道での──猫屋敷の独り言である。


『昔、この山では、ある陰陽師の流派が祭りを取り仕切っていたんですよ』


　夜の道を行きながら、猫屋敷はこちらも見ずに──まさしく独り言のように話していた。


『祭り、ですか』


　いつきの声にうなずきもせず、猫屋敷は続ける。


『もともと儀ぎ式しきをとりしきるのが陰陽師の主業務です。歴史的には、戦国時代あたりから神しん道とうがそれらの役目を引き継つぎましたけど、陰陽道にとって祭りが重要なのが変わるわけではありません。──で、さっきの流派では数年前、その陰陽師が引退する段になって、後こう継けい者しやを選出することになったんですよ。幸いといっていいかどうか、陰陽師にはそれなりに優ゆう秀しゆうな弟で子しがいました。家系的な問題はありますが、技術についてはまず十分な弟子でした』


　猫屋敷の表情には、感情の片へん鱗りんも見られなかった。


　押し込めているようにも、見えた。


『──ですが、直前になって、継承するはずの弟子が逃にげ出しましてね。仕方なく、もうひとりの後継者が祭りを仕切ることになりました。風の噂うわさでは、これが大失敗したようでして。山は呪波汚お染せんになりかけるわ、流派は断絶になるわの大騒そう動どう。祭りを仕切った後継者も生死に関かかわる重体となったそうですよ』


　言葉面づらは軽いのに、ひどく重い声だった。


『猫屋敷さん、まさかそれって──』


『他人の話ですよ。社長』


　にっこりと笑って、猫屋敷が先を阻はばんだ。


『──それでいいんです』


（…………）


　回想が終わる。


　ざわつく胸を、いつきは押さえる。


　これほど見事な術なのに、どうしても不安が離はなれなかった。


　ごおごおと、夜の空に向かって、かがり火が燃えさかっていた。








「──六十四卦三百八十四爻の陣」


　小さな社を前に、圭はぽつりと呟つぶやいた。


（つまるところ、陰陽道の魔術特性──〈陰陽五行の式（Formura Of Five-Elements）〉を最大限に利用する術式だ）


　若者も、その術式を見たことがあった。


　自らの式しき神がみをもって呪じゆ力りよくの回路を形作り、なかば永久機関となすことによって、限界以上の式神を使し役えきする術。本来は彼の流派の奥おう義ぎに属する技術だった。


　その中でも、猫屋敷は群を抜ぬいていた。


　流派の歴史では、その術を使っても、増やせる式神はせいぜい倍から数倍。だが、猫屋敷の術式は、これに四神相応の理ことわりをも重ね合わせ、百倍近い異常な増ぞう殖しよくを可能としたのである。


　だからこそ、猫屋敷は──。


「…………」


　瞼まぶたを閉じ、思いを断たち切る。


　今必要なのは、追つい憶おくではない。その術式を反転させるための、最後のきっかけと決心であった。


　すでに、準備は終わっている。


「反転すればいい」


　目を開く。


　ジャケットの懐ふところへ、手をいれる。


（精せい緻ち精密につくられた術式である以上、わずかな異変にも耐たえられない）


　そして、ここはこの日のために圭の調べ抜いた地点。


　いうなれば、この山の呪力の澱よどみにおける、急所といえる場所だった。


「俺が、そうする」


　ジャケットから出た指の間に──五本の竹たけ筒づつが挟はさまっていた。


「天あめに次つく玉たま、地ちに次つく玉たま、人ひとに次やどる玉たま──！」


　祝のり詞とが、社から山へと響ひびいた。








　猫ねこたちの曼まん荼だ羅らの中で、かがり火が震ふるえた。


　瞬しゆん間かん、


「───！」


　いつきは視みた。


　山の方々から流れ込む呪力の中に、まるで獣けもののごとく疾しつ走そうする五色の色を。


　その色がかがり火の陣じんにまぎれこむや、猫たちの影かげが悲鳴をあげて、次々に消しよう滅めつしたのを。


　山から天上へと還かえされていくべき呪力が、まるで雷かみなりのような音をたてて、ドオッと吹ふき戻もどったのを！





「──猫屋敷さん!?」





　そして。


　みかんの叫さけびと、何かがゆっくりと倒たおれる音が、確かに聞こえた。


　いつきの目の前で、猫屋敷蓮は、打ち捨てられた人形のように手足を投げ出して倒れているのだった。














〈アストラル〉業務日誌７





　伊い庭ばいつきです。


　アディリシアさんも業務日誌に書くようになったんだね。ようこそ〈アストラル〉へ。今いま更さら僕が言うようなことでもないけれど、歓かん迎げいします。ええと……〈ゲーティア〉の併へい合ごうとかはお手て柔やわらかに……後、あまり穂波とかと喧けん嘩かせずにいてくれると助かります。





　あ、違ちがう。


　そうじゃなくて──急に依い頼らいが入ってしまったので、外出することになりました。穂波もアディリシアさんも連れん絡らくがとれないから、こっちにメモを書いておきます。黒くろ羽はもいるし、大だい丈じよう夫ぶとは思うのだけど、念のため。





　細かい内容は契けい約やく書にもあるけど……星祭りっていうのをするみたい。


　星を祭まつって運命をねじ曲げる儀ぎ式しき。陰おん陽みよう道どうの儀式だそうです。


　依頼人の石動いするぎ圭けいさんは、なんだか不思議な人です。


　猫屋敷さんの弟弟で子しだっていうけれど、まるで雰ふん囲い気きは似てないし。どっちかっていうと、ライターの知り合いっていう方がしっくりくるくらい。


　言い方が悪いかもしれないけど……仲がいいようで、どこかすれ違ってる感じ。なにか大事なことを、互たがいに黙だまってしまっているような。





　……本当は、そういうことを知っておくのも、社長の仕事だと思う。


　だから、悔くやしい。


　この仕事が嫌いやってことじゃなくて、ただ自分が届いてないことが悔しい。前の社長──父さんは、もっとうまくやってたかもしれないのに。





　ごめんなさい。少し愚ぐ痴ちになりました。


　ただ、嫌な予感がするのは本当なので、穂波でもアディリシアさんでも、このメモを読んだら、早めに連絡をください。





　待っています。




伊庭いつき












魔法使いと星祭り・後編




　　　　１




　かがり火が、一ひと際きわ激しい風とおびただしい火の粉とともに、夜空へ弾はじけた。


　まるでそれは、暴力的な花火であった。


　火の粉ばかりか、井い桁げたに組まれていた薪まきまでも爆ばく砕さいし、その破は片へんで山の地じ肌はだを穿うがっていく。注連しめ縄なわは瞬しゆん時じにちぎれ、要所にたてられた蠟ろう燭そくは突とつ然ぜん溶よう解かいした。


　メルトダウン直前の原げん子し炉ろのごとく、儀ぎ式しきを成立させていた回路サーキツトが、あらゆる場所から崩ほう壊かいしていったのだ。


　──そして、なによりも。


「────があっ！」


　いつきが呻うめく。


　右目を押さえ、片かた膝ひざをつく。


　眼球を、脳のう髄ずいの内側からバールでこじる痛み。吐はき出しそうな激痛に、あらゆる内臓と神経が悶もだえ、いつきという人格を切り刻む。体中の細さい胞ぼうへ、一個ずつ針を刺さされていくかのような、感覚。


『視みすぎない方がいいですよ』


　途と中ちゆうの山道で、猫屋敷はそう言っていた。


『視みるというのは、視みられるということでもありますからね。まして、社長の瞳ひとみならなおさらです。これだけ澱よどんでる情景を脳内で再現するわけですから、どんな副作用があってもしりませんよ？』


　まさしく、その通りだった。


「……ぐ、あ……あ……」


　こぼれる。


　こぼれる。


　単に呻きだけじゃない。心が、魂たましいが壊こわれて、こぼれていくのが分かる。理性も本能も漂ひよう白はくされ、八つ裂ざきになって、ただただ翻ほん弄ろうされている。


　なんという、呪じゆ力りよく。


　なんという、穢けがれ。


　それでも──気絶なんてできなかった。


「猫屋……敷さん……っ」


　視えていたのだ。


　最前まで天空へとつむがれていた呪力が、儀式の途と絶ぜつに伴ともなって凝ぎよう縮しゆくし、猫屋敷の頭上で、性質を反転させようとしているのを。


　失敗した魔ま術じゆつがいかなる結果を生むかは、いつきも知っている。


『返かやしの風』とも、『逆なぎ』とも呼ばれる現象。


　つまり、呪力の逆流だ。


　自然を恣ほしいままに操あやつろうとした魔法使いへの、必然的な復ふく讐しゆうである。


「……猫屋敷……さん……」


　嗄かれ声で、呼びかける。


　だが、倒たおれた青年は起きあがらない。四方を囲む猫たち──玄武、朱雀、青龍、白虎たちさえも、鳴き声ひとつたてない。儀式が中断させられた際の衝しよう撃げきで、彼らはすでに昏こん倒とうしていたのである。


　星と、風が動く。


　術者への復讐を誓ちかい、逆落としになだれ落ちんと呪力が渦うずを巻く。


「あぶ……ない……っ！」


　いつきは、手を伸のばした。


　膝ひざを地面から引き剝はがし、倒れこむようにして猫屋敷たちをかばおうとする。


　ほぼ同時に、呪力は墜おちた。





　ドオッ！





　ありえないはずの音が、いつきの耳に聞こえた。


　反転した呪力によって、雑草は瞬時に枯かれ、周囲の数十メートルの地面は根こそぎに汚お染せんしつくされた。空間の外の森までもが、壮そう絶ぜつな呪力の颶ぐ風ふうに打たれてむせび泣いた。


「あ……」


　なのに──いつきたちは、生きていた。


　代わりに、彼らのまわりを、白い紙の破片が舞まっていたのだ。


「かくのらばあまつかみはあまのいわとをおしひらきて、あめのやえぐもをいつのちわきにちわきてきこしめさむ、くにつかみはたかやまのすえひきやまのすえにのぼりまして──」


　紙片に『力』を与あたえているのは、清らかな祝のり詞とだった。


　破は壊かい的な呪力の渦を遮しや断だんし、凛りんと、玉たま串ぐしが夜気を断たつ。


「あさかぜゆうかぜのふきはらうことのごとく、おほつべにおるおおふねをへときはちともときはなちて、おおうなばらにおしはなつことのごとくおちかたのしげきがもとを──」


　その中心で、巫み女こ装しよう束ぞくを纏まとった八歳の少女が高らかに歌った。


「みかんちゃん……」


　そう、みかんの〈禊みそぎ〉であった。


　ぎりぎりで、少女の結界がいつきたちを守ったのである。


　それでも、呪力は止まらなかった。


　天空に還かえされるはずだった大量の呪力が、一度や二度で尽つきるはずがない。みかんのばらまいた紙し片へん──幣ぬさの束も、たちまち茶色く変じていく。


　白い結界を呪力が蝕むしばんでいくのが、はっきりと分かるだけに恐おそろしかった。


「──だ、駄だ目め！　お兄ちゃん社長！」


　たまらず、みかんも声をあげる。


「…………っ！」


　いつきは歯ぎしりした。


　どうしようもなかった。


　たとえ〈妖精眼グラム・サイト〉を解放したところで、全方位から押し寄せる呪力を回かい避ひできるはずもない。まして、これほどの呪力とあれば、眼帯をもぎとった時点でいつきの人格自体が崩ほう壊かいする可能性の方が高かった。


（……う……あ）


　すでに、いつきは〈妖精眼グラム・サイト〉の副作用を身にしみて知っている。


　あの錬れん金きん術じゆつ師しとやりあったとき、垣かい間ま見た混こん沌とん。ろくに覚えてないのに、考えただけで喉のどの奥がひきつる恐ろしさ。


　なによりも、自分が自分でなくなる──反転する感覚。


　いつかは、『伊庭いつき』なんて消えてしまうような予感。


（それ、でも……）


　それでも──今、このとき、みかんの一助にでもなれるかもしれないのなら──


「…………」


　眼帯へ、指をかける。


　力をこめかけて──足元で、何かが鳴いた。


「……にあ？」


「玄武？」


　いつのまにか、黒くろ猫ねこが意識を回復していた。よろよろと地面を這はい、口元にくわえた何かをいつきへ差し出していたのだ。


　ごくちっぽけな、朱しゆ色いろの旗であった。


「これ……は？」


「……にああ」


　玄武が、ひどく苦しげに訴うつたえかける。


「じ、じ、地面に突つき刺さすの？」


　おどおどと不格好に腰こしをひかせながら、いつきは懸けん命めいに黒猫の意図を読み解く。どうやらうなずいたらしい黒猫に勇気づけられ、猫屋敷の側そばへその旗を振ふり下ろす。


　そして、





　ドオオッ！





　再び、呪じゆ力りよくが墜おちた。


「あっ…………」


　声が、喉の奥で途と切ぎれる。


　すべてが──白い闇やみの中へ遠ざかっていった。





　　　　＊





　山の裏手では、風はぴたりと凪ないでいた。


　竜たつ巻まきの中心──そんな風ふ情ぜいでもある。頂点近くの烈れつ風ぷうが、まるで噓うそのようだ。しんと静まりかえった森には、かえって一層濃こい闇がわだかまっている。


　そんな夜の森の、古ぼけた社に向かって、石動圭の詠えい唱しようは続いていた。


「高こ空くうの玉、神狐やこうの神、鏡位を改め、神かん寶たからを於おいて──七曜九星、二十八宿、當と目め星ぼし、有ある程ほどの星──」


　しなやかな指には、五つの竹たけ筒づつを挟はさんだままだ。


　その筒を振り、さらに低い声で唱える。


　五つの名前。


「謹ごん請じよう中央黄帝天狐土神御子


　謹請北方黒帝地狐水神御子


　謹請東方青帝空狐木神御子


　謹請南方赤帝赤狐火神御子


　謹請西方白帝白狐金神御子」


　すると、森のあちこちに五つの色が浮うかんだのだ。


　黄。


　黒。


　青。


　赤。


　白。


　人ひと魂だまを思わせる、五つの光である。実のところ、魔ま法ほう使つかい以外の目には映らぬ、霊エーテル体の光でもあった。


　ちい、ちい。


　ちい、ちい。


　五つの光が、まるで小動物みたいに鳴いた。


　そのまま、風の流れに乗って、たちまち圭の手の内へと吸い込まれていったのである。


「……ふう」


　圭の肩かたから、どっと力が抜ぬけた。よほどの集中を続けていたものか、額にうっすらと血管が浮き出ている。こめかみを伝う汗あせは、けして暑さによるものではなかろう。


「で、どれどれと……あん？」


　竹筒を掲かかげ、圭の眉まゆが疑念に曇くもった。


　そして疑念は、すぐに怒いかりへと変わった。


「……星祭りの呪力が、これっぽっちってこたあねえな」


　歯ぎしりする。


「あの野や郎ろう……つまんねえ小細工しやがったな」


　唇くちびるの端はしから、赤いものが垂れていた。


　どこかおどけていた、飄ひよう々ひようとした若者の表情に似合わぬ──それは、真しん紅くの血であった。





　　　　２




（……あれ……？）


　ぼんやりとした視界の中で、いつきは首を傾かしげた。


　山道であった。


　だが、さきほどの祭さい壇だんへの道とは明らかに異なっている。


　高度が低いのか、木々の合間からは平地を見下ろすことができたし、山の色自体がすでに違ちがっていたのだ。


　初秋の色あせてきた濃緑から、冬も半ばを迎むかえた雪景色へと。


（雪……？）


　いかな山の上とはいえ、まだ早すぎるだろう。


　だが、現に踏ふみ下ろす足元には柔やわらかな雪が積もっており、天からもちらほらと白いものが舞まい降りていた。


　それに──いつき自身の視点も高かった。


　普ふ段だんの身長よりも、頭ひとつ分は高い。百八十近いか、ひょっとしたら超こえる。どうやら羽織を纏まとっているようで、袖そでから抜けたしなやかな腕うでには軽々とひとりの少女を抱だいていた。


　少女というにも幼い、わずか四、五歳ばかりの眠ねむれる女の子。


（──みかんちゃんっ？　で、でも今よりちっちゃい?!）


　いつきの動どう揺ようを──知るわけもないが、隣となりを歩いていた女が問いかけてきた。


「その子、どうするつもり？」


「…………」


　いつきは答えない。


　というか、何か答えようとしているのに、声が出なかったのだ。自分と重なっている身体からだなのに、いつきの側からは一いつ切さい操あやつれない。まるで、他人の身体の五感だけを借りている感じだった。


「あなたにしては珍めずらしいわよね。そういう他人へのおせっかい。猫ねこだったら、いつものことだけど」


「にゃあ」


「うにゃあ」


「にぃ～あ」


　女の言動に応こたえてか、足元で三匹びきの猫が鳴いた。


　ついでに、


「……にあ」


　と、これは頭の上から鳴き声がした。そこに、もう一匹寝ねそべっているらしい。


「む？　だんまりはひどいわね。そんなだから圭に嫌きらわれてるのに。──あ、でもあれは嫌われてるっていうよりは、憧あこがれの裏返しかしら。あの年とし頃ごろの男の子って、素す直なおに好意を表現できないものだしね」


　くすくすと、女は笑う。


　そうすると、頰ほおにえくぼができた。


　どちらかというと冷たく見える外見なのに、笑うと急に子供っぽくなる。あるいは、こちらが地なのかもしれなかった。


　その笑え顔がおを見て、いつきは──いや、いつきの意識は硬こう直ちよくした。


（石動……朔夜さん……）


　写真で見ただけの、石動圭の姉が、そこにいた。


（だったら、これは……）


　やっと、いつきは異変の理由を悟さとった。


　これは、現実の光景ではない。


　右目の──妖精眼グラム・サイトが視みている過去の光景だ。


　時折、こんなことが起こる。眼帯で封ふうじているにもかかわらず、いつきの右目は勝手に呪じゆ力りよくをたぐり、関連する過去や幻げん想そうの景色を視てしまうのであった。


「──でも、その子を持ちかえっちゃうのはいただけないわよ？」


　女──朔夜が、黙だまったままの腕に切り込んだ。


「だって、葛かつら城ぎ家のご息女よ。迂う闊かつに手を出したら、うちみたいな弱小流派、たちまち首が飛んじゃうわ。そりゃあ、その子の事情に同情はするけれども」


　視線は、幼いみかんへと移る。


「あの神童の妹よね？　神しん道とうのロジックが技術ではなく魂たましいに依よっている以上、その差が縮まることはありえないわ。いつまで経たっても、その子は姉の代用品から抜ぬけられないでしょう。──姉が死なない限り、ね」


　最後を、朔夜はさりげなく付け足した。


（…………）


『あのね……あたしも、お姉ちゃんがいるんだ』


　先日、みかんから聞いた言葉を、いつきは思い出していた。


『その……仲は悪くないと思うんだけど……いろいろあって。……それで……ちょっと用事で山に入ったとき……あたし、そのまま家出しちゃって……』


　あの言葉の裏にあった出来事。


　だけど、いつきが想像したよりも、ずっとみかんの状態はひどかった。


　吐と息いきは細く、小さなほっぺは赤く霜しも焼やけしている。眠っているのにカチカチと歯が鳴り、首筋は透すけそうなぐらいに青白かった。薄うすい巫み女こ装しよう束ぞくは、寒さからみかんを守ってくれなかったのだ。


「…………」


　そのみかんを抱だく腕うでは、ただじっと沈ちん黙もくしていた。


「ねえ、少しぐらい返事しなさいよ」


　目の前で、くるりと朔夜が雪を踏ふんで回る。


　ただし、声こわ音ねに怒おこった気配はなかった。むしろ、返事がないのを楽しんでいるようなきらいもあった。


　少しの間をおいて、


「私が──」


　と、答えがあった。


「え？」


「私が、破門になればよいでしょう。そうすれば、少なくとも流派自体が問われることはないはずです。もともと、私は仮入門の身ですし、あちこちの流派を転々としてますからね」


「……やだ。ひょっとして、あなたロリコンだった？」


「な、なんですか、それ！」


　うわずった声に、くすくすと朔夜は笑った。


「だって、あんまりじゃない。そんな理由でぽいぽい捨てられちゃ、軽すぎてたまったものじゃないわ。──で、じゃあ誰だれが代わりにここの星祭りを受け継つぐわけ？」


「いやまあその……お願いできません？」


「嫌いやだなあ」


「あや」


　困ったように、声は揺ゆらいだ。


「──噓うそよ。やったげる。師し匠しようは怒るでしょうけどね。あなたが来てから、ずーっと後こう継けい者しやにしたがってたもの。ああ、後、圭も絶対不ふ機き嫌げんになるわね。そっちのケアは自分でちゃんとしてよ？」


　悪戯いたずらっぽく、朔夜はもう一度微び笑しようした。


　それから、


「その子はどうするつもり？」


　と、訊きいた。


「──実は、〈アストラル〉に連れていこうかと」


「あなたが前ぶつぶつ言ってたユーダイクスとかいう錬れん金きん術じゆつ師しのいたところ？　でも、あそこって社長が失しつ踪そうしたんじゃなかったの？」


「ええ。ですが、組織自体は存続してますし、一応、籍せきは残してますので」


（あ……）


　いつきが硬こう直ちよくした。


　覗のぞき込んだ朔夜の瞳ひとみに反射して、やっと声の主の顔が見えたからだ。いくらか若々しかったけれど、それは間ま違ちがいなく──


　確信したところで、ぐらりと、視界が揺れた。


　夢の覚める兆候であった。


（あ、まだ──）


　抵てい抗こうもむなしく、急速に意識が覚めていく。視界は曖あい昧まいとなり、音は朧おぼろとなって、いつきを彼ひ岸がんへと連れていく。


　最後に、夢と現実の狭はざ間まで、こんな声が聞こえた。


「ねえ。代わりに約束して。だったら、あなたは圭を──」








「…………んあ」


「──にゃあ、にゃあ、にゃあ」


　ぺしぺしと、柔やわらかなものが、頰ほおを叩たたいていた。最初は柔らかかったのに、すぐばりばりと襟えり元もとを引っ搔かき、肌はだを傷つける音に変わった。


「痛、痛っ！　それ肉球じゃなくて爪つめ！」


　顔から引きはがし、空中に持ち上げる。


　案の定、白虎だった。社長就任当初から、最もいつきに懐なついている猫ねこだ。猫屋敷の四匹ひきの猫の中でも、一番のやんちゃ坊ぼう主ずである。


　だが、様子が尋じん常じようではなかった。


　持ち上げられたまま、四し肢しをばたつかせて、必死に何かを訴うつたえかけていたのだ。


「にゃあにゃあにゃあ！」


　その鳴き声につられて、いつきも横を見て──


「──みかんちゃん！」


　目を見開く。


　隣となりには、小さな旗がへんぽんと翻ひるがえっていた。気絶する前に玄武に渡わたされた旗だった。そのすぐそばに、みかんが横たわっていた。


　その肩かたを抱き上げようとして、もう一度硬直した。


「猫屋敷さん……」


　炎ほのおを映す銀色の髪かみ。火の粉とともに舞まい上がる、羽織の袖そで。


　折れそうに細く──なのに、ひるまない背中。


　かがり火の前で、倒たおれていたはずの猫屋敷が、再び儀ぎ式しきを行っていたのである。


「おや」


　振ふり向かず、猫屋敷が横目でこちらを見た。


　わずかに、視線だけを上下させて、会え釈しやくの代わりとする。


「すみませんね、社長。どうも、こっちの事情に巻き込んじゃったみたいで。一応準備してたんですけど、あはは、社長の手を借りることになっちゃいましたね」


「そ、そんなのいいですから！　とにかく休んでください！」


　あわてて、いつきが呼びかけた。


　かがり火に赤く照らされながら、猫屋敷の顔は蒼そう白はくであった。


「そういうわけにもいかないもので」


　淡あわく、青年陰おん陽みよう師じの唇くちびるが笑えみを含ふくむ。


　その間も、しなやかな指は一時も休まなかった。時に扇せん子すをあおぎ、時に複雑な印を結び、儀式を冷れい徹てつに進行している。粘ねばっこい疲ひ労ろうは明らかなのに、その進行だけが恐おそろしいほどに正確だった。


　正確すぎて──怖こわかった。


「猫屋敷さん、でも」


　震ふるえをこらえて、いつきが言う。


「いやいや。まあしんどいのはやまやまなんですが、ここはちとわがままを通させてもらえません？」


　にっこりと、青年の笑みが深くなった。


　いつも通りの、絶対にいつもとは異なる笑顔だった。


　白く柔らかな笑顔の内側に、猫屋敷は誰だれにも揺ゆるがせないものを秘ひめていた。


「…………」


　いつきは、言葉もない。


　こんな笑顔を見せられて、なにか言い返せるはずもない。


　それから、猫屋敷は、ひどく神しん妙みような声で口にした。


「ところで社長……ひとつ、お願いを聞いてくれますか？」


「…………」


　しばらく、いつきは答えなかった。


　眼帯の奥が、熱かった。


　ぱちぱちと火の粉が爆はぜる。その一ひと粒つぶ一粒に、凄すさまじい呪じゆ力りよくが重なっているのが分かった。さきほどの呪力の暴走は、いまだ収まっていないのだ。


　猫屋敷は、かろうじて返かやしの風を止めているにすぎない。それとて儀式を止やめれば、すぐさま元に戻もどるだろう。そのとき、星に還かえるはずだった大量の呪力は、どれほどの猛もう威いを振るうか。


　脳のう裏りに、荒こう野やが映った。


　呪力の逆流で薙なぎ倒される木々。それに巻き込まれる自分。みかん。猫屋敷。


　心臓が、高鳴る。


　恐きよう怖ふに、身体からだが硬かたくなる。喉のどの奥からいがらっぽいものがこみあげる。


（……たまるか）


　思った。


（負けて……たまるか）


　こんな、恐怖なんかに。ろくでもない予想なんかに。


　顔をあげる。


「……だったら、僕にも条件があります」


　と、いつきは言ったのだ。


「条件？」


「ええ。……猫屋敷さんが隠かくしている全部……僕に教えてください」





　　　　＊





　舞ぶ台たいは移る。





　その老人は、清潔なベッドの上で眠ねむっていた。


　口元には、半はん透とう明めいの呼吸器がつけられている。その呼吸器によって、老人はやっと生かされているのだった。


「三年前に入院されて以来、ずっとです」


　付き添そいの看護師は、ぼんやりとした顔でそう答えてくれた。ぼんやりなのは、魔ま神じんの術による副作用だが、証言の正確さには影えい響きようあるまい。実際、老人の身体は、数年動かさなかった代だい償しようで枯かれ木のごとく瘦やせこけていた。


「──ありがとうございます。少しの間、ふたりにしていただけますか？」


「はい」


　朦もう朧ろうとした瞳ひとみのまま、看護師は部屋を出ていった。


　後には老人と──金きん髪ぱつの少女だけが残った。


　病室にそぐわぬ、高貴な黒のドレス。憂うれいを秘めた碧みどりの瞳。なにより、歴史と誇ほこりとを同居させた優美絢けん爛らんたる気配。


　どれほどの群衆の中にあっても、この少女だけはついに埋まい没ぼつしないだろう。


　アディリシア・レン・メイザースであった。


「……さあ」


　ただ呼吸するだけの老人の耳元へ、アディリシアは唇を近づけた。


　そして、こう囁ささやいたのだ。


「星祭りのこと、ご存じですわね？」


　突とつ然ぜん、老人の目がかっと剝むいた。


　瞳には、禍まが々まがしい光が宿っていた。アディリシアのよく知る光であった。


　──妄もう執しゆう。


　魔法使いのほとんどが大なり小なり隠し持つ感情だった。でなければ、いかに言こと霊だまを乗せた言葉といえど、これほどの効果は表れまい。


「星祭り……猫屋敷蓮……」


　嗄かれた声が、喉から漏もれた。


「ええ。猫屋敷蓮と石動朔夜、それに石動圭。いずれもあなたのお弟で子しさんですわね。もっとも猫ねこ馬ば鹿かは三年前にあなたのもとを出たようですけれど」


　誰が知ろう。


　この老人こそは、猫屋敷の師し匠しようのひとりであり、石動圭・朔夜の両名を教えた達人アデプトだったのだ。


「その猫馬鹿から頼たのまれて、あなたを捜さがしましたの」


「わし……を……？」


　老人の声が、虚こ空くうに消える。


　一呼吸、間をおいて、アディリシアは言った。





「ええ。どうしてあなたは、三年前、石動朔夜に引き継がせた星祭りを妨害したんですの？」





「…………」


「汝なんじ、口を閉とざすべからず。──答えなさい」


　強く、アディリシアが言う。


　手のひらに、小さな真しん鍮ちゆうの壺つぼが載のっている。


　七十二柱の魔神が一柱──フォルネウスがその内側に潜ひそんでいるのだ。たとえ顕けん現げんさせずとも、一定の制限内であれば『力』を借りることができる。言霊の強化もそのひとつであった。


　やがて、


「わし……は……」


　老人の喉が、びくびくと別個の生き物のようにひきつった。


「わし……を……引き継げるのは……猫屋敷だけじゃった……」


「……どういう意味です？」


「圭も……朔夜も……まるで足りなんだ……」


　引き裂さけるように、老人の唇くちびるが醜みにくい笑えみを刻んだ。


「わしのすべてを……引き継げる素養があったのは……猫屋敷だけじゃ……。六十四卦け……三百八十四爻こうの陣じんも……ほかの術も……やつだけがすべてをこなした……石動のふたりの血など……所しよ詮せん傍ぼう流りゆうも傍流……魔の血など……欠片かけらほどしか残っておらぬ……かかかかか……朔夜がわしを継ぐじゃと……ありえぬわ……」


「…………」


　アディリシアは沈ちん黙もくした。


　それは、魔法使いとして生きるものにとって、絶対的な摂せつ理りだった。


　才能も、努力も──魔道においては、血の一ひと滴しずくに及およばない。何百年、何千年という家系そのものが残してきた年月こそがすべて。忌いまわしき血こそがすべて。それなくしては、どんな些さ細さいな魔術も成立しない。


　結局のところ、何もかも生まれる前から決している。


「じゃから……星祭りなど……朔夜にさせるわけがないわ……それぐらいなら……わしが自分で潰つぶした方が……祭りもできなくなったわしごと消えた方が……よほどましじゃ……くかかかかかかかかか……かかっかかかかかかかかかっかかかかかかかっか」


　老人が、嗤わらう。


　妄執とともに、嗤う。


（……かも、しれませんわね）


　アディリシアは、ひそかにため息をついた。


　老人の言葉は、度を超こえてはいても、異い端たんではない。


　まともに受け継がれぬなら、無くなってしまった方がいい。魔法も使えなくなった自分ごと、消えてしまうのがいい。魔ま法ほうが存在意義とすれば、むしろそれは自然な思考である。


　魔法使いとは、そういう生き物なのだ。


　愚おろかで、馬ば鹿か馬鹿しい、道化クラウンのような存在。


　アディリシアの父も──そうだったように。


「くかっかかかっっっ……かっかかっかっかっかかかかっ……かかかかっかかかかっかかかかかかかかかかかかかかかかかか……っかかかかかっかかかかっかかかかっかか……かかかっかかかかかっかかかかっかかかかかかっかっかかかっかかっかかかかかかかかかか」


　もはや、老人の声は意味をなさなかった。


　狂きよう笑しようだけが部屋を蝕むしばみ、どろどろと汚よごしていった。


「…………」


　無言で病室を出て、アディリシアは少しの間、胸を押さえた。


「確かに……私たちはそういうモノかもしれません」


　と、口にした。


「でも……それだけじゃありません。それに……だからって、他人を犠ぎ牲せいにする言い訳にもなりませんわ」


　──いいや。


　それも違ちがう。
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　つい数ヶ月前までなら、間違いなく、自分も老人と意見を同じくしていたはずだ。他人の命など、魔法という価値の前には塵ちり芥あくた同然と言いきったはずだ。


　あの少年に──伊庭いつきと出会うまでは。


「……あ」


　恥はずかしそうに、アディリシアはうつむいた。


　いつきのことを思った途と端たん、憂ゆう鬱うつを忘れて、つい瞳ひとみが和やわらいでしまったのに気づいたからだった。


「イ、イギリスから帰ってきた早々、手間をかけさせますわね。本当に」


　自分に言い聞かせるみたいに口にして、アディリシアは熱くなった頰ほおを撫なでた。


　携けい帯たい電話へあるナンバーをプッシュしたのは、さらに数分後のことであった。





　　　　３




「……こいつか」


　密集した雑草の間へ手をめりこませ、圭はかすかに目を細めた。


　力をこめ、一思いに引きぬく。青い臭においとともに、ぶちぶちと多くの草がちぎれた。


　ランタンの光まで手を持っていくと、その草の間に白いものが混じっていた。


　小さな旗であった。


「やっぱりな」


　山のあちこちに、その旗が埋うめ込まれていたのである。


　その旗によって、自分の呪じゆ術じゆつが弱められたのだと、圭は悟さとっていた。


　地脈にいくつかの触しよく媒ばいを埋め込むことで、その流れを人じん為い的に操あやつる術だ。


　風水の原理によるものだが──陰おん陽みよう道どうにも存在する。というよりも、陰陽道が風水から取り込んだ術のひとつだ。もとより陰陽道は総合呪術であり、多くの魔術を取り込んで生まれたものなのだから、当然だろう。


　そして、この場合、弱められた自分の術は──


「……ちっ」


　舌打ちして、圭は旗を握にぎりしめた。旗の竿さおが脆もろくも拳こぶしの中で砕くだけ散る。


　胸の中に、葛かつ藤とうがあった。


（それでいいのか？）


　常に問いかけてくる、もうひとりの自分。


（──こんなことをして、何になる？）


　何にもなりはしない。


　そんなことは分かっている。


　それでも、止まることはできなかった。


『あいつが黄金きんなら……お前らは泥じゃ』


　脳のう裏りに、いいや魂たましいの底にへばりついた──嗄かれた声。


『あいつがいれば……お前らなんぞ……殺してやるのに……』


　猫屋敷が消えて以来、錯さく乱らんした師し匠しようがずっと口にしていた言葉。訓練のときも儀ぎ式しきのときも、ずっと言い続けていた台詞せりふ。


　その、結末に。





　姉の朔夜は、星祭りごと潰つぶされた。





（だから）


　だから、なのだろうか。


　若者の胸に燃えたのは、歪ゆがんだ炎ほのおであった。


　見捨てられた自分と姉と、ずっと高みにいる猫屋敷と、その差を塗ぬりつぶしてやろうと。


　たとえ泥でも黄金を汚せると、そう証明してやろうと。


　それも、この星祭りを使って。


『……圭お兄ちゃん──！』


　急に、無む邪じや気きな幼い声が浮うかんだ。


（…………！）


　消す。忘れる。削さく除じよする。


　そんなものは不要だ。


　この日のために、自分は砂を嚙かむような三年を生きてきたのだから。


（だから俺は──猫屋敷を──）


　──殺したいのか？


　もうひとりの自分が、問いかけてくる。


　どのみち、星祭りほどの呪じゆ力りよくで返かやしの風を受ければ、猫屋敷といえども無事ではすむまい。まして、前回の星祭りの失敗で、山中に澱よどんだ呪力が残留しているのである。いかに小細工で慰い撫ぶしようと、それらの呪力に触ふれれば、人の命などあっさりと散るだろう。


　だったら、結局自分がやりたいことは──


「────！」


　猛もう烈れつな勢いで、圭が背後の山道を振ふり返った。


「……なんだ、てめえかよ」


　坂の上で、懐かい中ちゆう電灯が光っていた。それを握る手は、かすかに震ふるえているようだった。


　伊庭いつきが、立っていた。








「圭さん……」


　坂下の若者を見下ろし、いつきは息を飲む。


　出会ったときの、飄ひよう々ひようとした人なつこい感じはどこにもなかった。若者の眼まな差ざしにこめられているのは、ひどく冷れい徹てつな意志だけだった。


「圭さん」


　と、もう一度言う。


「あなたが、細工したんですか？」


「あん？　ああ、ああ、星祭りのことな。確かに妨ぼう害がいしたぜ。どうだ？　猫屋敷のやつ、息も絶え絶えってぐらいにゃなってるか？」


　とぼけるでもなく、圭は肯こう定ていし、肩かたをすくめた。


「猫屋敷さんから、話を聞きました」


　いつきが、言う。


「……へえ」


「お姉さんの朔夜さんが、ここの星祭りを請うけ負って──お師匠さまに妨害されて、瀕ひん死しの重体になったって」


　猫屋敷から聞いた話は、ごく短いものだった。


　猫屋敷が一時期師事した陰おん陽みよう師じと、石動姉し弟ていとの因いん縁ねん。三年前の星祭りで起きた事件。その真相。


　そして、圭の仕し掛かけたであろう──呪じゆ術じゆつ。


「でも、それって……」


　おかしい、といつきは言おうとした。


　言えなかった。


「筋すじ違ちがいってのは、最初から分かってる」


　圭が吐はき捨てたのである。


「俺たちは……師匠に見捨てられた。俺たちに譲ゆずり渡わたすぐらいなら、自じ滅めつした方がましだってな。まあそうかもしれねえ。魔ま法ほう使つかいなんて、最初っからそういうもんだ。でなきゃあ、この現代に魔法使いなんて生き方は選ばねえからな」


「…………」


　いつか、いつきは猫屋敷に同じことを言われたことがあった。


　現代において、魔法なんて不要であると。


　空を飛ぶなら飛行機に乗ればよい。遠くの人と話すなら携けい帯たい電話を使えばいい。街を焼き払はらうような魔法よりも、ナパーム弾だんの方がよほど安くて確実だ。


　だけど、そんな世界でも魔法を選ぶものはいる。


　魔法を選んでしまったものがいる。


　選んでしまったのならば、その価値こそが絶対だ。世界がどれほどに無価値と言おうが、そんな言葉は何の意味も持たない。


　そう、そんな人間を、いつきも知っているのだ。


　いつきが〈アストラル〉にやってきて、最初の大きな事件。七十二の魔神を従えていた、大魔法使いの末路。


「馬ば鹿か馬鹿しいだろう？」


　圭が言う。


「別に、猫屋敷が悪いわけじゃねえ。んなこた分かってる。あれから三年も経たってんだ。ゆっくり考えるひまはあったさ」


　唇くちびるを歪ゆがめ、


「だけどな、割り切れねえだろうが」


　と、圭は嗤わらった。


「あいつがいなきゃ起きなかった。あいつがいなきゃこうならずにすんだ。それも確かなのに、筋違いだとか逆さか恨うらみだとか、そんな言葉で飲み込むことができたら苦労しねえよ」


（……ああ）


　いつきは、ひそかにため息をついた。


　おそらくは、ふたりともなのだ。


　猫屋敷は最初から罠わなだと分かっていて依い頼らいを受け、圭は悟さとられていることを承知で罠にかけたのだ。


　なんと馬鹿馬鹿しい。


　なんと切ない。


「だから、こいつは俺と猫屋敷だけの問題だ。お前は関係ない。──どけ」


　圭が、前に出た。


「違ちがう」


　と、いつきは言った。


「……あん？」


「どんな事情でも、圭さんは〈アストラル〉に依頼したんだ。だから、僕に関係ないわけがない。ううん、〈アストラル〉が関係なくても、社員の──猫屋敷さんのことが、僕社長に関係ないわけがない」


　いつきは、強く口にする。


　たとえ割り込めない事情があっても──それが〈アストラル〉に関することであるかぎり、自分の仕事だと言い張る。


　この数ヶ月で得た、いつきのやり方だった。


「……なるほど」


　圭の目が、すうっとナイフのように細まった。


「……なら、どうする？　俺と、お前がやりあうってのか？」


「いいえ」


　それにも、いつきは首を横に振ふった。


「僕は、猫屋敷さんから頼たのまれてます」


「あいつから？」


　圭の眉まゆが寄る。


　その瞳ひとみの中で、少年は小さくうなずいた。


「ふさわしい場所と機会を用意したそうです。──だから、僕についてきてください」





　　　　４




　一時間ほどで、目的地には着いた。


　いつきは山道がしんどそうだったが、圭にとっては慣れた地形であった。この数年、あちこちで齧かじった修しゆ法ほうのうちには、山さん岳がくを利用したものも多くを占しめていた。


　特に、そこはよく知った場所であった。


　山頂近くの、開けた空間。


　三年前、星祭りが行われたのと同じ場所。


　かがり火を中心に注連しめ縄なわが張り直され、各所には蠟ろう燭そくと御お神み酒きが捧ささげられていた。ぎりぎりと強きよう烈れつな呪じゆ力りよくに苛さいなまれながら、かろうじてそれらの装置が儀ぎ式しきを安定させていた。


「圭お兄ちゃん……」


　その儀式場の端はしに、みかんがいた。


　無む惨ざんな姿であった。


　暴走した呪力に打たれ、身体からだのあちこちに穢けがれた痣あざができていた。巫み女こ装しよう束ぞくの肘ひじや膝ひざが破れて、それでもそんな傷にはかまいもせず、一心に圭を見つめていた。


「…………」


　圭は、無視する。


　精せい一いつ杯ぱいの力で、少女を見ようとする衝しよう動どうを制止する。


　見るべきは、夜空へと回転する、大規模な呪力の渦うずであった。


　その内側──燃え盛さかるかがり火の前で、


「これはどうも」


　座ったまま、ゆるりと猫屋敷が会え釈しやくしたのだった。


「お前……」


　強く奥歯を嚙かみ、圭はその陰おん陽みよう師じを睨にらみつけた。


「どうして、俺を呼んだ？」


「おや心外ですね。手間を省いただけですよ」


　ひらひらと、猫屋敷が扇せん子すを振る。


「だって、ここでなくては、目的が果たせないでしょう？　もともと、この流派の星祭りは呪力を祓はらうのが主眼じゃないですし」


　そう。


　この星祭りの、元来の効用は呪力の払ふつ拭しよくではない。


　その逆といってもよい。


　澱よどんだ呪力を循じゆん環かんし、浄じよう化かさせ、自らの身体に取り入れるのである。その呪力によって術者自身を賦ふ活かつさせ、より高度な魔ま術じゆつに適応させるための術だった。


　ゆえに、星祭りの儀式は、奥おう義ぎとされた。


　あの師し匠しようが、圭や朔夜には受け継つがせなかったもの。


「私が祓はらう呪力を──あなたは、自分のもとへ引き込むつもりでしたね？」


　猫屋敷が、喝かつ破ぱした。


「…………っ」


「まあ、それなりに予想はできますよ。一度失敗すると、儀式の難度ははねあがりますし、もともとあなたは後こう継けい者しやでもなかったんですから、儀式自体もちゃんと教わってるわけがない。となると、私に儀式をやらせて、呪力を横取りするぐらいしか方法がないですからね」


　猫屋敷の言葉は、圭の胸を突つき刺さした。


　結局、そうするしかなかった──そうするしかなかったが、卑ひ劣れつで卑ひ怯きような手段。自分の手で星祭りを奪うばうための唯ゆい一いつの方法。


「じゃあ……どうするつもりだ」


「そうですね。──玄武、白虎、朱雀、青龍、星祭りをお願いします」


　猫屋敷が、かがり火の前から立ち上がる。


　一いつ瞬しゆん、呪力の渦が揺ゆらいだが、すぐに回帰した。それだけで、猫屋敷が組んだ儀式の強度が痛感できた。相当な呪的技術でも為なしえない、式神との完かん璧ぺきな同調。


　それをこなしながら、猫屋敷は淡あわく笑った。


「では、今ここで魔術決闘フエーデといきませんか？」


「なっ……」


　魔術決闘フエーデ。


　魔法使いの私し闘とうを許さぬ〈協会〉が、ただひとつ例外とした、決闘方法である。


「さっきお願いしましてね。うちの社長が証人になってくれるそうです。極きわめて略式ではありますが、〈協会〉準じゆん拠きよの形式ぐらいは整いますよ。──そうですね、あなたが勝ったら、この星祭りの呪力は好きにしてよろしい。正式な儀式も、私なりに改良した方法もすべて教えてさしあげましょう。なんでしたら、責任を持って、横取りさせてあげますよ？」


　淡たん々たんと、猫屋敷は説明する。


　その間も、かがり火はごおごおと燃えていた。


「……にあ」


「にゃあ」


「うにゃ」


「にい～あ」


　四匹ひきの猫ねこたちの鳴き声に従い、呪力は操作され、正しく天へと還かえっていく。


「玄武たち貸しますんで、星祭りの続き、お願いしますね。みかんさん」


「あ、あ……うん」


　重々しく、みかんがうなずく。


　そこで、圭は気がついた。


「お前……まさか、みかんと式神に星祭りをやらせたまま、俺とやりあうつもりなのか？」


「いけませんか？」


　猫屋敷の微び笑しようは崩くずれなかった。顔色は蒼そう白はくと変じていても、青年の傲ごう慢まんは何ひとつ損そこなわれてはいなかった。


「ハンデとしては悪くないかと。それに、こそこそ裏で呪じゆ術じゆつ合戦をするよりは、楽しめるかと思うのですが」


「て……めえ……っ!!」


　激げき怒どに、圭の言葉は途と切ぎれた。


　途切れたまま、長い──あるいはとても短い時間が流れた。


　やがて、顔があがった。横合いから照らすかがり火のためか、内面よりにじみ出す憎ぞう悪おのせいか、鬼き面めんのごとくに禍まが々まがしい表情だった。


「……いいだろうよ」


　と、その鬼面が告げた。


「やってやる。──魂たましいの欠片かけらも、残ると思うな」








　呪力が澱んでいくのを、いつきは視みた。


　色ではなく、それは穢けがれ。


　目の前で、圭の身体からだから噴ふき出している呪力が、世界を穢していく。普ふ段だん、穂波やアディリシアに視る、美しい呪力の流れとはまるで違ちがう。でたらめに絵の具をかき混ぜたような混こん沌とんとした呪力であった。


（……う、わ）


　目眩めまいと吐はき気で、いつきの身体が揺らぐ。


「……大だい丈じよう夫ぶ」


　そのスーツの手首を、小さな手が握にぎったのである。


「……みかんちゃん……」


「あたし……守るから」


　きゅうっと唇くちびるを引き締しめて、みかんは言った。


「どっちがどうなっても……最後の一線だけは……あたし、絶対、ちゃんと助けるから。星祭りだって……ちゃんとやってみせるから」


　それが、みかんの覚かく悟ごだった。


　事情を知って、兄と慕したった若者に裏切られたのを知って、それでもこの少女は残ったのだ。


　助けるから、と。


　最後の一線だけは、と。


「…………」


　それが、八歳の子供の言葉だろうか。


　──いや。


　いつきは、思いなおす。


　そんなことを八歳の子供が言うのが、当たり前な世界なのだ。


　魔ま法ほう使つかいの世界。


　現代に背を向け、あえて魔法などという危険な果実へ触ふれたものの世界。


　自分の立つ場所を思って、いつきは自分の膝ひざが笑い出すのを感じた。


（……ううん）


　首を、横に振ふる。


（……それでも、僕は）


　見なきゃいけない。視なきゃいけない。


　その世界に踏ふみ込んだものとして。


〈アストラル〉の社長として。





　──かがり火が、一ひと際きわ大きな音で爆はぜた。





　刹せつ那な、ふたりの陰おん陽みよう師じが動いた。


　魔術決闘フエーデが──始まった。





　　　　５




　かがり火の爆ぜる音を、圭は遠く聞いた。


　暗い山の夜の、派手な異音だったというのに、瞳ひとみは小こ揺ゆるぎもしなかった。


　すでに、意識が魔術へと集中しているのだ。外界の必要ない情報はすべて意識外で処理されている。


　自らの思うとおり、世界を変容させるほどの集中。


　しなやかな手が懐ふところへ入る。


「天あめに次つく玉たま。地に次玉。人に次やどる玉たま──！」


　声こわ高だかに、呼ばう。


「御み末すえを請うけ信ずれば、天狐地狐空狐赤狐白狐。稲荷いなりの八霊、五狐の神──稲荷秘文慎つつしみ白す！」


　詠えい唱しようとともに、取り出した竹たけ筒づつの先から何かがあふれた。


　五つの色だった。


　黄、黒、青、赤、白。


　人ひと魂だまのごとき光が、山の地じ肌はだに触れるや、形を持つ。


　細長い形をした、獣けものであった。狐きつねというよりもオコジョかなにかに近かった。わずかに毛皮の色が違ちがい、チイチイと鳴なきわめいている。


「……くだぎつね」


　猫屋敷が、呟つぶやいた。


　おさきとも、にんことも呼ばれる、一種の霊れい獣じゆうだ。使い魔アガシオンとしてはかなり低級に位置し、それゆえに未熟な腕うでのものでも、多数と契けい約やくすることができる。


　だが、この場合、猫屋敷の注目したことは──別の事実であった。


「五つの色を、さらに五行に見立ててますか。それなら実力以上の数でも使し役えきできるでしょうが──ずいぶん外げ法ほうに染まりましたね」


「お前の四し神じんと同じさね。術式として使えるなら、稲荷信しん仰こうだろうがなんだろうが引っ張ってやるさ」


　圭が嗤わらう。


　もとより、陰おん陽みよう道どうとはそういうものだった。


　猫屋敷の猫ねこが四神ならば、圭の霊獣は五行に照応する。木火土金水──世界を形成する五大の要素エレメントだ。


　自分の才能では追いつけないと、圭は知っていた。


　それならば、自分以外のもので補えばいい。


　ほかの誰だれも手を出さぬような方法で。


　──たとえ、それが破は滅めつへの道だとしても。


「不ふ肖しようの弟で子しが、今、最高の弟子に問うぞ。──どちらが本当に優すぐれた魔法使いかってな。行け！」


　最後は、くだぎつねたちへの命令だった。


　五匹ひきの狐が、地を駆かける。


　五行に対応した陣じん。圭のしつけてきた通りに、くだぎつねたちは反応する。いいや、圭の腕ではそれしか出来ないというべきか。


　それで十分だ。


　走るくだぎつねたちに合わせて、手首をひねり、袖そでに仕し掛かけていた符ふを準備する。


「…………」


　猫屋敷もまた、手のひらへ符を並べた。


　符ふ呪じゆ。


　真しん紅くの紙に、水銀より取り出されたる朱しゆで、急急如律令律令のごとく速くと書かれた通り──陰陽道における、最も速い術。


「「──疾チツッ！」」


　どちらも、泰たい山ざん府君炎えん羅ら符呪。


　互たがいの符が、飛ひ翔しようなかばで地じ獄ごくの炎ほのおを喚かん起きし、怒ど濤とうのごとく敵を包み込もうとする。


　その炎の渦うずへ、圭は走った。


「──疾チッッ！」


　符を、さらに並べる。くだぎつねの陣を変えて呪力を増幅させる。目の前へ星形の図形セーマンを描えがき、爆ばく風ふうを防ぐべく、用意していた漆しつ黒こくの霊符を撒まき散らす。


　五行にて、火を克こくするは水。


　すなわち、黒龍北斗水帝符呪。


　霊符が、大河のごとき水の龍を吐はき出し、炎をせき止める。


（──いける！）


　圭の考えでは、この符で、炎を蹴け散ちらし、猫屋敷の許もとまで到とう達たつできるはずだった。


　だが。


　水の龍は、炎と相そう殺さいした。


　ばかりか、消えた炎の内側から、猫屋敷が低く囁ささやいた。


「疾チツ」


　漆黒の霊符が──圭のそれに数倍する大きさの、水の龍を形成した。


　その水龍が身体からだをうねらせ、圭へと顎あぎとを開いた。呪力でつくられた顎は、陰陽師の命令あらば、猛もう獣じゆうさえ嚙かみ砕くだく。


「そのまま──」


　喰くわれなさい、と言いかけ、猫屋敷は絶句した。


　喰われる直前、圭は新たな符を自分の足元へ投げたのだ。


　爆ばく発はつ。


　直後、足元で起きた爆風が、若者の身体を森の方向へ吹ふき飛ばした。猫のように身体を丸め、そのまま圭は木々の間へと跳とび移ったのである。


「……なるほど。実戦を重ねたやりかたですね」


　呟き、猫屋敷は肩かたをすくめた。


　顔に余よ裕ゆうはなかった。


　正面からでは勝てぬと見るや、一いつ瞬しゆんで退ひいてみせる機転の速さ。それは以前の圭にはなかったものだ。


　むしろ──猫屋敷のやり方に近い。


　しかも、若者は置きみやげまで残していった。


「猫屋敷さん……」


「──まだ、魔術決闘フエーデの最さ中なかです」


　駆け寄ろうとするいつきたちを、右手をあげて制する。


　同時に、左手はしばらく使えないな、と冷静に計算しながら、森の内側へと歩いていく。


　その羽織の左袖が、圭の逃にげる際の炎を受けて、ぶすぶすとくすぶっていた。








　森は、いやに湿しめっぽかった。


　星祭りの儀ぎ式しきにより、呪力が凝こごっているのである。風もないのに梢こずえが鳴り、雑草がざわざわと身をくねらせる。なんでもない灌かん木ぼくや、蟻ありや百足むかでをはらんだ土からも、禍まが々まがしい瘴しよう気きが湧わき出るようであった。


「……痛……」


　そんな灌木に隠かくれながら、圭は火傷やけどを負った足に霊符を貼はっていた。


　血止めの符である。火傷にどれだけの効用があるかは怪あやしかったが、現時点ではほかに使える術がなかった。


（一回の応おう酬しゆうでこれかよ）


　今の一合の意味を、圭は悟さとっている。


　──押し負けたのだ。


　猫屋敷は、これまでの儀式で疲ひ労ろうしているはずだった。対して、圭はくだぎつねも五行も利用して、呪力をぎりぎりまで増ぞう幅ふくさせている。


　かつ、火に対して有利なはずの水の符呪。


　それで、相殺しただけ。


（くそったれが！）


　赤子と大人のごとき、情けなくなるほどの力の差だった。


　いや、『血』の差というべきか。


　圭の場合──才能はあった。


　魔ま法ほう使つかいの場合の才能とは、つまり家系で決まってしまう『力』の、どれだけを活いかせるかということだ。わずかな呪力で行使できるよう術式を効率化し、代だい償しようを少しでも減らせるよう触しよく媒ばいに工く夫ふうを凝らす。文字通り魂たましいを削けずる苦行の果て、才能さえあれば、確かに魔術の腕うではあがっていく。


　だが、それがなんになる？


　十の素養をもつものが、十の力すべてを使えるようになった。


　だからといって、百の素養のうち二十を使えるものには勝てないのだ。そして、魔術の血とは、十と百どころか、十と千、十と万の差さえありえる世界なのだ。


（俺は、あいつとは違ちがう……）


　才能があればこそ、自分と猫屋敷の差は分かった。分かってしまった。


　自分が既き存ぞんの術を身につける間に、あいつは新しい術をつくりあげている。自分が地べたを這はいずる間に、あいつは悠ゆう々ゆうと空を飛ぶ。


（才能以上に……血が違う……。俺らみたいな……傍ぼう流りゆうも傍流の魔法使いなんざ……何とも思ってねえだろうが……）


　ああ、分かっているとも。


　ただの劣等感コンプレツクスだ。


　だが、それでも圭は嫌いやだった。


　自分が歯し牙がにもかけられないことに我が慢まんできなかった。愚ぐ劣れつだろうが、卑ひ劣れつだろうが、あいつを振ふり向かせてやりたかった。


　姉のことさえ、その前では霞かすんだ。


（くそ！　くそ！　くそ！）


　自らを罵ののしる圭は、だから気が付かなかった。


「何が……嬉うれしいんですか？」


　唐とう突とつに、そう訊きかれたのだ。


「────っ！」


　身をひねる。


　闇やみから飛来した純白の霊れい符ふが、圭のジャケットをかすめて、樹木の根元へ突つき刺ささった。


　刹せつ那な、黒土が盛り上がり、その内側からハリネズミのごとき針の山を生み出して、圭へ襲おそいかかったのである。


　いわく、太白破軍金神符呪。


「糞くそっ！」


　すべてが、刹那の判断だった。


　跳ちよう躍やくし、頭上の枝へ手を伸のばして、その反動で針山の範はん囲いから逃のがれる。牽けん制せいでさらに符を打ち、大きく後ずさる。


　だが、牽制の符はすべて迎げい撃げきされた。


　森の闇を抜ぬけて、猫屋敷蓮の扇せん子すが叩たたき落としたのであった。


「お前……」


「何故なぜ……笑っているんですか？」


　もう一度、奇き妙みようなことを、猫屋敷は言った。


　その言葉につられて、圭は自分の唇くちびるへ触ふれた。


　硬こう直ちよくした。


「そうか。……笑ってるか、俺」


「ええ、笑ってますよ」


　猫屋敷がうなずく。


　圭は、唇に手をあてたまま、沈ちん黙もくしていた。


「…………」


　自分は──猫屋敷に復ふく讐しゆうするはずだった。


　どんな手を使ってでも、振り向かせようとしたはずだった。


　なのに。


　喜んでしまったのか。


　猫屋敷蓮が──いまだに圧あつ倒とう的であることに。自分など届かない、遥はるかな高みの存在でいてくれることに。


　だったら、自分は──。


「…………」


　ちいちい、と声が聞こえた。


「お前ら……」


　見下ろす。散らばっていたくだぎつねたちが、いつのまにか足元に戻もどっていたのである。


　それで、すとんと覚かく悟ごが決まった。


「だったら、いいぞ。お前ら」


「あなた──」


　猫屋敷の眉まゆが寄った。


　その前で、ごく静かに、圭は呟つぶやいた。





「俺を、食え──」





　しゃぎゃあ。


　突とつ然ぜん、くだぎつねたちの口元は引き裂さけた。


　鉄をこすりあわせるような声で鳴き、皆みなが圭の登山靴ぐつを嚙かみ破る。そのまま、足元から、五匹ひきのくだぎつねが忍しのび入ったのだ。


　伝承では──くだぎつねは、足の爪つめから、手の爪から人に取り憑つくという。


　そして、こうやって憑ひよう依いされたものを、狐きつね憑つきという。


「……お、おおお……っ？」


　痙けい攣れんする圭に、猫屋敷が目を見張った。


「あなた、自分の──身体からだに……！」


「あああああああああああっ！」


　声にもならぬ声が、圭からこぼれた。


　跳とんだ。


　足が、鮮あざやかな弧こを描えがく。


「疾チツッ！」


　猫屋敷の放った霊れい符ふが、炎ほのおを放つ。


　その炎ごと、蹴けりは吹ふき飛ばした。単なる肉体の技わざにあらず、蹴りには壮そう絶ぜつな呪じゆ力りよくがこもっていたのである。


「狐憑つき──荼だ吉き尼に天てん呪法！」


　猫屋敷の叫さけびを、圭は狂きよう的てきな熱の中で聞いた。


　これが、二流の血しか受け継つがなかった自分を補う技であった。


　自分の身を──魔まに明け渡わたす。死肉を喰くらい、夜や叉しやを統すべるとされる荼吉尼天の霊力をもって、自分自身を供く物もつとする。


「ごおおおおおおおおおおおっ！」


　吼ほえる。


　ぶつぶつと、肌はだが粟あわ立だつ。


　ぐつぐつと、血が沸ふつ騰とうする。


　異常な興奮と衝しよう動どうの中で、圭は猫屋敷へと跳はねた。





　　　　＊





「つまり、石動圭は……」


『ええ。姉の石動朔夜が行った星祭りに同席していたんでしょう。一応カルテも拝見させていただきましたけど……まず間ま違ちがいありませんわ』


　電話越ごしのアディリシアの言葉に、穂波・高瀬・アンブラーは唇くちびるを嚙んだ。ひどくやるせなさそうな面おも持もちだった。


〈アストラル〉の事務所である。


　少し前、出張から帰ってきた穂波が、黒羽の代わりにその電話を受けたのであった。


「ありがと、アディ。後はこっちでやる」


　礼を言って、古めかしい黒くろ塗ぬりの受話器を下ろす。


　その隣となりで、黒羽が胸を押さえていた。


「あの……どういうことなんですか？」


　彼女にも、ある程度の事情は聞こえていた。


　石動圭が、猫屋敷を罠わなにかけた可能性の高いこと。その理由が、三年前の星祭りに端たんを発はつすること。


　だが、それにつけくわえて、穂波はこう言った。


「星祭りの呪波汚お染せんを受けて、石動朔夜は死んだんや。その余波で、師し匠しようも衰すい弱じやく。現代医学がどうにかできる病じゃないけれども、表に出る症しよう状じようぐらいは分かるやろ？　で、カルテが確かならもうひとり──石動圭も、師匠と同じ症状やそうや」


「え？」


「つまり、三年前、星祭りで澱よどんだ呪力を、石動圭も受けていたということや。平気な顔で動いてるのが不思議なぐらいやね。あたしの聞いたとおりやったら、それこそいつ死んでもおかしくないやろうに」


　だから、今になって星祭りを依い頼らいしたのだろう。


　機会が……もうなかったから。


　猫屋敷に挑いどむ機会が。


「じゃあ……穂波さん、皆は……」


　黒羽が、ひどく震ふるえた声で口にした。


「すぐ──行ってくる」


　穂波は箒ほうきをつかみ、足早に歩きながら、ふと窓を見やった。


　夜明けは──まだ遠かった。





　　　　＊





　ごおっ。


　熱い風が、猫屋敷の肩かたを突ついた。


　圭の拳こぶしであった。


　用意していた守りの霊符が、まとめてちぎれる。ばかりか、まともに当たってもいないのに、猫屋敷の──けして小こ柄がらとはいいがたい身体からだが浮ういた。


　数メートルを跳とび、背中から樹木の一本に激げき突とつする。


「お、あ……っ」


　肺から空気と、血の臭においが逆流した。


　今の一いち撃げきによるものだけではなかった。


　星祭りを維い持じしながら、かつ魔術決闘フエーデを戦う。その無理は、十分に青年の身体と魂たましいを傷つけていたのである。


　内臓と──おそらくは、霊エーテル体までにも残る傷。


「…………」


　その身体で、猫屋敷は圭を見み据すえた。


　若者の瞳ひとみは、赤く染まっていた。並びの良かった白い歯が剝むき出しになり、だらだらと涎よだれを流していた。


「猫屋……敷……」


　その唇が、呟つぶやいた。


　まだ、自じ我がはあるようだった。


　その事実が、驚きよう異い的ともいえる。だが、長くはもつまいとも、猫屋敷は思った。


　圭の魔術は、すでに陰おん陽みよう道どうではない。稲荷いなり信しん仰こうでもない。修しゆ験げん道どうとも言い難がたい。


　このような術を表す名前はただひとつ。


　外げ法ほう。


　魔術の道さえ、外れた法。


「猫ヤシキ……」


　また、圭が言った。


　とんっ。


　力をこめるでもない。軽く、地面を踏ふんだだけだ。


　それだけで、次の瞬しゆん間かんには、ふたりの間合いが詰つまっていた。


　鞭むちのようにしなった右みぎ脚あしが、一直線に猫屋敷のこめかみへと迫せまった。


　半身になってそらす。


　間に合わない。


　両りよう腕うでを交差させて、受けた。爆ばく弾だんが弾はじけたような衝しよう撃げきが身体に伝わった。


　今度は、地面を転がる。砂じや利りで肌はだが削けずれ、灌かん木ぼくの枝が何本か突き刺ささった。噴ふき出た血が、雑草に降りかかった。


　立ち上がろうとして、身体に力が入らなかった。


「猫屋敷さんっ……！」


　聞き覚えのある声がした。少年と少女の声だった。


「……にあ」


「にゃあにゃあ！」


「うにゃあ」


「にぃぃ～～～～あ」


　そして、猫たちの鳴き声。


「……なるほど」


　やっと得心して、猫屋敷は微び苦く笑しようした。


　どうやら森を抜ぬけて、元の場所まで蹴けり出されていたのか。


　かがり火の音も聞こえる。


　呪じゆ力りよくは綺き麗れいに渦うずを巻いている。


　自分のいない間、みかんと猫たちはうまくやっていたらしい。うまくやっていないのは、つまり自分だけである。


「……きつい話ですね」


　膝ひざに手をあてて、無理矢理に立ち上がる。それだけの動作に何分もかかったように思えた。


　まだ、圭は現れていなかった。


「…………」


　目を閉じる。


　なんとか、気息だけを整えようとした。


　かがり火で熱された夜気を吸い込み、ゆっくりと吐はき出す。少しだけ痛みが和やわらぐ。


　ぱちぱちと爆はぜる音の中に、やがて幽ゆう鬼きのごとき足音が混じった。


　目を開く。


　森の闇やみの中に、その闇を従えるようにして、圭の姿が浮いていた。


　朧おぼろな瞳をしていた。


　くだぎつねなのか、圭なのか、その判断はつかない。


『ねえ。代わりに約束して。だったら、あなたは圭を──』


　あのときの朔夜の言葉を、猫屋敷は思い出した。


「圭」


　と、はじめて猫屋敷は、若者を名前で呼んだ。


　ぴくり、と圭の目元が動いた。


「もう、終わりにしましょう。こんなもの、長々とやるものでもない──」


　聞こえたかどうか知らないが、とりあえずそう言って、一枚の符ふを取り出す。


「猫屋敷さん……」


　みかんの肩かたをいつきが抱だいているのが、視界の隅すみに映った。少年の顔は、怯おびえてはいても、けして逃にげようとはしていなかった。


（頼たよりになりますよ……社長）


　ひそやかに呟つぶやき、身構える。


　圭の目が光った。


　ゆっくりと、その瞳ひとみが変じていく。


　圭ともくだぎつねともつかなかった朧な瞳から──獣けものそのものの瞳へと。それにつれて、身体からだにまとわりついた呪力にも別の成分が混じっていった。


　殺気である。


　べろりと唇くちびるを舐なめあげ、『圭』が圭でない顔で嗤わらう。


　跳とんだ。


　瞬間、かがり火に、符が走った。


　ごおおおっ、とそれまでに倍して炎ほのおが広がり、生き物のごとくに動いて、ほんの一いつ瞬しゆんだけ猫屋敷の身体を包んだのだ。


「おおあっ?!」


『圭』が、ひるんだ。


　霊れい獣じゆうとはいえ、獣には違ちがいがない。炎には恐きよう怖ふする。ましてや猫屋敷単独の呪力ではなく、星祭りを迎むかえて、山中の呪力のこもった炎であった。


　その隙すきを、猫屋敷は見み逃のがさなかった。


　羽織を焦こがしつつ、走る。


　胸むな元もとへ飛び込むようにして、『圭』のジャケットに仕込まれていた竹たけ筒づつを、符を持った掌しよう底ていで叩たたき割った。


「ご～～～～～～～～～っ！」


　絶ぜつ叫きようが、『圭』の唇からあふれた。








（そうか）


　消えゆく意識の欠片かけらで、圭は思った。


（俺は──）


　執しゆう着ちやくしていた理由。


　こだわっていた結末。


（──の前に、一瞬だけでも、お前を超こえ──）
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「……にあ」


「にゃあ」


「うにゃあ」


「にぃ～～～あ」


　四匹ひきの猫ねこが鳴いていた。


　その鳴き声とかがり火に導かれ、呪じゆ力りよくが渦うずを巻き、天に還かえっていく。たとえ魔ま法ほう使つかいでなくても、その鳴き声を聞けば、ため息をついてしまいそうだった。


　圭は、地面に横たわったままだ。


　くだぎつねの竹筒を砕くだかれ、人事不省に陥おちいっている。そのまま地面に消えてしまいそうなほどに、土気色の肌はだをしていた。


「さて」


　と、猫屋敷が腰こしに手をあてて、立ち上がる。


「今度は、この馬ば鹿かの治ち療りようをしなきゃいけませんね」


「治るんですかっ?!」


　いつきが驚おどろいたのは、先だって猫屋敷から説明を受けていたためだ。カルテを確かく認にんしたアディリシアは、こちらにも連れん絡らくをいれていた。


　すると、軽く鼻を鳴らして、猫屋敷は扇せん子すを扇あおいだのである。


「今回の依い頼らいは、三年前の呪力の払ふつ拭しよくでしょう？　業ごう腹はらですが、こいつの身体に残留してる分も祓はらわないと、完全になりません。──まあ、完治は無理にしても、今日明日死ぬってほどではなくなるでしょう。それ以上は運次し第だいですね」


「…………」


　さすがに、声もなかった。


「そ、それって……先に圭さんに言っておけば……」


「どうせ、言ったところで止まらないでしょう？　こういうタイプは一度吐はき出させておかないと、ろくなことしませんからね」


　焼けこげた羽織を撫なでながら、言う。


　一瞬とはいえ、最後の炎は、猫屋敷の全身に重い火傷やけどを負わせていた。特に左手はひどく、ろくに動かすのもままならないようだった。みかんによって血返しの術が施ほどこされなければ、立ち上がることもできたかどうか。


「なんで、そんなに……」


　──と。


「猫屋敷さん！　早く早く！　星祭りの時間終わっちゃうよ！」


　かがり火の側そばから、みかんが呼びかけた。


　猫屋敷の頼たのみ通り、星祭りを代行していたのである。その状態で、猫屋敷の治療も行ったのだから、少女の活かつ躍やくも並なみ大たい抵ていではない。


「あ、はいはい。すぐやりましょう」


　とんと、猫屋敷が扇子を圭の胸へ置いた。


　それを目印に、残留した呪力が導かれはじめる。


　いつきの右目にだけ視みえる『力』が、猫屋敷とみかんの導きによって、かがり火のそれと合流する。


　やがて、


「わあっ……」


　みかんが、声をあげた。


　声だけでなく、すぐに手があがり、ぴょんと足から跳はね上がった。


「すごいすごいっ！　見てよ、猫屋敷さん！　お兄ちゃん社長！」


「へ──うわあっ！」


「おや」


　振ふり向いたいつきが口を開き、猫屋敷が淡あわく笑った。


　夜空に、不思議な碧みどりの帯がたなびいていたのである。


　風に吹ふかれるようにして、ひとつ。またひとつ。


　ついには数え切れないほどの光河が、夜空にあでやかな模様を描えがく。それは、星祭りのつくりだした──日本にはありえないオーロラであった。


　ふと、猫屋敷は朔夜の言葉の続きを思い出した。


『ねえ。代わりに約束して。だったら、あなたは圭を──』


　少しはにかんで、朔夜はこう言ったのだ。


『圭を──絶対に見捨てないで』


　ひとつ、息を吸う。


「社長」


　と、声をかけた。


「はい？」


「最後まで手を出さずにいてくれて……ありがとうございました」


「ふえ？　いや、その──あの」


　オーロラに感動していたのか、猫屋敷の言葉をつかみあぐねたのか、いつきが何度となく瞬まばたきした。


　困ったように頭を搔かく。


「多分……それも社長の仕事の内ですから」


　それから、「あ」と、空を指さした。


　どこか泣きそうな顔で、穂波が舞まい降りようとしていたのであった。














〈アストラル〉業務日誌８





　おお、これが〈アストラル〉の業務日誌ですか。


　猫ねこ屋や敷しき蓮れんです。


　考えてみれば、私が業務日誌を書くのは初めてですね。おやおや、結構意外。


　ふふふふふ、だったら少しぐらい猫ねこの話をしてもいいですよね？


　あの肉球の柔やわらかさとか、毛並みの美しさとか、ひなたぼっこをした後のふわふわした匂においと感かん触しよくだとか……


　……なぜだか穂波さんが目を三角にしているところが浮うかんだので、このへんでやめておきましょう。どうしてでしょうね？　こんなに素す晴ばらしいのに（ブツブツ）。





　では、業務連れん絡らくです。


　あれからですが、圭けいは呪じゆ力りよくの洗せん浄じようを終えた後、どっかに姿を消してしまいました。手て応ごたえとしてはおおかた成功したと思ってますが──まあ、あれのことですから、顔を見られるのが嫌いやだったんでしょう。プライドだけは他人の十倍持ち合わせた男ですからね。


　朔夜も、そういうところをよく心配してましたが、いまさら直る性質でもないでしょう。


　ひとまず、葦あし原はら山についてはほぼ収まったと考えて結構です。〈協会〉の動きは気になりますが、報ほう酬しゆうも出たことですし、善よしとしましょう。





　それと、社長。


　社長の仕事は、別に何もかも見み抜ぬくことではないでしょう。


　そういう事こと柄がらなら、私でも穂波さんでも、アディリシアさんでもやってくれます。


　どちらかというと、皆みなのモチベーションを保ってくれることが大事で、そのことについては今の社長は自信を持っていいかと思います。


　……忠誠とか信義とかいうと、何か違ちがうし、堅かた苦くるしいですね。


　うん。少し言い換かえてみましょう。


　つまるところ……そう、今の代の〈アストラル〉になって、私たちは結構ワクワクしているんですよ？





　それはきっと──あなたの力です。




猫屋敷蓮














　あとがき







　二ヶ月連続刊行──ということは、あとがきも二ヶ月連続なわけで。


　このあとがきを書いて、やっと実感がでてきた三さん田だです。最初にスケジュール聞いたときは冗じよう談だんかと思ったのに（笑）。


　というわけで、前回の長編に合わせて、今回は短編集となっています。もともとが短編ではじまった企画だけに、レンタルマギカの貸し出しレンタルっぽい要素は、こちらの短編集の方が顕けん著ちよに出てますね。両方、楽しんでいただければ、作者としてこれ以上の幸せはありません。


　では、各短編の思い出などを。
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・魔法使いと夏の海


　おかげさまで、ザ・スニーカー掲けい載さい時、初のカラー特集をもらえた回です。


　レンタルマギカでは、だいたい１巻につき１～２ヶ月なのですが、「今回を逃のがしたらしばらく夏はない！」とばかりに、海の話です。


　このときのｐａｋｏさんの発奮ぷりときたら凄すさまじく、ええまあ、ヤツの水着がああなったのは実はｐａｋｏさん自らの指定だったりするのですよ！　なお指定した後、実際にイラストを描かくときは「え？　そんなこと言ってましたっけ」と首を傾かしげていたことを添そえておきます。





・魔法使いと学校の怪談


　この短編集は、すべて「魔法使いVSと錬金術師」から「竜と魔法使い」までを埋うめる形になっています。今回、スケジュール的にどの順番で本になるかは分かっていたため、連載時に読む方も、本になってから読む方も両方楽しめるように苦心しました。


　特にこの話は──連載時に読んだ方でも、「竜と魔法使い」を読んだ今なら、また別の面おも白しろさがあるかと思います。





　作中、アディリシアが語っているように、学校の怪かい談だんには明治時代イギリスから輸入されたものが結構あります。同時に、日本からイギリスに逆輸入されたものもこと欠かなかったり。学校という特とく殊しゆな空間に、霊れい性せいを見いだすのは日本もイギリスも変わらないのでしょう。





・魔法使いと星祭り


　題名で「あれ？」と気がついた人もいるかもしれません。前の短編集「魔法使い、集つどう！」に収録された「魔法使いと夏祭り」の流れを汲くむ作品で、連載時にははじめての上下編となりました。


〈アストラル〉の中でも、特に関係の深い猫屋敷とみかん。彼らと祭りの話は、もう少し続くことになります。おそらく、次かその次は、長編での物語になるでしょう。





　ちなみに、今回出てくる「彼」ですが、あのあたりが凡ぼん人じんレベルでは最も優ゆう秀しゆうな魔ま法ほう使いです（笑）。猫屋敷や穂波は最低限の触媒カタリストで強大な魔法をばんばん撃うってますけど、普通は簡単な魔法を使うだけでも、相当な準備とかなりの反動を覚かく悟ごしなきゃならなかったりするのです。


　彼はその分を努力と根性と小器用な才能、おまけにいろんな卑ひ怯きようとで補っているわけですが──作者はどうもああいう手合いが好きで、「凡人と天才」というテーマはちょくちょく使ってしまいますね。





　　　　＊





　最後になりましたが、連載中からさまざまな魔術講義・アドバイスをしてくださった三輪〈カオスフレア〉清宗さん、再びすべてのイラストを描きおろしてくださったｐａｋｏさん、僕やｐａｋｏさんのスケジュール破は壊かいに毎回悲鳴をあげている担当のＮ氏に捧ささげます。そして、一文だけ私信を許してもらえるならば、闘とう病びよう中の母へエールを。


　次は春から初夏のあたりに、（多分）長編で出会えるかと思います。





　　二○○五年十二月五日




林完次の『月の本』を読みながら　　







　ＰＳ、もし感想などありましたら、奥付記載の角川書店まで送っていただくか、僕の所属している創作者集団グループＳＮＥのホームページ（http://www.groupsne.co.jp）へメールしていただけると嬉うれしいです。





※あとがきにＳＮＥのＨＰのＵＲＬの記載があり、メールの宛先に指定されておりますが、現在著者は所属しておりませんので、メールはご遠慮ください。よろしくお願い致します。




レンタルマギカ


魔ま法ほう使つかいの宿命さだめ！





三さん田だ　誠まこと
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